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第一章　終わりの始まり






　十数年前、故郷を冷害の禍獣カラミテイに襲われた幼い俺は、一機の機鎧ラウンド・ギアに助けられた。

　真っ白な世界で、そこだけが白じゃない色彩。生きることを諦めた俺に伸ばされた鈍にび色いろの巨大な手は本当に神様の手みたいで、そんな操鎧士ラウンダーに憧れて俺はここまで来た。

『生きていてくれてありがとう』

　忘れてしまっていた穏やかな声。

　あの日と同じ声が、目の前にいる敵の口から発せられる。

「因果なものだな、少年。あの時助けた命と、こうして相あい見まみえることになるとは」

　異い形ぎようの機鎧のコクピットに座る黒衣の男は、そう言って小さくため息をつく。少し癖の入った金髪と翡ひ翠すい色の目はどことなく俺の敬愛する女王陛下、オリヴィア・ペリクリーズを思わせた。

　俺は放心したまま、なにも反応できない。そんな俺を見かねたのか膝の上に乗ったドワーフという異族デミヒユーマンの少女、ラニの幻影がこちらを振り返る。

「マキト？　知ってる人、なの？」

　我に返る。頭を切り替えろ、と自分に言い聞かせて俺はラニに答えた。

「ああ。昔、助けられたことがある」

　また、俺の隣に立っていた機鎧ラウンド・ギアが一歩進み出る。

「やはり小僧の命を助けたのはヌシじゃったか」

　その操鎧士ラウンダー──四方の賢人の一人であるキツネの異族デミヒユーマン、クズノハは気難しそうに眉をひそめて敵を見み据すえていた。

　俺は怪け訝げんに思い、機体と一致した視界をやや横にスライドさせる。

「やはり？　クズノハは、知っていたのか？」

「薄々じゃがのう。ヌシの特殊な体質が先天性のものでないとすれば、考えられる可能性はただ一つ。それを知っているのはウチともう一人、ヴィクトール・ペリクリーズの他におらぬ」

　クズノハは尻尾の毛を逆立てて、鋭い視線を相手に送る。

「あの術法は使うなと言いつけてあったはずじゃが……ウチの言葉に逆らうとはどういうつもりかや、ヴィクトール？」

　問われた敵の操鎧士──本来なら俺が仕える君主であるはずだった男、ヴィクトール・ペリクリーズは冷笑を浮かべる。

「ヴィクトール・ペリクリーズという男はもう死んだ。ここにいるのは亡霊であり、ただ一振りの剣だ」

「どんな難問でも快かい刀とう乱らん麻ま。切り伏せるがごとく、即座に答えを出す。それゆえについた二つ名が〈回答する剣アンサラー〉──懐かしいのう。ヌシの異名も、芝居がかった大仰な口調も」

　クズノハは、遠い日々を思い出すかのように目を細める。だがその目は、にわかに鋭く相手を糾弾するものになった。

「じゃが今はそんな茶番に付き合うつもりはない。なぜあんな危険な術に手を染めた？　あれは使う側も命を落としかねぬものと説明したはずじゃぞ」

　ヴィクトール殿下はその顔を曇らせて、語りだす。

「『彼』に代わって回答するのならば……『彼』は、呆あきれるくらいにがむしゃらだった。どんな手を使ってでもたった一つ残った命だけは繋つなぎとめると己に誓った──自分の命の半分を使おうとも」

「命の、半分？」

　俺が耳を疑うように繰り返すと、クズノハは敵への警戒を怠らないまま解説する。

「左様。かつてウチとヴィクトールはともに魔力を医療に応用する技術を研究していたのじゃが、上う手まくいかないものでのう。魔力を受け取る側は副作用でヌシのような体質に、与える側にも命を落とすリスクを伴うとのことで、動物実験の段階でウチはこの研究を凍結させた」

　どうすればそんなことができるのか──具体的な方法なんて想像はつかないが、たった一つだけわかることがある。

「俺を助けるのに……そんな、ムチャを？」

　魔力を使いすぎた結果がどうなるか。それは俺のパートナー、ククルが頻繁に体調を崩すことからある程度の想像はつく。それだけのことをたった一人の、見知らぬ子どものために一国の王子がやっただなんて──

　俺の反応にヴィクトール殿下は、申し訳なさそうな苦笑を浮かべた。

「元気そうで何よりだ、少年。『彼』の我がままのせいで、苦労をかけたようだな」

「え、あ、いや。苦労だなんて、別に、全然。魔力が低いっていっても、機鎧ラウンド・ギアを動かせないくらいで不便はなかった」

　とっさに答えつつも俺は、言葉を探す。

「でも、なんでそこまでして俺なんかの命を？　あんな、いつ死んでもおかしくない子どものために命を懸けるなんて……言っちゃなんだが、一国の王子のすることじゃない」

　殿下は値踏みするかのように俺の顔をまじまじと見つめ、静かに語り出す。

「あの日は、初出撃でね。王城で座して報を待つだけではなく、やっと自分の手で誰かを助けられると希望に胸を膨ふくらませていた」

　その顔に浮かぶのは、かぶっていた道化師の仮面のように滑こつ稽けいで、皮肉に満ちた笑みだった。

「バカな話だ。禍獣カラミテイの襲撃があったと報告を受けてから動いたのでは遅いなんてこと、わかりきっていただろうに。村がどうなっているかなんて、想像が付くだろうに」

　──それでも『彼』は、誰かを助けられると疑わなかったんだ。

　殿下の口からかすれた声が搾り出される。その懺ざん悔げのような響きに俺たちは聞き入り、続く言葉を待った。

「雪に覆われた村を見て『彼』は己の無力を痛感した。だがな、天才だの神童だのという誉れは虚構に過ぎないと実感しても、自分にもできることがあるのだと、信じたかった。だからまだ生きていた少年を見つけたとき、どうしても生かさなければと思い……あんな方法に手を染めた」

　そう言うとヴィクトール殿下は機鎧との合一を解き、機甲ガントレツトから腕を引き抜く。殿下が浮かべたのは、くしゃくしゃに歪ゆがんだ笑顔とも泣き顔ともとれる表情だった。

「改めて言わせてもらおう。生きていてくれて、ありがとう」

「殿下……」

　こちらこそお礼を言いたいが、言葉にならない。そんな俺に代わって膝の上のラニが、感じ入ったように告げる。

「なんか、やっぱり陛下のお兄さんなんだな、って感じだね」

「ああ。ラニも、そう思ったか」

　殿下から受けるこの、主君と臣下の壁を感じさせない雰囲気。畏敬よりは親しみを覚えさせる陛下と同じ柔らかさを目の前の人物は持っている。

　そんな俺たちの気の緩みを叱責するようにクズノハは声を鋭くする。

「小僧！　気を抜くでない！」

　その声とほぼ同時に殿下は、膝の上に落ちた仮面を再びかぶり、機甲ガントレツトに腕を通し直す。

「だが皮肉なものだな。あの時助けた命を、この手で摘み取らなければならないというのは！」

　機鎧ラウンド・ギアと操鎧士ラウンダーが同調したことを示す光のラインが敵機に走る。ギュルッ！　と翻る敵機のマントはまるで、意志を持つ刃やいばのように俺たちに向かって一いつ閃せんされた。

「くっ……！」

　俺はとっさに〈ヘヴィノッカー〉にバックステップをさせ、紙一重でマントの一撃を回避する。マントはそこからさらに翻り、クズノハの機体を追った。

　テイルユニットでマントをはじきながらクズノハは、鋭い声を上げる。

「ヴィクトール！　先ほどの問いにまだ答えてもらっておらぬぞ！　北の地で没したはずのヌシがなぜ生きておる!?　そして、なぜウチらが争わねばならぬ!?」

「あなたらしくもない！　『問う前に考えよ』と私に教えてくださったのは、あなただろうに！」

「考えてもわからぬ！　ヌシがなぜウチらに弓を引くのか、皆目見当もつかぬ！　北の地でなにがあった!?」

　クズノハの問いにヴィクトール殿下は、重く響く声で答えた。

「この世界の、あるべき姿を知った」

　バックステップから地面を削りつつ着地したクズノハは、慎重に殿下の表情を読み取ろうとする。

「あるべき姿……じゃと？」

「まやかしだ。この世界は、なにもかもが。すべては虚構。四つの国家の始祖が寄ってたかって作り上げた、偽りの箱庭にすぎない」

　殿下の口ぶりにクズノハは、眉を寄せた。

「ヴィクトールよ。昔から思うていたのじゃがヌシのその口調、どうにかならぬかや？　なにが言いたいのかさっぱりわからぬ」

「考える必要はない。どうせすぐに尽きる命だ！」

　再びマントを翻し、俺たちを襲うヴィクトール殿下。避よけながらクズノハは、好戦的な笑みを浮かべた。

「よかろう！　ならば、ヌシを倒してから牢ろう屋やでたっぷり聞かせてもらう！」

　異い形ぎようの機鎧同士がぶつかり合う。ラニと生んだこの機体──〈ヘヴィノッカー〉の性質は『創造』。状況に合わせてあらゆる武器を作れるのが強みだが、ここは使い慣れた武器がいい。

「ラニ！　シールドとランス、頼む！」

「うん！　王国で標準採用されているサイズを聖骸アルビオンと同じ縮尺で再現……出すよ！」

　すぅ、と息を吸い込んでラニは、神に捧ささげる謡うたを紡ぐ。

「《汝なんじは千せん変ぺんである。汝は万ばん化かである。集いし想おもい、今ここに熱を帯びて新たな力を呼び起こせ》──創れ、クラフトアームズ！」

　携えたウォーハンマーに光が集ったかと思うと同時にそれは霧散し、再び集結する。光は俺が求めた通りの形──ペリクリーズ王国軍の機鎧ラウンド・ギアが正式装備として採用する、全身を覆えるほどの長大な盾と槍やりの形になった。

「よし、これならっ！」

　ラニの術式シフトは長射程、広範囲の射撃も魅力的だが、物量任せの攻撃ではクズノハを巻きこみかねない。今は使い慣れたこの武装が最善。そう判断して加勢をする。

　だが──

「無謀！　無策！　そんな時代遅れの装備で水を差すなど、興ざめにもほどがある！」

　凛りんとした声と同時に殿下が振るったマントの一撃を俺は盾で受ける。

「くっ……！」

　受けた一撃は思った以上に重く、〈ヘヴィノッカー〉の巨体が軽々と弾はじき飛とばされる。あんなひらひらした布きれの一振りが、まるでハンマーのようだった。

　先史兵装ロストユニツト。今よりもっと、はるかに栄えていた時代の忘れ物。それがこの威力だというのか！

　なんとか体勢を整えようとするが、まるで俺の意図を読んでいるかのようにマントがそれを妨害する。キツネに追われるウサギさながらの心境で俺は、どうにかして逃げ道を探した。

　ガギィン！

　重い金属同士がぶつかり合うような音を響かせ、敵機のマントが〈ヘヴィノッカー〉の盾を上空に弾き上げる。盾が落ちてくるのを待たせてくれないままさらなる追撃に襲われ、俺はまた逃げ回ることになった。

「ちぃっ！」

　ガン！　ガン！　ガン！

　小さく繰り返される跳躍。連続する着地の音。ランスで牽けん制せいしながら反撃の機会を探ろうとするが、糸口すら与えられない。

　それどころか向こうは、さらなる手を晒さらしてきた。

「見せてやろう……破は邪じやなる力、律しの剣の輝きを！」

　こちらが放った牽けん制せいの突きに合わせて殿下は、禍まが々まがしい鉤かぎ爪づめがついた右腕を振るう。このまま行けば真正面からぶつかりあう角度。まさか、機鎧ラウンド・ギアの馬力で聖骸アルビオンに力比べを挑むつもりか？

　いやな予感がしたが、今さら軌道の修正はできない。できるのはこの後の展開を予想するくらいだ。

　弾はじかれた場合、つばぜり合いのような形になった場合──いくつもパターンを思い浮かべるが結果は、そのどれでもないものになる。

　敵の爪が触れた瞬間、ランスがバターのように易やす々やすと切り裂かれた。

「なっ……!?」

　それだけじゃない。どういう仕組みなのか、地面に転がっていた大盾までも、ランスの後を追って光の粒りゆう子しとなって消えていった。

　手応えすら与えずこちらの武装をほころばせたその現象は、まるで──

「分解された、だと!?」

　そう表現する俺に殿下は、仮面越しに鋭く告げながら再びマントを振るう。

「おしゃべりが過ぎる。舌を嚙んでも知らんぞ！」

　重い一撃に対し、両腕を交差させてコクピットを守るが衝撃までは殺し切れない。激しい揺れがコクピットを襲った。

「きゃあっ！」

「くっ……ラニ!?　大丈夫か!?」

「な、なんとか。ごめん、すぐに立て直す！」

　粒子と消えた装備を再構成しようとするラニ。

　だが──

「な……なに、これ？　〈原初の法ロスト・コントラクト〉が使えない！」

「なんだって!?」

　こちらの動転を一笑に付すかのように殿下は声を上げる。

「無駄だ！　これこそが我が魔剣、〈クラウ・ソラス〉！　捻ねじ凶まがった〈法〉を律する、至高にして思考の一振り！」

　その大仰な口ぶりが意味することをクズノハは、一瞬で読み解く。

「〈原初の法〉の無効化、じゃと!?　そんな隠し球を！」

　無効化……っ!?　なんとなく嫌なイメージは伝わってきたけど、そんな厄介な代物だったのか！

　だが、聖骸ならともかくただの機鎧がどうしてそんな性能を？　そう考えている暇はなかった。続き、懐に潜りこんだ殿下の機鎧が地を踏みしめ、その反動もろとも機鎧の重量を肩に乗せてこちらにぶつけてくる。それは力任せのものではなく、人が戦うために生み出した武術の理ことわりだ。

　聖骸アルビオンと機鎧ラウンド・ギアの体格差を感じさせない、重い一撃が〈ヘヴィノッカー〉を吹き飛ばす。コクピットが激しく揺さぶられ、ラニは悲鳴を上げる。

「きゃあっ！」

　飛ばされた俺は、着地と同時に転ばぬように足を踏みしめる。大地に大きな二本の筋を刻みながら俺は素早く尋ねた。

「くそっ……ラニ！　〈原初の法ロスト・コントラクト〉は復活できそうか!?」

「わ、わからない。でも、やってみる！」

　使ってみてわかったが、〈ヘヴィノッカー〉は〈原初の法〉に性能の重きをおいているらしい。今まで生んできた〈クロウクルワッハ〉や〈フォートレス〉と比べて、格段に機動力が落ちるという欠点を持っていた。

　地面を削りながら食い下がり、俺は歯を嚙む。何とかしてこの場を凌しのごうと、激しい地響きとともに次の一手を模索する。

　だが、考えれば考えるほど敵の術中にはまっていく気がする。底なし沼にどんどん沈んでいく感覚だ。

「このままじゃ……っ！」

　通常の機鎧以上の出力を持つ聖骸だからこそ変則的な動きにもついてこられているが、それもそろそろ限界だ。扇状に広がっていた選択肢が、徐々にせばめられているのがイメージとしてわかる。そのうち選択肢はなくなり、俺に待っているのは敗北という結末だ。

「ど、どうしようっ？　戻って……戻ってよ、わたしの力！」

　ラニの焦燥が聖骸を通してこちらまで伝わってくる。それに影響されないよう、冷静であろうと努めたが殿下の緻密にして苛か烈れつな攻撃は着実にこちらを追い詰めていた。

　取れる選択肢がないという窮屈さ。奪われていく未来に息苦しさを覚え始めたそのとき、蛇腹めいた異い形ぎようの腕が俺たちの間に割って入った。

「立て直せ、小僧ども！」

　クズノハが、コクピットから厳しい声をかける。金属と金属がぶつかり合う硬い音が断続し、俺はその隙に距離を取る。

　後退していく俺に、クズノハは鋭い声を発する。

「気をつけよ！　あの異形の右腕もさることながら、〈回答する剣アンサラー〉とまで呼ばれた思考力もさび付いておらぬ様子！　ヴィクトールの戦い方がかつてどおりのものなら、勘やセンスでどうにかなるものではない！」

「ああ、よく似た戦い方をする人を知ってる！　思考に試行を重ね、答えを出す戦い方をする人を！」

　ペリクリーズ女王直属護衛隊、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉。その最年少団員、カノン・アブソリュート。俺の先輩に当たり、同じ教導院の生徒でありながら臨時で教官を務めるほどの腕前の持ち主。その師にあたるのが、目の前にいる操鎧士ラウンダーだった。

　攻めあぐねる俺たちに殿下は、仮面と同じ嘲ちよう笑しようめいた声音で告げる。

「私は凡人で、臆病者だからな。勘を頼りに突っ込むなんて怖くて出来やしない。だから、考える。考えて考えて考え抜き、解答に至る。今日もお前たちという難問を、切り伏せさせてもらおう！　それが私という剣──〈回答する剣アンサラー〉だ！」

　巨大な銀の腕を前に構え、突っ込んでくる敵機。

「させぬ！」

　クズノハは自ら進み出て、銀の剛腕を棍棒メイスで受け流す。クズノハの機鎧ラウンド・ギア、〈ギャリートロット〉は機動性と引き換えに装甲を犠牲にしたもの。あまり矢や面おもてに立たせるわけにはいかない。前に出ての防御は、俺の仕事だ。

　と、前進しかけたところでラニが声を上げた。

「マキト！　〈原初の法ロスト・コントラクト〉の復旧、できそうだよ！　あとちょっと……これで、っと！」

「よし！　無効化っていっても、その効果は一～二分ってところか！」

　さっそくクズノハと殿下の間に割って入ろうとするが、その途端にクズノハから指示が飛んだ。

「小僧、射撃での支援に回れ！　装備が分解されるのであったら、やつの手が届かぬところから仕掛けるのが得策じゃ！」

「なるほど！」

　クズノハの言うとおりだ。俺はさっそく、サポートに徹するため距離をとる。

「ラニ、換装だ！　猟銃を両手に！」

「オッケー！」

　こちらに追随しようとする殿下の機体を、〈ギャリートロット〉の尾が一いつ蹴しゆうする。クズノハは見ているこちらが目を回しそうなほどデタラメな軌道でヴィクトール殿下の機鎧を振り回しながら、さらにこちらに呼びかけた。

「連係などという高尚なものは考えるな！　とにかく敵をしとめることだけを考えて撃てばよい！　ウチが良いい感じにヌシを使ってやる！」

「道具扱いかよ！」

　悔しいと感じるのは後だ。今はとにかく、勝利のためクズノハに俺たちの力を託す。

　シールドとランスが分解され、両手に現れた銃じゆう把はを握る。言われたとおり俺は、禍獣カラミテイを相手にするつもりで引き金を引いた。

　とにかく弾をばら撒まき、敵の動きを制限することだけを考える。やがてラニが、不安そうにつぶやいた。

「あ、当たら、ない？　わたし、設計ミスっちゃった？　照準、合ってる？」

「違う。単純にバケモノなんだよ。あの二人が」

　一発当たったらアウト。そんな恐怖など抱いていないかのように、火線の中をめまぐるしく二機の機鎧ラウンド・ギアが移動し、ぶつかり合う。

　ガン！

　クズノハの機鎧が腕を鞭むちのようにしならせて振るった棍棒メイスを敵機は剛腕で受けたかと思えば──

　ギィン！

　死角から迫るマントの一撃をクズノハのテイルユニットが払う。

　断続する重い金属同士が衝突する音に交えて二人の会話が聞こえてきた。

「ふん。何い時つぶりかのう？　ヌシとこうしてやり合うのは！」

「十二年と二四七日ぶりです」

「そうか。じゃが、細かいことをいちいち覚えている男は、ウチ好みではない！」

　軽口を交わし合いながらとは思えないほど、二人の攻防はレベルが高い。機鎧を操る技術もさることながら、この戦いの本質は駆け引きだ。二手先、三手先──きっと、もっとそれ以上。俺じゃ想像がつかないくらい、ハイレベルな世界の戦いが繰り広げられている。

　クズノハは殿下が振るった銀腕の一撃を交差させた棍棒で受ける。しかしその衝撃までは殺し切れず、〈ギャリートロット〉の脚は宙を舞うことになった。

　その瞬間俺は、以前クズノハと戦った時のことを思い出す。

（あの動き！）

　覚えている。あの悪夢めいた、奇怪な挙動を。となれば次にクズノハが取る選択は一つ。

　機体が傾くままに身を委ね、空中で旋回。クズノハは蛇腹構造の腕を伸ばし、片手でバク転する要領でさらに身を翻らせる。

「そう来るよな、やっぱり！」

　俺と戦った時にもやった、アクロバティックな回避。クズノハの機体は宙を舞い、地上には攻撃後で隙ができている殿下の機体が残っているだけ。これを千載一遇の好機と言わずして、なんと言おうか。

　空中のクズノハと目が合う。指示が伝わっていたことを確信したのかクズノハは、「ニィ」と笑った。

「ぬかるなよ、小僧！」

「当然！」

　逃すものかと俺は、銃の引き金を引きっぱなしにして連射する。

　だが──

「一手遅い！」

　魔弾が敵の機体を穿うがつより一歩早く、マントが前面に集中する。魔弾はマントを穿つもののそれで威力を殺され、敵機に傷一つつけることができなかった。

「防がれた!?」

　俺が叫ぶとともにクズノハも、重々しい音をたてて着地しながら悔しそうに歯は噛がみした。

「やったと思ったんじゃがのう！」

「久しぶりの再会だ！　今しばし、おつき合い願う！」

　ボロボロになったマントを脱ぎ棄すて、再び剛腕を振るう殿下。あの厄介なマントを潰せたのはありがたいが、今のでしとめられないのはまずかった。秘策を打ち破られ「なにをやっても通用しないんじゃないか」という雑念が芽生える。

　そんな戸惑いを見透かしたかのように殿下は、苛か烈れつな攻撃に交えて問う。

「どうした？　まさか今ので打ち止め、というわけではあるまいな？　久しぶりの戦い……それも、獣ではなく人との闘争だ。もっと高揚させてもらわなければ困る！」

　歪いびつな剛腕を振るう姿は、まるで嵐。

　俺もクズノハもものともせず薙なぎ払はらう、抗あらがいを許さない暴力そのものだった。

　カノン先輩が天才としたら、さながら殿下は『天災』。それほどまでの実力差を感じる。

「強いとは聞いていたけど……これほどかよ！」

　圧倒的だ。賢人でさえ後手に回る逸材。天才があこがれた存在。それが、この人か！

　指導を仰ぎたくなるような腕前。だがこの人は今、俺の敵だ。

（小細工でもなんでもいい。なんとしてでも、出し抜かなくては！）

　あっと言わせるような妙案でなくても構わない。なんでもいいからこの悪い流れを断ち切るような、きっかけがほしい。

　そう考えているうちに、おかしな感覚がした。殿下とクズノハの機体の座標が、瞬間移動したかのようにずれて見えたのだ。

　なんだ、今の。聖骸アルビオンに何か問題でも起きたのか、それとも俺自身が極度の緊張で幻覚でも起こしたのか？

　と思っていると、まただ。錯覚じゃない。既視感の逆のパターンというか、ふとビジョンが見えたかと思うとワンテンポ遅れてまた同じ光景が繰り返される。

　なにが起こっているのかわからない。だが俺は直感的に、そのずれたビジョンに照準を合わせた。

　放った一発は、今まで空くうを切っていたものとは違い殿下の機体をかすめる。まるで殿下が動く方向を先読みしたように、その一発はしっくりと来た。

「「なんだ？」」

　奇くしくも俺と殿下は声を重ねる。偶然かと思ったが、その現象は二度、三度と起こった。

「少年。貴様──」

　殿下の声が苛いら立だたしさを帯びる。俺でさえまだわかっていないことをこの人は、瞬時に読み解く。

「見えている、のか？」

　──そうか。殿下の言うとおりだ。

　俺が見ているのはまるで、未来の景色の様だった。

　異変を告げるかのように〈ヘヴィノッカー〉の頭部──正確には両目に当たる部分に光が灯ともった。これと同じ現象を俺は、過去に見たことがある。かつて戦った東の詠士ドルイド、アーリーが自分の魔ま眼がん──相手の思考を盗み見るという力を解き放った時、敵の聖骸アルビオンには赤い光が灯った。

　そして俺は、あいつの魔眼と似て非なるものを持つ人間に心当たりがある。

「ラニ……なのか？」

　今、膝の上に乗っているパートナー。魔眼を持つ一族の末まつ裔えいは首を動かし、いつもは前髪で隠している目を俺に向ける。

「あ、感覚を共有してるしマキトにも影響出ちゃってる？　なんかね、眼がむずむずして変なの。でも、不思議と怖くない」

　普段は臆病で、おどおどしがちなラニが珍しく落ち着いた声音で続ける。

「昔から、たまにこんなことがあったんだ。銀細工とかいじってて、集中してると一歩先の作業をやっちゃうようなことが」

　こちらの変化に気づいたのか、ヴィクトール殿下やクズノハも声を上げた。

「その機体に宿る光……まさか、魔眼の血脈に名を連ねる者か!?」

「ここっ。これはウチの読みにも入っておらんかったのう。さて……ウィンザーの魔眼はさまざまじゃが、ヌシの眼はなにを見る、小娘!?」

　何度も繰り返されるうちに、俺もラニの魔眼の性質を理解してくる。アーリーの魔眼をそう勘違いしたことがあったけどラニのはきっと、本物だ。

　俺がそれを口にするまでもなくラニは、自身の眼が見ているものを理解する。

「今なら、わかる気がする。これが、お父さんがわたしに願ったもの。今までにない、新しいものを創造する力……未来を見る眼なんだって！」

　感極まったようにラニは、さらに叫ぶ。

「見たいよ！　こんなところで終わりじゃない！　もっと、先の景色を！」

「ああ、見よう！　俺たちなら、それができる！」

　相変わらずこちらの魔弾は当たらない。避よける方向を読まれていてなお回避し続けるのは、さすがヴィクトール殿下といったところだが、それでいい。

　俺たちはあくまで支援役。決定打は、クズノハに入れてもらえばいいだけのこと。

　殿下がこちらの攻撃を警戒すればするほど、クズノハに対しての注意がおろそかになる。その事実を示すように、徐々にクズノハが押してきた。ヴィクトール殿下の手て数かずは少なくなり、防戦一方に見える。

「ここっ！　よいぞ、小僧！　狙いが厳しくなってきた！」

　クズノハの攻撃が次第に当たり始めた。俺はさらに殿下を追い詰めようと、未来の光景に照準をピタリと合わせていく。

「よしっ！　いける……いけるぞ！　この力なら！」

　もっと先に。もっと上に。

　さらに深いところまで読もうとする俺たち。だがそれに対して、殿下もやられっぱなしというわけではなかった。

「避よけきれないか……。ならば、こう対処させてもらおう！」

　殿下が咆ほう哮こうを上げた瞬間、次のビジョンが視みえた。その光景にラニは『信じられない』と息を呑のむ。

「ウソ……本気？」

「あの時のアイツも、こんな気分だったんだろうな……っ！」

　俺たちが見た光景。

　それはまさに、俺がかつてアーリーたちを相手にしたことと同じだった。

　まさか今度は、自分が同じ思いをするとは。半信半疑のまま俺は、引き金を引いた。敵機の腕の付け根を狙って放った一発。それを殿下は、鋭利な刃物のような五指の一本に角度をつけ、回転の動きに合わせて斬り払った。

　曲芸じみた殿下の技にラニは、驚きよう愕がくの声をあげる。

「本当にいなされちゃった!?」

「俺も銃に対してあのやり方で対処したことがあったけど……こっちがイチかバチかの博ばく打ちでやったことを当然のようにやってのけるなんて、やっぱりとんでもない腕前だ！」

　俺は射撃を続けるが、殿下は巧みな足さばきでクズノハの攻撃を避けつつ、魔弾を斬り払っていく。舌を巻くなんて技量じゃない。これが天才カノン・アブソリュートが憧れた操鎧士ラウンダー──ヴィクトール・ペリクリーズ！

「うろたえるでない！　小僧、小娘！　ヌシらの火力はそれで打ち止めかや!?」

　クズノハに発破をかけられて俺は、ほぼ反射的に言い返した。

「とんでもない！」

「こんなのが限界かと思われたら、心外！」

　俺だけじゃなく、ラニからも強い言葉が返る。それを受けてクズノハは、不敵に口元をつり上げた。

「なら、ウチの言いたいことはわかるな!?」

　一発や二発ならあの防御も有効だろう。だが向こうがこちらの弾道を読む間もなく畳みこめば、話は違う。

「物量で押しこめ、ってことだろ!?　ラニ！」

「オッケー！　全力、全開だよ！」

　俺の呼びかけに答え、ラニの口から謡うたが紡がれる。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　機体を巡る魔力が加速していくのを感じる。やがて、機体の周囲に存在する魔素エーテルが光を帯び始めた。

「《炉に火はくべられた。其そに捧ささげるは鉄火の葬送歌。重なる鍛造の音ねの元、我が工房の贄にえとなれ。燃え上がる意思をここにっ！》」

　魔素が集まり、形を得ていく。肩や腕──ありとあらゆる場所から突き出ていく砲塔。その筒先に光が収束し、敵への破滅を宣告する。

　これがラニの第二術式セカンドシフト。『創造』という己の本質を突き詰め、武装を追加する〈法〉の名をラニは告げる。

「〝フルメタルファクトリー〟！」

　砲台さながらになった機体に、ずしりと重みを感じる。機動力は落ちるが、その分火力はお墨付きだ。

　見た者を圧倒する威容。しかし殿下は、それを前にして笑った。

「そうこなくては！」

〈ヘヴィノッカー〉が轟ごう音おんとともに放つ魔弾を、殿下は片っ端から斬って捨てる。攻撃を仕掛けながら俺は、思わず見とれてしまった。

　円の動きに乗って踊るように攻撃をかわし、いなし続ける。こんなことができるものなのかと、力量の差に圧倒される一方──

　不思議なことに俺は、技術の差に絶望するのではなく、ワクワクしていた。

　もっと見せてほしい。機鎧ラウンド・ギアの可能性を。

　そんな欲が出る。ならば、どうすればいいか。

　もっと考えろ。あの人をもっと追い詰めるために、思考を磨け。

　物量に頼り、力任せにぶっ放すのではなく総勢一四本、すべての砲塔で狙い撃つ。当然、脳に無む茶ちやな負荷がかかるが俺も見てみたい。

　俺たちが、どこまで先に行けるのか。

　俺が無茶なら、相手も無茶。一四門の砲塔から放たれる攻撃をすべて斬り伏せながら、クズノハの攻撃をかわし続ける。

　その技量にクズノハは、呆あきれたように口元を曲げた。

「まったく。本当にヌシは変わらぬ。これだけ戦って悪あく手しゆを一つも打たぬとはのう」

「それはこちらのセリフだ。このままでは千日手、と言ったところか」

　まるで今の激闘を遊びのように喩たとえる殿下にクズノハは、呆あきれたように苦笑した。

「この状況でまだそんなセリフが出てくるとは……やはりヌシなのじゃな、ヴィクトール」

　友に向けるように細められるクズノハの双そう眸ぼう。クズノハはどことなく、安心したような口調で続けた。

「ちと、不安に思うた。ヌシが、ウチの知る者ではないのかと。ウチの知るヴィクトール・ペリクリーズであるのならば『考える必要はない』となど、口が裂けても言わぬはずじゃった」

　クズノハの言葉を受けて俺も、気づく。

「そうか。たしかに」

「どういうこと？」

　と、膝の上から問うてくるラニ。教導院では籍を置いている学科が違い、あの時の授業を受けていないラニにとってはピンと来ないことだろう。だから俺は、あの時の言葉をそのまま口にした。

「『考えることをやめるな。思考を停止したとき人は成長を停止する』──殿下は、自分の教え子にそう説いていたそうだ」

　殿下と親しかったクズノハは、ずっとそこに引っかかっていたのかもしれない。違和感を覚えながら戦い、結論を出した。

「……のう、ヴィクトール。ヌシは本当に、ウチらが思考を止めることを望んでいるのかや？」

「……」

　殿下は攻撃を再開することもないが、口はつぐんだまま。その頑かたくなな態度にクズノハはため息をつく。

「答えられぬか、か。まあ、よい。ヌシの若さならそんなところじゃろう。……じゃが、これだけは答えてもらう」

　鋭さを増すクズノハの眼光。獣が威嚇するようにではなく、賢人としてクズノハは問う。

「北の地でなにを見た？　ヌシが知った──ヌシを変えてしもうた『世界の真実』とは、いったいなんじゃ？」

　クズノハらしからぬ、思いつめた声が山裾に響く。

　その時だ。

「いつまで遊んでいるの、ヴィクトール？」

　鋼はがねが激突する場に不似合いな澄んだ声に俺たちは、一斉に振り返る。

「円環の竜ならともかくそんなオモチャ、あなたとその銀腕の騎士なら一いつ閃せんでしょう？」

　その先にいたのは、ククルと同じ顔をした少女だった。

　彼女がククルでないことは一見して明らか。一つは、彼女の髪が見慣れた銀色ではなく燃え上がるような緋ひ色いろをしていたこと。

　もう一つは──

「ククルッ!?」

　当の本人を、赤毛の彼女が小脇に抱えていたからだ。

　ククルは、ぐったりとしたまま抵抗するそぶりを見せない。死んでいる、という最悪の事態は想像したくなかった。

　俺の焦燥も知らずに少女は、けだるげに髪をかき上げた。

「こっちはもう、やるべきことを遂げた。ならばあなたもあなたの仕事を終えて。わたしが自ら聖骸アルビオンに乗るより消耗は少ないとはいえ、片腕を貸すだけでもけっこう疲れるものなのよ？」

　片腕、という単語に反応して俺は少女の右腕を見る。肩から先がないのか右腕の袖は、風に吹かれて揺れていた。

　腕を……貸す？　あの子の腕が、敵機の巨大な腕だっていうのか？

　耳を疑うようなセリフに気をとられている余裕はなかった。

「……そういうことだ。なかなか楽しませてもらったが、遊びの時間はもう終わりだ」

「──ッ!?」

　遊び。その言葉が真実であるかのように殿下の攻撃が激しさを増す。













　あれほど苦戦させられたというのに、まだ底を隠していた。殿下を侮あなどっていたわけではないが、先ほどまでと攻撃のテンポが違いすぎ俺はたちまち追い込まれた。

　がくんっ、と不意に機体の足元が滑る。倒れながら俺は、その原因を見た。

「さっき捨てた、マント!?」

　偶然なのか、それとも故意にここまで誘導されたのか。この際、どっちだろうと同じことだ。こちらの体勢は決定的に崩れており、その隙を逃がす殿下ではない。

　回避──いや、

（間に合わない！）

　指先を大きく広げた掌てのひらがすぐそこまで迫っている。あとはあの鋭い爪がこちらの体を刻むのを待つばかり──覚悟など決められるはずもなく、ただ敵の鉤かぎ爪づめが放つ冷たい光に体を凍りつかせた刹せつ那な、それを止めようと黒い機影が走った。

「させぬと……言っておろうがぁ！」

　クズノハが俺たちと殿下の機体の間に飛び込んでくる。だが──

　今までのぶつかり合う音とは違う、一方的な破砕の音。クズノハはそれを覚悟していたかのように口を真一文字に引き結んでいた。

「クズノハッ！」

〈ギャリートロット〉の蛇腹のような両腕が、破は片へんをまき散らしながら宙を舞う。元から強度を度外視して、複雑な軌道を実現していたあの奇怪な腕。そんなものでクズノハが敵の攻撃を受けることができたのは、相手の力を完全に伝えさせないよう、巧みな角度で受ける操縦技術のおかげだった。真正面からぶつかりあえばこうなるのは必然だ。

　クズノハともあろう者が、それをわかっていないはずがない。俺を助けるために、あえて機体を犠牲にしたんだ。

　その事実にいちばん驚いていたのは、殿下だった。

「馬鹿な……っ！　あなたともあろう人が、そんな悪あく手しゆを打つだと!?」

　うろたえた声を上げる殿下にクズノハは、にやりと狡こう猾かつな笑みを見せる。

「ヌシの弱点はのう、ヴィクトール！　常に最適解を求めてしまうことよ！　ここは盤上ではなく戦場！　時に悪手が最さい善ぜん手しゆを凌りよう駕がすると知るがよい！　──小僧！」

「ああっ！」

　倒せるとしたらおそらく、これが最後の一手。俺は倒れ行くクズノハの機体の下を潜くぐり抜ぬけるように踏みこみ、拳こぶしを繰り出す。

「届けぇええええ！」

「届かせん！」

　こちらの拳を迎え撃たんと、殿下の機体の右腕が振るわれる。

　その鉤爪が、不意に光の粒りゆう子しとなって消失した。

「──!?」

　予想していたより一拍遅れて、こちらの拳こぶしが手ごたえを得る。結果、〈ヘヴィノッカー〉に殴り飛ばされて殿下の機体は後退した。

　拳はコクピットを覆う不ふ可か視しの障壁を砕くには至らないが、敵機の胸には亀き裂れつが走っている。敵の機体に奔はしる光のラインが徐々に淡くなっていくのを見て、ラニはつぶやいた。

「〈ダグザ・ドライブ〉の損傷、かな？　たたみかけたいけど……こっちも、ここまでみたい」

　派手な乱れ撃ちが祟たたったのか、こちらの機体も末端から光の粒りゆう子しへと分解されつつあった。

　ここまでか──そんな一同の胸中を代弁するかのように、緋ひ色いろの髪の少女は口を開く。

「タイムアップ、ね」

　嘆かわしくつぶやく少女の右腕に光が集まり、細腕となって現れる。やはり少女の言葉はハッタリではなく、本当に自分の腕を機鎧ラウンド・ギアの腕として貸していたということだろうか？

「退ひくわよ、ヴィクトール」

「……心得た」

　残った手のひらに少女とククルを乗せ、殿下の機体は後方に跳ぶ。

「待て！　貴様、何者じゃ！」

　クズノハの問いに少女は露骨に眉をひそめた。

「うるっさいわね……なんでワタシが地上人アリエスごときの質問に答えなきゃならないのよ？」

「アリエス？」

　耳なじみのない単語をクズノハが繰り返すのと同時に、雷光が走った。

「──ッ!?」

　雷は俺たちを直撃するどころか、てんで的外れな所に落ちている。だけど……なんだ、この違和感は？

　タイミングよく雷が落ちてきたとは思えない。まさかとは思うけど今の雷……この子が落としたのか？　〈原初の法ロスト・コントラクト〉を使ったわけでもなく、ただの生身で？

　俺たちの混乱を知るよしもなく赤毛の少女は、怒りをこめた声で告げる。

「だからさ……うるさいって言ってるのがわからないの？　頭が痛いっていうのになんで同じこと何度も言わせるの？　ワタシはあんたたちのせいで頭が痛いのよ？」

　危うげな口調の間に二度、三度と雲もないのに雷鳴が轟とどろく。それを咎とがめるように殿下は声を発した。

「リアンノン！　力の使いすぎだ！」

「うるさい！　そんなことあんたごときに言われなくてもわかってる！　言われなくてもわかってることを言われるのが一番嫌いなのよワタシは！　どいつもこいつも、ほんっとなんでこんなにワタシをイライラさせるの!?」

　癇かん癪しやくを起こし、頭を掻かきむしると少女は、金切り声を上げる。

「ワタシが誰かって？　呼びたければ呼べばいいじゃない！　〈審判の獣パニツシユメント〉って！」

「──ッ!?」

　その場にいる誰もが耳を疑っただろう。

〈審判の獣〉──かつて栄華を誇ったこの世界の文明を滅ぼした災厄。

　その正体が、こんな少女だというのか？

　俄にわかには信じがたい事実に固まる俺たち。その隙に殿下の機鎧ラウンド・ギアが後退した。

「待て！　ヴィクトール！」

　クズノハの声に殿下は、ほんの一瞬足を止める。

「おさらばです。世話になりました。それと……」

　なにか言いよどんだかと思うと殿下は、小さく首を横に振った。

「いや、やめておこう。剣に感傷は不要だった」

　殿下の機鎧が再び跳躍し、さらに大きく距離を取る。クズノハはその背中に繰り返し、何度も呼びかける。

「ヴィクトール！　ヴィクトール……ッ！」

　その声にいつもの余裕はなく、ただの女の子みたいな悲しみを滲ませた声がむなしく響いた。





　　　○






　先ほどまで絶え間なく闘争の音が響いていたとは思えないくらい、場は静まり返っていた。

　俺とラニも〈ヘヴィノッカー〉を維持できなくなり、クズノハも〈ギャリートロット〉から降りている。クズノハは両腕を失った愛機を物憂げに見つめながら、なにかを考えているようだった。

「なあ」

　声をかけづらい雰囲気だったが、このままというわけにもいかない。クズノハもそう思ったのか、こちらに振り返って問う。

「なんじゃ？」

「会談で言っていた北への遠征の件だけど、今すぐってわけにはいかないか？」

　俺の提案を吟味するようにクズノハは真顔になる。俺は、さらに続けた。

「向こうはもう動き出しているんだ。だったら時間を与えれば与えるだけ、こっちが不利になる。だから最速の一手で叩たたく。今、俺たちに必要なのは、それなんじゃないか？」

「気が合うのう。ウチもそう思うていたところよ」

「じゃあ、さっそく──」

　と言いかけたところでクズノハの小さな拳こぶしが、こつんと俺の額を小突いた。

「たわけめ。満まん身しん創そう痍いのウチらだけで行ってどうする。ただ慌てふためいて追いかけることを『最速』とは言わぬ。こちらも態勢を整えるぞ」

「そ、そうだよな。戦力は多い方がいい」

　ククルがさらわれたためか、焦って冷静な判断もできないようだった。向こうの戦力は殿下と謎の少女──それだけならいいが、禍獣カラミテイを操っている疑惑がある。もしそれが本当ならば、このまま敵地に乗り込むのは自殺しに行くようなものだ。

「うむ。ひとまず、〈披露戦〉の会場まで戻るぞ。向こうで禍獣と戦っていた連中たちと合流する。三国の軍が入り混じっておるし、指揮系統について整理する必要があろうな。人員も多ければいいというわけではない。なにせ相手はあのヴィクトールと〈審判の獣パニツシユメント〉じゃ」

「ぞろぞろ群れていっても被害が多くなるだけ、ってわけか」

「そういうことよ。その辺、十全に準備してから討って出るぞ」

「ああ。ラニ、回復にはどれくらいかかる？」

　長距離を走り終わったようにぐったりしていたラニは、もう前髪に遮られていない目でおずおずとこちらを見上げる。

「ごめん。しばらく、無理そう」

「えっと……ありがとな。あれだけ、むちゃな砲撃させて。ゆっくり休んでくれ」

　感謝を伝えようと、ラニの頭をなでる。以前もそうしたときのようにラニは「んふー」と心地よさそうな声を漏もらし、三角耳を上下にピコピコと動かした。

「迎えに来てもらった方が早そうじゃのう。ほい、っと」

　クズノハは懐からチュロスよりちょっと太い筒を出すと、その底にあった紐を引く。たちまち逆側から光の玉が空に向かって伸び、花火のようにはじけた。

　俺は仰天して、クズノハに尋ねる。

「な、なんだそれ？」

「こっこっこ。ウィンザー軍の狼煙のろしじゃ。向こうの戦いが終わっておれば、そのうち誰か来るじゃろうよ」

「なんとも他力本願な」

　とはいえ、俺も人のことを言えたものじゃない。俺にどうこうする力はなく、この場で救援を待つしかないのだから。

　そのうち、馬車や運搬の荷車を引いて兵士たちがやってくる。クズノハは彼らに指示をすると、自分ともども俺たちを馬車に乗せた。

　ガタゴトと揺られて、しばらく移動。馬車から降りると、ちょうど知った顔がそこにあった。

「あ。戻ってきた。こんな緊急事態になにやってたのよ、今まで」

「その上出迎えまで要求するなんて、どこまでお偉いさん気分なんですかねェ、テメェらはよォ？」

　黒髪に褐色の肌、髪と同じく黒い毛色をした犬耳と尻尾を持つ、コボルトという犬の異族デミヒユーマンの少女と、片目が血を吸ったように赤いオッドアイに白髪が特徴的な少年という取り合わせ。俺が言うところの白黒コンビ──東の謡巫女バルドと詠士ドルイド、エセルドレーダとアーリーは口々に責めてくる。

　クズノハは彼らに対し悪びれることなく、やんわりと応じた。

「ご苦労。ちゃんとウチの言うとおり働いたようじゃのう」

「おいババア。誤ご魔ま化かそうとすんな。厄介事押しつけて、テメェはどこ行ってやがったンだよ？」

　と、自分の養母にくってかかるアーリー。クズノハはいつもの飄ひよう々ひようとした調子を取り戻したようで、軽く質問を受け流した。

「まあ、待て。説明は一度にした方が、手間が省ける。オリヴィアとレティシアはどこかや？」

　クズノハの問いにアーリーは、眉み間けんに皺しわを寄せて自分の後ろの方を顎あごで示す。

「女王サマとくるくる頭？　向こうでケガ人の手当てしたり、ドタバタしてたな」

「って言ってるウチに来たわね。大方、アンタらが戻ってきたの見て駆けつけたんでしょうけど」

　エセルに言われて俺は周囲を見渡すが──

「見えないけど」

「匂いが近づいてるのよ。待ってなさい、もうすぐ見えるから。……ほら来た」

　エセルが得意げににんまりするのと同時に、群衆の奥から一際鮮やかな金髪の二人組が現れる。

「お疲れ様でした、マキト。ケガはありませんか？」

　いつもは穏やかな口調をやや張り詰めさせて問うてくるのは、緩くウェーブがかかった金髪の少女。この方こそ俺が暮らす国、ペリクリーズ王国の第十四代君主、オリヴィア・ペリクリーズ陛下に他ならない。

　続いて陛下の一歩後ろにつき従っていた少女が口を開く。

「お疲れ様ですわ……って、あれ？　ラニがどうしてここに？」

　螺ら旋せんを描く、特徴的な髪形。アーリーが言うところの「くるくる頭」こと、レティシア・アブソリュートという俺の級友兼監督役は、ラニの顔を見て尋ねた。

「え、えっと、東の機鎧ラウンド・ギアが見たくてこっそりついてきちゃったら、話の流れで、わたしが聖骸アルビオンを生むことになって」

　はにかみながら答えていたラニは、不意に「えへへぇ」と顔をほころばせる。

「……しちゃった。マキトと、こづくり」

　ラニの答えを聞いてレティシアは、その特徴的な髪をいじりながらため息をついた。

「結局、そうなりましたのね」

「いや、レティシアの時と同じで、どうしてもその必要があったというか……」

　我ながら言い訳がましいというか、言い訳以外のなにものでもないのだが言わずにはいられない。レティシアも俺が次々とこづくりの相手を増やすことを強くは追及せず、軽く肩をすくめるだけで済ませてくれた。

「まぁ、いいですわ。それはそれとして、ククルはどうしたんですの？」

「実は……」

　口を開きかけたところで俺は、言いよどむ。ククルがさらわれたことを伝えれば、自然とヴィクトール殿下のことについても言及しなくてはならない。殿下は陛下にとっての実兄だ。そんな人物が敵に回ったということを知らせていいのだろうか？

　クズノハの意見を求めて、それとなく視線を送る。クズノハは優柔不断な俺に見切りをつけ、ずばり告げた。

「円えん環かんの巫み女こは連れ去られた。〈審判の獣パニツシユメント〉と名乗る何者かと、そして、ヴィクトール・ペリクリーズによって」

　さすがに陛下も、クズノハの言葉に目をぱちくりさせた。

「え……？　な、なにを、言っているんですかクズノハ様？　冗談を言っている場合ではないでしょう」

「ほう、わかっておるではないか。冗談ではない。今ウチが口にしたことが真実じゃ」

「そんな──」

　顔を引きつらせて、なんとか否定の言葉を紡ごうとする陛下にクズノハは、反論を許さない強い語調で続ける。

「ヴィクトールは生きていた。自らを死んだと偽り、〈審判の獣〉と名乗る何者かに与くみし今回の騒動を起こした。……それが、事実じゃ」

　それはまるで、自分自身に言い聞かせるような悲壮感を持っていた。

　俺たちは言葉を失い、ただ黙りこんで立ち尽くす。そんな空気の中クズノハは、気丈に振る舞おうとする。

「南の者どもには、ヌシたちから伝えておいてくれ。ウチは他に、伝えねばならぬ者がおるでのう。エセル、ティターニアの匂いはわかるか？」

「緑のババア？　椿つばきくさかったから覚えてるけど」

「よし、では案内しろ。報酬は、いい感じに熟成したウサギ肉がちょうど手元にあるのでそれでどうかや？」

「ウサギ……悪くないわね。それで手を打つわ」

　言うや否やエセルは、感覚を研ぎ澄ませるように目を閉じる。軽く顎あごを上げ、その場をうろうろしたかと思うと不意に足を止め、

「ん、こっちよ」

　と、歩き出す。エセルに連れられていくクズノハやアーリーを見送ると俺は、陛下に向き直る。

「どうします、俺たちは？」

　陛下は思案気に小さくうつむくと、小声で告げる。

「とりあえずは、クリフに相談しようかと。兄が関わっているとなれば公私ともに貴重な意見がいただけるはずです」

「たしかに。殿下の教育係にして、ペリクリーズ王国軍元げん帥すいという立場にあるお父様の意見を聞かないわけにはいきませんわね。呼んできますわ」

　ふむん、とうなずくレティシアを、陛下は引き止める。

「いえ、それには及びません。呼んで、連れてくるよりわたしが直接会って話した方が、手間が省けます。事は、一刻を争いますから」

　陛下は意を決したかのように表情を引き締めると、凛りんとした声を発する。

「クリフ！　クリフはいますか!?」

　陛下のただごとじゃない剣けん幕まくにざわつく群衆。それをかきわけるように、眼がん帯たいで顔の半分を覆った細ほそ面おもての中年が歩み出る。

「陛下。血相を変えて、何事ですか？」

　やや、くたびれた感じを醸し出しながらも威厳を備えたその人こそ、ペリクリーズ王国軍元帥、クリフ・アブソリュート。元帥は、ただならない事態であることを陛下の声から察したのか、声は穏やかなまま片方だけの目を鋭くしていた。

「少し、お時間よろしいでしょうか？　他の兵士たちより先に、あなたの耳に入れておきたい話がありまして」

「そういうことならば……すまん、後は頼む」

「はっ！」

　傍かたわらにいた副官らしき男は、元帥に言われて背を向ける。無精髭ひげの生え始めた顎をなぞると元帥は、細い目を陛下に向けた。

「さて、どうしましたかな？」

「ええ。実は──」

　陛下が口を開こうとしたところで、不意に声が割りこんできた。

「その話、ボクにも聞かせてもらえますか？」

　俺たちは、そろって振り返る。そこに立っていたのは、レティシアや元げん帥すいと同じ髪と瞳の色をした少女だった。

　教導院の男子制服に包まれた華きや奢しやな体。いつも優雅さを伴っていたその人物──カノン・アブソリュートは今までに見たことのない顔をしていた。

　まるで、研ぎ澄まされた刃やいば。研がれすぎて、今にもぽっきり折れてしまいそうな先輩に陛下はおずおずと声をかける。

「カノン……？　どうか、しましたか？」

「先ほどの戦いで、班のメンバーがやられました」

「──」

　カノン先輩の言葉に俺は、息を呑のむ。

　ずっと付きまとっていた可能性。それでも、極力考えないようにしていたこと。

　それが、現実に起こってしまっていた。

　カノン先輩はこちらにまで音が聞こえそうなほど拳こぶしを握りしめ、吼ほえる。

「ボクの班の生き残りは、ボクだけです。許すわけにはいきません。こんなことを、しでかしたやつを！」

　そんな先輩に陛下は、静かに尋ねた。

「いいのですか？」

　先輩は当然、きょとんと目を丸くする。

「いいって……どういうことですか？　いいもなにもないでしょう。こんなことをされて、黙っていられるわけが──」

　気け色しきばむ先輩に対して陛下は、意外なほど落ち着いた声で告げた。

「すべてを裏で操っていたのが兄だと……ヴィクトール・ペリクリーズだとしてもあなたは同じ態度でいられるのですか？」

　先輩の瞳が見開かれる。やがてその喉から、かすれた声が搾り出された。

「殿下が……生きて？　いや、で、でもっ……！」

　先輩の戸惑いはやがて、引きつった笑みで塗りつぶされた。

「や、やだなぁ。陛下も、お人が悪い。やめてくださいよ、タチの悪い冗談は」

　希望にすがろうとする先輩の手を振り払うように陛下は、静かに首を横に振る。痛ましいものを見ていられないとばかりにレティシアは、先輩から目を逸そらした。

　先輩と殿下がどういう関係だったかは、俺も聞いている。この天才を天才たらしめた指導者──それが殿下だった、と。

　カノン先輩は泣き笑いのように顔を引きつらせると、おぼつかない足取りでこちらに歩み寄ってくる。

「な、なあ、メイフィールド。殿下が生きていてくれたのならば、こんなに嬉うれしいことはないんだ、ボクも。でも……なんであの人がボクたちの敵に回っているんだよ？」

「先輩……」

　どう答えていいかわからない俺に先輩は歩み寄り、俺の両肩を掴つかむ。

「なあ、メイフィールド。なんでなんだよ!?」

「──っ！」

　肩に食い込む指の力から、先輩の想おもいの強さが伝わる。たまらずレティシアが割って入った。

「落ち着いてくださいまし、お兄様！」

「レティ！　これが落ち着いていられるか！」

　いつも優雅な先輩が、初めて見せる恐慌とも言える姿。先輩は俺から引きはがされると、力なくその場に膝を折ってうずくまった。

「なんで……殿下が、そんなこと……」

　そんな先輩を見て俺は、静かに告げた。

「『世界をあるべき姿に戻す』──殿下は、そう言っていました」

「あるべき姿……」

　先輩は、呆ぼう然ぜんと繰り返す。殿下の真意ははっきりとしないが、このまま手をこまねいていられないことだけは確かだった。

　陛下も同じ気持ちだったのか、俺たちの顔を見み据すえて告げる。

「みなさん。これはペリクリーズだけの問題ではありません。それゆえ、クズノハ様の提案──三国の共同戦線という形でこれから動きたいと思います。お力添えをいただけますか？」

　元げん帥すいは頭を掻かきながら、ぼやくように答える。

「それが得策でしょう。正直、事を起こしたのがこちらの身内となっては、東や西にどんな責任をおっかぶせられるか気が重いですがね」

　敢あえて飄ひよう々ひようとした態度を取る元帥と対照的に、先輩は思いつめた表情をしていた。

「なんだっていい。殿下に会って、直接その真意を問いただす。ボクは、そうしたい」

　それぞれの答えを聞いて陛下は、頭を下げた。

「ありがとうございます。それではクリフ。兄様を相手に、最低でも生還できる兵の選抜をお願いできますか？」

「御意に」

　元帥はさっそく陛下の前から下がり、足早に去っていく。俺たちはどうしたものか……と思ったところで、陛下はねぎらいの笑みをこちらに向けた。

「もう少し、上層部で話を詰めます。マキトたちは、お休みください。クズノハ様の話では、明日の朝まで宿を借り切ってあるとのことでしたので」

「それでは、お言葉に甘えさせてもらいます」

　今はいざという時に万全のコンディションで動けるように、英気を養うのが俺たちの仕事。一礼すると俺たちは、その場を後にした。
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　宿に戻る間際、街道でクズノハが木精ドライアドと呼ばれる緑色の髪をした異族デミヒユーマンと話しているのを見かけた。

　西方の賢人、ティターニア。機鎧ラウンド・ギアの生みの親である四方の賢人のうち、まだ生きているのは精霊種という特別に寿命が長い種族の血が混じっているこの二人だけだという。

　賢人ともあろうものが、護衛も連れずに二人きり。だからこそ、声をかけることがためらわれた。

　会談の場で散々、クズノハへの悪意をまき散らしていたティターニアは私情を一切排したように淡々と告げた。

「……北への遠征を今すぐ始める。そう思って構わないな？」

　ティターニア同様、クズノハはいつになく真剣な表情でうなずく。

「うむ。戦力はほぼこの地に集結しておる。あとは──」

「西の聖骸アルビオン、だろう？　わかっている。すぐに西に戻り、やつらを合流させる。というわけで一刻一秒が惜しい。私はここで失礼させてもらうぞ」

　クズノハの横を通り過ぎ、ひらひらと手を振るティターニアはふと、足を止める。

「西の聖骸が行くまで死ぬなよ、駄狐。私の研究成果を見て悔しがるお前の顔を、まだ見ていないからな」

「減らず口を。ヌシは西の聖骸が到着する前に、ウチらが事を解決してしまうのを恐れておれ」

　背を向けたまま二人は、言葉を交わす。

「──護まもるぞ。神の模造を造り、天の意志にすら抗あらがおうと集まったあの日と同じ志、先に逝いった二人の分までウチらが示す」

「言われなくとも、そのつもりだ」

　そう言い返しティターニアは、今度こそ去っていく。ティターニアは振り返ることなく歩いていき、クズノハもその背中を見送ることはなかった。

　二人が距離を取り、緊張感がなくなってから俺は声をかける。

「よくわからない関係だな」

　俺の感想にクズノハは、小さく肩をすくめる。

「なんじゃ。盗み見とは趣味が悪い」

「や、悪い。なんか、声をかけづらい雰囲気だったから」

「ふん。心外じゃな。あやつとのやりとりに、そんな遠えん慮りよを持ち込まれるのは。たかが軽口の交わしあいじゃ。ウチらの関係は昔からずっと変わらぬよ。悪態をつきあってばかりじゃし、これから先もそうじゃろう」

　目を細めるとクズノハは「ここっ」といつもの、喉の奥で鈴を転がすような笑い方をする。

「して、南での話はついたかや？」

　俺はうなずき、こちらの状況を伝える。

「ああ。上層部でもっと話を詰めるって言ってた。たぶん、そのうちそっちにも話が行くと思う」

「うむ、けっこう。こちらも準備を進めるとしよう」

　と、去っていくクズノハ。俺たちはその背中を見送ると、今度こそ宿に戻った。
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　翌朝、珍しく俺は日の出とともに目が覚めた。

　薄暗い天井をしばらく眺めてから、体からずれた毛布を引き寄せるが眠気は一切ない。つぶったまぶたの裏に移るのは、ククルの顔だけだった。

　具体的にククルが今、どんな状況に陥っているかは考えられない。考えたくない。ぼんやりとした焦燥が胸をかき乱し、二度寝という気分にはならなかった。

「……ダメだな。潔く起きるか」

　ため息交じりに独り言を漏もらすと、体を起こす。夏の日の出は早く、みんなまだ眠っているだろう。俺は足音を立てないように部屋を出て、顔を洗いに行った。

　部屋に戻り、制服に腕を通すと自分とククル、二人分の荷物をまとめて宿を後にする。　禍獣カラミテイの襲撃はウィンザーの首都にまで及んでいて、街のそこかしこに災害の爪跡が見える。祭りの喧けん騒そうに満ちていた通りは、今やひっそりと静まり返っていた。

　城壁の外に広がる平原では、この時間からもう兵士たちが動き出していた。上層部で話がまとまったのか集団は、帰り仕度を始める者と北への出征に向けて荷物をまとめる者に分かれている。俺はそれを横目に昨夜、聖骸アルビオンを運んでもらった場所まで向かった。

　もはや見慣れた、卵の殻のような、朽ちた揺りかごのようなコクピットがそこにある。俺はふと、コクピットの中でひょこひょこ動く影があるのに気づいた。

　ゆらゆらと揺れているのは突き出た二本の足。どうやら、誰かが仰あお向むけになってコクピットの足元に頭を突っ込んでいるようだった。

　声をかけようか、と思ったところで足が引っ込み、小柄な影がもぞもぞと這はい出でる。それは、俺も良く見知った顔だった。

「ラニ？」

　びくん！　と体を縮めるその様子は小動物そのもの。ラニはこちらを向くと、いつも視界を遮っていた前髪がないことを気にするように、長衣ローブのフードを目元に寄せた。

　背中を丸め、上目遣いにラニはこちらを見る。

「マ、マキト？　お、おはよう」

「おはよう。なにやってたんだ？」

「わ、わたしにできること、なにかないかなって。聖骸アルビオンって整備はできないけど、少しでもこの子のことわかりたくって」

　先ほどのラニの姿勢からして、コクピットの足元にある聖骸の核、ダグザ・ドライブについてなにか調べていたのだろう。俺が寝ていられなかったのと同様に、ラニも技術者としてなにか思うところがあったらしい。

　ラニは思いつめたような深刻な眼まな差ざしを、座席に落とす。

「失敗、できないから。わたし、ククルにまだ言えてない。この席を貸してくれた、お礼とか、いろいろ」

　ラニは消え入りそうな声でつぶやいた自分の意志を確かめるように、小さくうなずいて続ける。

「もう一度、会いたいよ。会って話したいこと、いっぱいあるんだ。いっぱいあるから、だから──」

　それ以上は言葉にならない。ラニはもどかしそうな表情を一瞬だけ見せると、不意に視線を俺の背中の向こうに向ける。

「それにね、そんな気持ちは、わたしだけじゃないみたい」

「ん？」

　ラニの視線を追って振り返る。

　その先には珍しい巨大な機鎧ラウンド・ギアが立っていた。

　周りの機鎧よりも一回り以上大きく、塗装がされていない地金が丸見えの機体。かつて刃やいばを交えたこともあるその機体のチェックを入念にしていたのは、くるくると螺ら旋せんを描いた金髪が特徴的な同級生だ。

　昇降用のロープを使い、機鎧の脛すねを伝って降りてきたそいつに俺は声をかける。

「レティシア？」

　地面に降り立ったレティシアは、すっと背筋を伸ばすとこちらに振り向く。

「おはようございます、二人とも。けど、起きるのが早くなくって？　もう少しゆっくりと体を休めては？」

「お前こそ。レティシアは、そっちの機鎧ラウンド・ギアで参戦か？」

「不服なことに、そうなりますわね。本当なら、その……わたくしたちの、〈フォートレス〉で出撃したかったところですが」

　髪を指に絡めてはほどいて……という動作を繰り返し、「腑に落ちませんわー」みたいな顔をするレティシアに俺は苦笑する。

「まあ、戦力的にはレティシアがその機鎧に乗っていてくれてた方が心強いからな」

「そういうことですのよ。ククルを助けられる可能性を少しでも上げるためですもの。わがままは言ってられませんわ」

　レティシアの意志は、それこそ城塞のようにどっしりと揺るがなかった。『ククルを守ろう』という誓いがどれほどのものか、その眼まな差ざしの力強さが物語っている。

　その一方でやはり、謡巫女バルドとしての矜きよう持じなのかレティシアは穏やかな笑みでこちらに告げる。

「けれどもし、わたくしの『守護』の力が必要ならば、その時は遠えん慮りよなく言ってくださいまし。いつでも、どこでも駆けつけますわ」

「ああ。頼りにしてる」

　可か憐れんな微笑に俺もつられて顔をほころばせた。戦局によってはレティシアの『盾』が必要になる時も来るだろう。その時にこそ俺は遠慮なくレティシアと俺の子ども──白亜の城塞たる〈フォートレス〉を生もうと思う。

　なんてやり取りをしている横で、ラニが大変なことになっていた。

「こ、この機体、いいよね……。機体のデザインはもちろん、多節剣のオプションもいいよぅ……」

　うっとりとラニは、レティシアの機鎧の脛すねに抱き着いて頬ほおずりをする。その眼は機鎧に惚ほれて我を失った、いわゆるラニ『さん』モードになっていた。

　ラニの変調にレティシアは、ぎょっとする。

「な、なんですの……？」

「あー、レティシアは初めて見るんだっけ？　うん、深く気にしなくていいから。ラニ、ちょっと機鎧が好き過ぎるみたいでさ」

「な、なるほど。さすが主任の娘ですわね」

　俺とレティシアがそんな会話をしている横でラニは、三角耳をピコピコ動かしながら興奮して尋ねる。

「こ、これ、解体しちゃダメ、かな？　ダメ？　ねえ、ダメかな？　ダメ？　ダメじゃない？　ダメじゃない……よね？」

「ダメだから。これから出撃だから」

　腰のポシェットから工具を取り出そうとするラニを止める。……というか、そのポシェットに収まる程度の工具で分解できるものなのだろうか、機鎧ラウンド・ギアって。

　わからないけど、ラニならできそうな気がする。事実、東の機鎧が何体かラニの好奇心の犠牲になったらしいし。

「それにしてもこんなサイズの機鎧、どうやれば動かせるのかな？　絶対に出力不足だと思うんだけど……やっぱり、分解して調べてみるしか」

　諦めの悪いラニを諭すように、レティシアが語る。

「クズノハ様が言うには、〈ダグザ・ドライブ〉の二個付らしいですわよ」

「二個付っ!?　え、それってどういうこと!?　ますます分解したいよ！」

　レティシアの説明は、余計にラニの好奇心を刺激してしまったようだ。どうしよう、これ……とレティシアと視線を交わしていると、ガション、と機鎧が歩を進める音がこちらに近づいてきた。

「こっこっこ。そこはごり押しというか、レティシアの生まれつき強い魔力頼みでのう」

　高い位置から告げられる声。こちらに歩み寄ってきたのは手足が異様に細く、脚にいたっては鳥を思わせる逆関節の機鎧、〈ギャリートロット〉だった。

　そのコクピットに乗るキツネの異族デミヒユーマン、クズノハに俺は問う。

「あれ？　もう直ったのか、アンタの機鎧」

「いや、ウチの研究所にしかパーツがないもんで、向こうに運んでもらって修復中じゃ。これは娘の乗っていたやつよ。ほれ、ヌシが本来なら決勝で戦うはずじゃったあいつ」

「ああ、アンタがぶっ飛ばしたあいつか」

　ほんのわずかな間だけ対たい峙じした、白黒斑ぶちのイヌ耳を垂らしたコボルトを思い出す。いかにも気弱そうな顔つきだったけど、あいつも災難だ。

「この脆もろい〈ギャリートロット〉を損傷させず、中の操鎧士ラウンダーだけ気絶させるとは、ウチの操そう鎧がい技術もなかなかのものじゃろう？」

　と、クズノハは得意げ。俺は、とばっちりを食らった操鎧士がかわいそうでなにも言えなかった。

　その時だ。集団の中から聞き覚えのある声がした。

「ちょっと陛下ぁ！　いくらなんでも今回は無む茶ちやにもほどがありますって！」

　振り向くとそこには、いつも陛下と一緒にいる侍従さんの姿。俺より少し年上くらいに見えるその人は、隣の人物の腕を引っ張って止めているのだけど──

「ひ、人違いです。断じて私は、陛下なんかじゃありませんよ。見ればわかるじゃないですか」

　そう主張する通り、その人物は俺のよく知る陛下とは違う。整備士たちと同じツナギに身を包んでいる彼女は、牛の頭部をしていた。

　そういう異族がいないわけでもないが、あれは一見して被かぶり物ものだ。祭りの仮装かなんかで用意されたようなもののツノを侍従さんは、むんずと掴つかんで引きはがそうとする。

「こんな被かぶり物ものしたって私の目は誤ご魔ま化かせません！　そんな大きな胸してるの、陛下くらいじゃないですか！　ほら、被り物とって！　衣装も着替えますよ！」

「いやー！　やめてくださいー！」

　なんだなんだ、と周りも注目し始める。騒ぎが大きくなる前に俺は、鎮静化を図った。

「あの……なにしてるんですか？」

　と、俺が尋ねたところで、すぽんっ、と被り物が外れる。被り物の下から現れたのは、やっぱり陛下の顔だった。

　陛下は、被り物で蒸れた顔をツナギの袖でぬぐうと、しょげたように肩を落とす。

「だ、だって皆さんが決戦に臨むのに私は城に戻って報告を待ってろなんて、そんな話はあんまりじゃないですか。兄様のことも、巫み女こ様のことも、事後報告だけなんて……そんなの、耐えられません」

　しゅんとした様子から一転、陛下は切実な瞳で侍従さんに訴えかける。

「幸い、機鎧ラウンド・ギアの整備の知識は少しならあります。ですから、私にもお手伝いできたらな、と思いまして」

「う」

　侍従さんは、『まるで自分が悪者みたいじゃないですかー』みたいな顔をした。俺たちも、彼女と似たような気分だ。

　陛下の気持ちはわかるが、軽々しく賛同はできない。侍従さんの言うとおり、今回の陛下の判断は無む茶ちやにもほどがあった。

　陛下の気持ちを尊重したい想おもいと、常識的な判断の板挟み。どちらを選択するべきか悩まされる俺だが、不意に声が割って入った。

「別にかまわん」

　いっせいに振り返る。

　そこにいたのは、前髪で目元を隠したドワーフの男だった。

「お父さんっ？」

　と、驚くラニ。ラニの養父である彼──ペリクリーズ王国軍整せい鎧がい課主任、ザジ・ロックスミスはいつも通り、言葉少なに続けた。

「整備をしてもらえるのなら、こちらは歓迎だ。今朝、欠員が一人出た」

　ただし、と挟んで主任は、前髪越しに陛下を見み据すえる。

「通常の行軍ならともかく、今回は特別だ。女王扱いをする余裕はないと思っていただきたい」

「も、もちろんです！」

　目を輝かせ、意気込む陛下に対して侍従さんは苦い顔をした。

「しかし──」

　そんな彼女に陛下は、外聞もなく頭を下げる。

「お願いしますっ！　絶対に、絶対、生きて帰ってきますから！」

　陛下の熱意が伝わったのだろうか。侍従さんは困ったように眉を八の字にして肩を落とした。

「……もう。そこまで言われては、認めざるを得ないじゃないですか」

　陛下は顔を上げると、侍従さんに抱きつく。

「ありがとうございます！」

　侍従さんは陛下を受け止めると、顔を真っ赤にして言った。

「ただし、自分の世話は自分でしてくださいよ？　わたくしは機鎧ラウンド・ギアの整備も戦闘もできない以上、ついていっても無駄飯喰ぐらいにしかなりませんので王都に帰らせてもらいます」

「えぇ、わかってます！　がんばっちゃいますよ、私！」

「本当にわかっているんだか……まったく」

　不服そうに侍従さんは、唇を尖とがらせる。

　その一方でクズノハは、苦々しい顔で陛下に問う。

「いいのかや？　もしかしたらウチらはヌシの目の前でヴィクトールを──」

「兄様のことは、お気づかい無用です。皆さんの命を、大事にしてください」













　最後まで言い切らせることはなく、陛下は告げた。

　クズノハが多くを語らないまでも、共通の認識があった。俺は改めてその命題と向き合う。俺たちの中にある葛かつ藤とう──ヴィクトール・ペリクリーズを殺さずに止めることができるのだろうか、と。

　今の段階で、その答えは出ていない。結局俺は、言葉を濁すことしかできなかった。

「すみません。できれば、絶対に止めてみせますって言いたいところなんですけど……いたずらに期待を持たせるのも、なんだかなー、って」

「それでいいです。私が珍しく女王らしく命令させてもらえるとしたら、そう──」

　陛下は俺たちの顔を見回すと、自分の想おもいが間違っていないかどうか確認するかのように、一拍の間を置いてからうなずく。

「みんな五体満足、元気な姿で帰ってくること。いいですね？」

「「「はいっ」」」

　声を重ねて俺たちは答える。

　その響きは声だけじゃなく、思いも重なっているように感じさせた。

「それでは、私は向こうに合流しますので」

　と、陛下は整備兵たちの集団に向かっていく。当然というかなんというか、整備兵は陛下の突然の参加にうろたえまくっていた。

　その様子を遠目に見ながら俺は、ラニに向き直る。

「それじゃ、ラニ。今日も、よろしく」

「う、うん。こちらこそよろしく、ね？」

　目を閉じ、顎あごを上げるラニに向かってそっと背をかがめて唇を寄せていく。ラニの細い体を抱き寄せると、ただでさえ暴れていた心臓がさらに激しさを増した。

　お互いの唇の距離はやがてゼロとなり、重なる。柔らかな感かん触しよくがしたと思った次の瞬間、歯の間を割ってなにかがこちらの口の中に侵入した。

　ラニの舌が、遠えん慮りよがちにこちらの口内をくすぐる。やがて、どちらからともなく唇を離した。

「えへへ……」

　ラニは自分の唇にそっと触れると、三角耳をピコピコ。もう見慣れたラニの動作だが、かわいらしくて頭をなでる。

　んふー、と心地よさそうな声を漏もらして目を細めるラニは、甘えん坊の妹みたいに額をぐりぐりと俺の胸にこすりつけてつぶやいた。

「なんかね、場違いだけど嬉うれしいな。お父さんはわたしを一人で生きていけるようにって育ててくれて、わたしも心のどこかでそう思って生きてきたけど……マキトは違った。わたしと繋つながってくれた。それが、どうしようもないくらい嬉しいよ」

　口調は穏やかだが、そこには力強さがあった。

「わたし、なんとなく思うんだ。聖骸アルビオンを創った人は、戦う前に一人じゃないってことを思い出させるため『こづくり』って儀式を必要としたんじゃないかって。誰よりも、人と人とが繋つながる尊さを知っていたんじゃないかな、って」

「そっか。なるほどな……うん、俺もそう思う」

　今まで『こづくり』の意味なんて考えてこなかったが、ラニの言葉はしっくりときた。

　繋がることの尊さ。誰かが傍そばにいてくれるから俺たちは──

「怖くないんだよな。これから、世界の命運を決めるかもしれない戦いに行くっていうのに」

「うん」

　相手は伝説の〈審判の獣パニツシユメント〉を名乗る何者かと、最強の操鎧士ラウンダー。諸島全土の戦力を結集してもなお、油断できない相手だ。

　それでも俺は、不思議と落ち着いていた。

　俺とラニはそれぞれ自分の座席に乗り込み、機甲ガントレツトに腕を通す。いつもの手順で俺は、脳裏に自分の子の姿を思い描いた。

　大気中の魔素エーテルが揺りかごの周りに収束していく。正面から、段々と両側に広がっていく視界。それはいつもより高く、巨人の眼となっていることを感じさせる。

　やがて大きな揺れとともに鋼はがねの四肢が現れていた。手の中に現れた槌ハンマーを握り直し、一振りすることによって聖骸との同調を確かめると俺は前を見み据すえる。

（──行こう）

　すべての始まりと終わりが待つ、北の地へ。
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　東の地から出発して三日目。北との国境である山脈が見えてきたところで日も傾いてきた。

　クズノハは山すそにある小さな村を見て、足を止める。

「今日はこんなところか。この先に宿などなかろうし、あそこで一泊じゃな」

　野営をするにしてもテントの数に限りがあるということで、ここに来るまでもそうしてきた。

　それはいいんだが──

　クズノハが示した村。いかにも農村といった感じで、遠目に見てものどかさが伝わってくる景色は見覚えがあるというか、むしろ非常に慣れ親しんだ風景で、

　つまるところ、俺の故郷だった。

　家畜などをおびえさせないため、機鎧ラウンド・ギアは遠くで待機して馬で伝令を村にやる。宿や、宿じゃなくても民家の空いている部屋を借りられないか、という協力を得るためだ。

〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉の兵がその使いに出され、戻ってくる。村が提供できるベッドの数などを報告され、村に泊まる者と野営する者の割り振りがされる。俺も村の中の宿に割り振られたのだが、任務の最中だし、ということでちらりと隣に立つクズノハの顔をうかがう。

「えっと……さ、クズノハ。ちょっと、単独行動とっていいか？　明日の朝まで」

「なんじゃ、どこに行く？」

　怪け訝げんそうに振り返ったクズノハに俺は、遠えん慮りよがちに告げた。

「この村、俺の故郷でさ。……帰ってこられるかもわからないし、今のうちみんなに挨拶できればなー、って」

「バカ者」

　額を小突かれた。クズノハは眉をつり上げ、眇すがめた目でこちらを見上げてくる。

「そんな悲観的なことでどうする。みなに戦勝予告をするつもりで回ってくるがよい。それなら許可してやる」

「サ、サンキュ」

　普通に叱られてしまった。クズノハは厳しい態度から一転、旅の疲れのせいか、ぐぐっと背伸びをすると親しみやすい笑顔になる。

「さーて、せっかくじゃしウチも一杯やらしてもらうかのう。いい店はあるかや？」

「いいっていうか……あそこにあるのが、うちの村の唯一の酒場だ。酒は飲んだことがないから知らないけど、料理の腕は確かだ」

　俺が店を指差すと、クズノハはモフモフした尻尾を揺らす。

「ま、ハズレを引くのも旅情というものじゃろう。では、また明日の」

「ああ。また明日」

　足取り軽く遠ざかっていくクズノハ。その後ろ姿を見送った俺は、今度は隣の人物に向き直る。

「ってわけで、ラニ」

「うん、行ってきたほうがいいよ」

　話を横で聞いていたからかラニは、最後まで語ることなくそう言ってくれた。その心遣いに俺は、頭を下げる。

「悪いな」

「わたしも自由行動しちゃおうかな。マキト、この村ってなにか工芸品とかある？」

　と、言われても思いつくのは──

「この村だと、樽たる職人くらいしかいないかなぁ。隣町まで行けば、もうちょっといろいろあるんだけど」

「樽たるかぁ。それなら、クズノハ様とお話してようかな」

　なんとなく予想していた通り、ラニは樽には興味なさげ。クズノハとの会話やこれまでラニを見てきた経験から察していたけど「カッコいいもの」が好きなようだ。そんなラニからすると樽と言われてもピンと来ないのは当然だろう。

　俺としても「ぜひ見ていけ」と勧められるものでもないので、そこで別れる。俺はまっすぐ、目的の建物へ向かった。

　周りの家よりやや広めの平屋造り。実家に帰るのにノックは必要だろうか──と迷ってから、結局ノックをしないでドアを開けた。

「えっと……ただいま」

　キッチンで夕食の用意をしていた中年の女性は、俺の声に振り返る。

　久しぶり、というわけでもないのに妙に懐かしい顔。俺の義は母はは、俺を見るなり鼻を鳴らす。

「この前来たと思ったら、また来るなんてね。夏休みにはまだ早くないかい？」

「うん、そうなんだけど……」

　まったくもって義母の言う通りで、なにも言い返せない。俺が苦笑していると、義母はあっさりと流した。

「ま、お帰り。兵隊さんから事情は聞いてるから、ゆっくりしていけとは言えないけど休んでいきな」

「あぁ。そうする」

　なんというか、「帰ってきた」という感じがする。実家特有の雰囲気に俺がなごんでいると、不意に義母が尋ねてきた。

「ところで、前に連れてきた子は一緒じゃないのかい？　あの、銀髪の」

　以前、この近くでの戦闘でククルが倒れたときに厄介になったという経緯があるため、義母はククルと顔見知りだ。俺は事情を、かいつまんで説明した。

「不ふ甲が斐いないことに、さらわれちゃって。でも、これから取り戻しに行く」

「それは本当に不甲斐ないねぇ。なにやってんだい、私の息子ともあろうやつが」

「まったくだよ」

　軽く肩をすくめると義母は、にやりと笑みを浮かべる。

「……ま、別に気合を入れてやる必要はなさそうだね。私が入れてやらなくても、もう十分入ってるみたいだ」

「母さんがそう言うんなら、そうなんだろうな」

　なにせ俺の母親だ。俺のコンディションなど、俺以上に知り尽くしている。

　その評価を聞けただけで、ここに来た甲か斐いがあった。俺はさっそく、次の目的地に行こうと背を向ける。

「ちょっと、村のみんなにも顔を見せてくるよ」

「最後になるかもしれないから──なんて言うんじゃないよ？」

　背中越しにかけられた声に俺は、足を止めた。

「……まいったな。先にそれを言われちゃ、カッコつけることもできやしない」

「ガラじゃないことするんじゃないよ。あんたがカッコつけたところで、笑われるのが関の山さ」

「はっきり言ってくれるなぁ」

　俺が笑って済ませようとする一方、義は母ははどこまでも真剣な表情で告げた。

「約束しな。村のみんなには元気な顔を見せに行くだけで、ちゃんと帰ってくるって」

　それに、軽薄な調子で答えることなどできやしない。かといって命の重みを今さら受け止めるというわけでもなく俺は、いつもと同じく、大会で勝ってくると意気込みを告げるかのように返した。

「わかった。帰ってくるよ、必ず」

「それでいい」

　満足げな声が聞けたところで、一つ思いつく。

「代わりと言っちゃなんだけどさ──」

「なんだい、なんか条件出そうってのかい？」

　ちょっとしたことだ。これから頑張ってくるのだから、ご褒ほう美びの一つや二つあってもいいだろう。

　俺は首だけで振り返ると、義母に告げる。

「帰ったら、母さんの作ったイモのグラタンが食いたいな」

　敷き詰めた薄切りのイモに、トマトソースとチーズ。それだけのシンプルな料理こそ、俺にとっての母親の味。

　ここに帰ってきたいと思える味だ。

　俺が伝えたい意図を汲くんでくれたのか義母は、会心の笑みで答えた。

「ああ。腹がはち切れるほど作ってやるよ」

「うん。サンキュ」

　言げん質ちも取れたところで俺は、今度こそ実家を後にする。

「じゃ、ちょっと行ってくる。夜にはまた戻ってくるから俺の分の晩飯もよろしく」

「あいよ」

　返事を聞いてから、家を出る。

　すると、聞き覚えのある声が耳に届いた。

「ちょっと！　なんなのよ、こいつ！　こっち来るな！　しっしっ！」

　ふと、そちらに目を向ける。エセルがなにやら、牧羊犬にじゃれつかれていた。

　エセルは追い払おうとしているが、牧羊犬は執しつ拗ようにエセルにしがみつこうとトライを続ける。なんとも微笑ましい攻防だった。

「ぐぬぬぅ……いい加減にしないと怒るわよ！　がるるるるっ！」

　低く喉を鳴らしても効果は薄く、らちが明かないと思ったのかエセルは、パートナーに救いを求める。

「アーリー！　ちょっとこいつなんとかしてよ！」

　しかし当のパートナーは、近くの木の幹に背を預けたまま動く気配もなかった。

「パンが旨うまいから無理」

「はぃいいい!?　ちょっとそれ、どういう理屈!?」

　エセルが怒鳴るのも当然。俺もエセルと全く同じでパンが旨いことと助けられないことの因果関係がさっぱりわからず、アーリーの説明を待った。

「いや、マジ旨いんだってこのパン。だから、食い終わるまで待ってろ」

「そ、それだけ!?　アタシよりパンが優先なの!?　この、はくじょうものーっ！」

　エセルの絶叫もどこ吹く風でアーリーは、砂糖が「これでもか」とまぶされたパンをむっしゃむっしゃと食べ続ける。その顔は、珍しく幸せそうだった。前にパンケーキを食っていた時には、旨いことを認めつつも生まれつきらしい仏ぶつ頂ちよう面づらのままだったのに。

　ちなみにアーリーが食っているパンはこの村に住む子どもなら誰もが口にしたことがあるものなのだが、人気だからそうなのではない。その強烈すぎる甘さのため、洗礼や儀式的なものとして食べられている。俺ももちろん食べさせられたが、三日は舌がマヒするほどの甘さだった。アーリーがなんであんなに旨そうに食っているのか、わけがわからない。

　今でも思い出せる甘さが脳にフラッシュバックして俺に胸やけを起こさせるが、ぼんやりと見ている場合じゃない。エセルが嫌がっているのなら、仲裁に入らないと。

「ヘイ、ステイ」

　俺の呼びかけに牧羊犬はぴたりと止まり、こちらを振り向く。俺は近寄って、その頭を撫なでてやった。

　牧羊犬は俺の足元でごろん、と寝転がって腹を見せる。腹を撫でてやっているとエセルが、一息ついて尋ねてきた。

「ア、アンタんとこのイヌ？　ちゃんとしつけときなさいよ、もー」

「いや、隣ん家ちの牧羊犬。まあ、仕事を手伝うことが多かったから俺にも懐いてるんだけど……珍しいな。こいつ、めったに初対面の人間に懐かないのに」

　不思議そうに俺がぼやくと、木に寄りかかったままアーリーが茶々を入れてくる。

「一目惚ぼれされたんじゃねーの？」

「なんでアタシがイヌに惚ほれられなきゃいけないのよ!?」

　エセルは、牙をむき出しにして怒鳴る。結局、懐かれた理由は本人というか本犬に訊いてみるしかないのだが──

「お前、イヌと会話ってできないのか？　こう、わんわーん、って」

「できるわけないでしょ!?　イヌじゃないって、何べん言えばわかるの!?　アタシが『わんわーん』って言ってたことなんて、一度でもあった!?」

「そ、そうか。悪い」

　つい、コボルトならもしかして、と期待してしまった。すまないとは思うのだけど、俺の記憶違いだろうか？　前に、レティシアを助けるための作戦中、森の中で「わふん」と言っていたような気がしたんだけど。

　エセルはイヌ扱いを嫌がっているようだが、

「俺はいいと思うんだけどな、イヌ耳。いや、イヌに限らず、ネコでもウシでもいいんだけど」

　ウィンザーの都で異族デミヒユーマンに紛れるためククルやレティシア、陛下に獣耳をつけてもらった経験から告げると、エセルは眉をつり上げる。

「アンタに誉められても嬉うれしくないわよ、まったく！」

　腹立たしげに鼻を鳴らすエセルに俺は、ふと気になっていたことを尋ねる。

「そういやお前、アーリーに駄犬って呼ばれては『イヌじゃない！』って言い返してるけどさ、駄犬の『駄』の部分は否定しなくていいのか？」

「そっちも当然気に入らないわよ！　でもまずはイヌのところを否定しなきゃいけないの！」

　エセルなりのこだわりがあるらしい。そんなやり取りをしているとアーリーが、実に満足げな表情で近づいてきた。

「ふぅー……旨うまかった。あんなものが格安で食えるなんて、サイコーだなこの村。森が近くて狩りもしやすそうだし、卒業したらこっちの支部に配属してもらうか」

「誉めてもらって光栄だけど、あんなもん自分で作れるぞ？　いや、再現しようとするとたしかに勇気がいるくらいの砂糖が必要になるんだけど」

「マジか。あれがどこでも食えるって……そりゃちょっと幸せすぎねェか？」

「ちょっとアーリー！　さっきのどういうことよ!?　アタシよりパンが大事だっての!?」

　いつもの剣けん幕まくで吠えたてるエセルに対してアーリーは、普段のこいつからは想像もつかない反応をした。

「ああ、悪わりィ。パンが旨かったもんでつい、な。許してくれよ、エセル」

　満面の笑みで、エセルをなだめるように頭をなでる。イメージとかけ離れすぎた行動に俺もエセルも真顔で固まった。

　俺はガチガチに顔を引きつらせてアーリーに尋ねる。

「アーリー……お前、どうかしたか？」

　言っちゃなんだが、『朗らかなアーリー』というのは仏ぶつ頂ちよう面づらを見慣れている俺にとっては薄気味悪いくらいだった。なにかよくないことの前触れなんじゃないか、とまで考える俺にアーリーは、眼を糸のように細めたまま答える。

「あン？　ちょっと、胸が幸せでいっぱいなだけだっつーの」

「そこまであのパンが気に入ったんだ、お前!?」

　食べ物の力、恐るべし。驚嘆していると横ではなにやら、エセルが落ち着かないようにうろうろしていた。

　褐色の頬ほおに赤みがさす。エセルは興奮した様子で、千切れそうなくらい尻尾を振りまわすと口をパクパクさせ──

「うわぁ……わ、うわ、うわ、うわ、うわぉ……わぉーん！」

　遠とお吠ぼえを上げると、アーリーの手を取った。

「ア、アーリー！　さっきのパン屋どこだっけ!?　買いだめしときましょ！」

「ははっ、バカだなぁ、エセルは。買いだめしたところで食いきれねェだろ？」

「じゃあ、作り方訊いてくる！　南のも、自分で作れるって言ってたし！　行きましょ！」

　ぐいぐいとエセルは、アーリーを引っ張っていく。アーリーもそれに抵抗することなく、幸せそうな笑みでついていった。

「仲のいいカップルに見えなくもない……のか？」

　ある意味、砂糖まみれのパンより強烈に胸焼けがするものを見せられた気がした。
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　アーリーたちと別れてあいさつ回りに戻った俺は、一通り村の人たちに顔を見せ終わ　ると育った孤児院で一夜を明かした。

　翌朝、俺たちはいよいよかつて北方にあった国家、シンベリンとの境になる山脈に足を踏み入れた。

　まず先頭を行くのは俺とラニが乗る〈ヘヴィノッカー〉にクズノハの黒い機鎧ラウンド・ギア〈ギャリートロット〉、そしてレティシアの大型機鎧〈バロール〉。そこからカノン先輩たち〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉や東の精鋭たちと続き、遠く離れて補給や整備の部隊を護衛するためにアーリーたちの〈ガンドッグ・ルヴァ〉がつく、といった布陣だ。

　山には木々がほとんどなく、むき出しの地肌が広がっている。しばらく進んだところで雷鳴がとどろいた。

　まるでこちらへ警告を送る獣の咆ほう哮こう。それは、原始的な部分に訴えかける恐怖だ。

　隊列が一瞬、足を止める。だが、人の知がそれを克服させる。心を通わせ生んだ神の体が／機械仕掛けの鎧が、俺たちの歩を再び進めさせた。

　雷鳴は段々と間隔を短くしていく。やがて、山頂を越えたところでとうとうそいつが現れた。

　俺の知る禍獣カラミテイと同じく、黒い甲殻に包まれた姿。四足の獣の姿をしたそいつは、首まわりに集中した甲殻のせいか、どことなく獅子を思わせた。

　禍獣が天に向かって、人の言語では表現できない声で吠える。刹せつ那な、稲いな光びかりが幾本も奔はしった。

　それが戦闘開始の合図。クズノハは雷鳴に負けじと鋭い声を発する。

「者ども！　朝に伝えておいた通りじゃ！　まずはウチとレティシアが先行！　小僧は量産機組を守りつつウチらの援護射撃！　量産機組は散開しつつ、戦況を見てウチらの援護に回れ！」

「「「了解！」」」

　各所から返事がしてそれぞれ動き出す。俺たちも早速、戦闘の準備をする。

「ラニ！　手加減できる相手じゃない！　悪いけど、最初から出し惜しみなしで行くぞ！」

「覚悟の上だよ！」

　ラニは短く息を吸い込んで、神に捧ささげる謡うたを唱え始める。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　大気中に存在する魔素エーテル。聖骸アルビオンの四肢を構成するのと同じ物質が機体の周りに集まり、それぞれ形を得ていく。

「《炉に火はくべられた。其そに捧げるは鉄火の葬送歌。重なる鍛造の音の元、我が工房の贄にえとなれ。燃え上がる意思をここにっ！》──〝フルメタルファクトリー〟！」

　腕、肩、腰──次々と追加されていく武装。動く砲台とでも言うべき存在になった〈フォートレス〉の腰を落としてバランスをとると俺は、総計十四本の砲をすべて雷の禍獣に向けた。

　視界に現れる十字を禍獣に重ねる。だが次の瞬間、禍獣はそこから消えていた。

「速いっ！」

　最高速度は言わずもがな、なにより特筆すべきはその加速性能。なんの予備動作もなく、一瞬で最高速に達するその移動は、天と地を結ぶ雷光そのもの。まるで空間を飛び越えて移動しているようにすら思える。

　ただ移動するだけ。だが、それに巻きこまれた〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉や東の機鎧ラウンド・ギアたちが一気に吹っ飛んだ。

「ぐあああ！」

　鋼はがねが大地にぶつかる重い音。地面を削り、放り投げられた人形のように機鎧が転がっていく。

　その光景に広がる動揺。しかしクズノハの一喝がその空気を打ち消す。

「四班！　フォローに回れ！　レティシア！　禍獣カラミテイの頭を押さえよ！」

「了解しましてよ、っと！」

　レティシアの大型機鎧ラウンド・ギアがタワーシールドを構えて敵に立ちはだかる。その重量が幸いしてか、他の機鎧のように飛ばされず受け止め切れた。

　足が止まったことによって姿を現す禍獣。そこにクズノハが棍棒メイスを振るい、俺が射撃するがまた消えられる。

　禍獣は俺たちを手ごわいと感じたのか、狙いを他の機鎧に移す。部隊に近づけさせないように俺は射撃を続けるが、速さでは向こうに分ぶがある。どうしても援護が追いつかず、いたずらに被害を出してしまう。

「くそっ」

　このままじゃ、動き回られただけで全滅だ。せめて移動する先がわかれば──そう思い俺は、膝の上のラニに問う。

「ラニ！　例の魔ま眼がんは!?」

「あれ、戦いに没頭するっていうか、すっごい集中しないとムリみたい！　もうしばらく時間かかるかも！」

「それまでは自力で、ってことか。わかった」

　ヴィクトール殿下との戦いを思い出して集中。木を見るな、森を見ろというカノン先輩の教えを思い出しつつ、戦場を俯ふ瞰かん的に見ようとする。

　十四本の砲でどう牽けん制せいし、どう守ればいいか。思考を突き詰めようとしていくうちにふと気づいた。

「ラニ、もう一ついいか？」

「な、なに？」

「武装を減らす。味方が多すぎるんだ。広域制圧型のこの装備だと、巻き込みかねない」

　その力があまりにも凄すさまじかったせいで忘れていた。なにも、この装備にこだわる必要はない。

　殿下との戦いのときはクズノハの腕前に加え、砲をすべて殿下への攻撃だけに集中できたからこそ火力に物を言わせることができた。だが守るべき味方が多く、敵の武器が速度ならば鈍どん重じゆうにしてまで火力を追求しなくていい。

「〈ヘヴィノッカー〉の強みは圧倒的な火力じゃない。どんな戦況にも応じて装備を変えられることだ」

　それが『創造』の聖骸アルビオン。ラニも自分の本質を思い出したのか、うなずいた。

「そう、だね。うん、落ち着いてきた」

　腰と肩の武装が消失。軽くなった分、禍獣の素早さにも対応できる。狙い通りだ。

「ラニ。ついでだ。敵の動きを止められるような装備、頼めるか？」

　曖昧な注文で悪いと思ったが、ラニの引き出しの中にはしっかりそれが入っているらしい。

「それなら……こういうのはどうかな？　マキト、腕を水平に振るって。できれば、狙いは足元。禍獣カラミテイの動く先に合わせる感じで」

「こうか!?」

　同時に手首から、錘おもりが先端についたワイヤーが数本、射出される。ラニのもくろみ通りそれは、禍獣の足をからめ捕った。

　倒れこむ禍獣の重量に、こっちまで引き倒されそうになるが地を踏みしめて対抗。逆にその力を受け流し、相手を振り回した。

　ぐるりと半円を描いて禍獣の巨体を誘導する。その先には──

「頼んだ！　クズノハ、レティシア！」

「でかした！」

「ナイスでしてよ！」

　転んだ禍獣に突進するクズノハとレティシア。だが──

　バリバリッ！

　空気を割ったような乾いた音。それと同時に禍獣が自身の体から雷光をほとばしらせた。

「なんと!?」

「きゃっ！」

　慌てて距離を取るクズノハとレティシア。だが、あいつらの心配をしている場合じゃない。ワイヤーで禍獣と繋つながれていたこちらは、予想外の反撃を受けることになった。

「ぐぅ……っ！」

「きゃあっ！」

　体に奔はしる痺しびれと熱。落雷を受けたことはないけど、もし受けたとしたらこんな感じなのだろうか？

　痺れに耐えきれなくなり、ラニは声を絞り出した。

「く……ぅっ！　マキト！　いったん、切り離すよ！」

　たしかにこのままだとまずい。だが──

「いや。相手の足を封じられた今がチャンスだ。このまま決める！　ラニ！　前に使った、レティシアの髪みたいな槍やりだ！」

「オ、オッケー！」

　俺の呼びかけにラニは、神こう々ごうしさすら感じさせる声音で謡うたい始める。

「《汝なんじは千せん変ぺんである。汝は万ばん化かである。集いし想おもい、今ここに熱を帯びて新たな力を呼び起こせ》──」

　収束していく光。手の中に現れた柄えを握り、俺はその感かん触しよくを確かめる。柄はそのまま伸び、聖骸アルビオンの全長ほどもある長大な槌ハンマーを象かたどった。

「創れ──〝クラフトアームズ〟！」

　槌の先端が歪ゆがみ、一気に別の形を成していく。

　一見すると、他の機鎧ラウンド・ギアも使っている見慣れたランス。だがそれには螺ら旋せん状に溝が刻まれており、音を立てて回り出した。

「一気に……貫く！」

　槍やりから逃れようと大きく上にジャンプする禍獣カラミテイを力づくで引き寄せる。そのまま勝負を決めに行ったが──甘かった。

「うおっ!?」

〈へヴィノッカー〉の巨体が天に引っ張られる。空中で、さらに上に跳んだ──だと？

　予想外のことに動転した頭を切り替える。ひとまずは仕切り直しだ。

「悪い、ラニ！　やっぱりワイヤー、切り離してくれ！　これ以上はダメージが大きくなりすぎる！」

「了解！」

　根元から光の粒りゆう子しに還かえり、消失するワイヤー。禍獣は着地すると同時に、再び天に向かって吠えた。

　まるで雨のように落とされる雷。ここまで来ると点での攻撃ではなく、もはや面での攻撃と言っていい。さすがに、避よけきれない機鎧が出てきた。

「ぐぁ！」

「がっ！」

　一機、二機と動きが止まり始める機鎧の部隊。今まで戦ってきた禍獣とは格が違う。精鋭を引き連れても、この有り様か！

　かなりの強敵であることを想定していたが、それ以上。

　その時だ。

　タァン！

　空を裂く音とともにそれが飛来する。次の瞬間には、漆黒の魔弾が禍獣の前足を吹き飛ばしていた。

　この術式シフト──〝ナイトハント〟？　だけどあいつらは、後方の部隊を守っているはずでは？

　振り返る。アーリーたちの〈ガンドッグ〉は確かに、自分の持ち場から離れていなかった。

　遠く、点のように見える漆黒の機体。アーリーは自分の役目を果たしながら俺たちのフォローをするという離れ業をやってのけた。

「あの距離からかよ」

　俺の口から思わず感嘆の声が漏もれる。俺だったら狙撃しようという発想すら出ない距離だ。

　脚を失ったことで禍獣カラミテイのでたらめな機動力が格段に落ちる。速度は目で追える程度になり、クズノハから指示が飛んだ。

「今じゃ！　たたみかけるぞ！」

　棍棒メイスが甲殻を砕き、ランスが体を抉えぐる。禍獣も雷撃を落とし、抵抗を続けるが多勢に無勢だった。

　一歩一歩、着実に。ダメージを与えられ続けた禍獣は悪あがきと言わんばかりに口を大きく開く。

　青白い光が禍獣の口に収束していく。それを見た瞬間、クズノハは注意を呼びかけた。

「避よけろ！　竜砲ブレスが来る！」

　いっせいに退避し始める機鎧ラウンド・ギア。だが、まずい。このまま竜砲が放たれたら、一気に薙なぎ払はらわれる。

　なんとかする手はないか。考えた瞬間、一つの方法を思いついた。

　策なんて上等なものじゃない。でも、ただがむしゃらに俺は行動する。

　地を蹴り、禍獣に向かって跳躍。血迷ったかのような俺の行動にラニが驚いた。

「マキト!?　上に跳んでどうするの!?」

　答えている余裕はない。俺は手の中の槍やりを振りかぶり──

（間に合え！）

　それを、禍獣の口に向かって投とう擲てきした。

　放たれた槍は、禍獣の上うわ顎あごを貫いてそのまま地面に縫いつける。

「これで……っ！」

　膨ふくれ上がる光は、禍獣の口の中で爆発する。断末魔の咆ほう哮こうも残せず光の粒りゆう子しとなって散っていった。

　なにもなくなった空間を見て俺は、呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「やった……のか？」

　静寂が答えだった。張り詰めていた空気が徐々に緩んでいくのを感じる。

　クズノハは周囲を見回し、呼びかける。

「各班、それぞれ戦闘の継続が可能な者を報告せよ！」

　あちらこちらから返ってくる声。結局、今の戦いだけで半数近く戦力を削られていた。

　さすがのクズノハも、これは予想の範囲外だったらしい。苦々しい顔で頭をかいた。

「ただの雑ざ魚こにすらここまで煩わずらわされるとは……前途多難じゃのう」

　ぼやくクズノハと俺も同じ気持ちだ。禍獣の中でも最強クラスの一体を屠ほふったからといって、まだ油断はできない。

　他にもっと強い禍獣カラミテイがいる可能性がある。それになにより、ヴィクトール殿下とあの少女のコンビが、最後には待ち受けているのだから。





　　　◇






　同時刻。

　自然の脅威にさらされ、もはや人の文明を失った土地──アヴァル諸島北方の国家、かつてはシンベリン皇国と呼ばれていた地。

　王城跡──まだかろうじて荒野ではなく廃墟の体ていをなしている建物の中にてヴィクトール・ペリクリーズとかつて名乗っていた男は、数奇な運命の元、巡り合った少女を仮面越しに観察していた。

　燃えるような緋ひ色いろの髪。石造りの建物の一室で彼女は、自分と同じ顔をした少女をじっと眺めている。

　もう何時間も、飽きることなくずっとそうしている緋色の髪の少女──リアンノン。ヴィクトールは自分のパートナーがいつまでそうしているつもりなのか気にはなったが、埒らちがあかなそうなので声をかけた。

「リアンノン。お前の私情について私はすべてを知らない。だから問おう。なにを考えている？」

　ヴィクトールの問いにリアンノンは、不興げに眉をひそめる。

「相変わらず回りくどい男ね。知りたかったらそんな前置きをせず、単刀直入に『なにを考えている』だけでいいじゃない。何度だって言うけどあんたのそういうところ、本当にイライラするわ」

「すまないな。性分だ」

　数えきれないくらい繰り返した同じやり取りを二人は、今日も繰り返す。リアンノンもそれ以上は言及することなく、問いに答える。

「ヴィクトール。あなたいつも言ってるでしょう？　考えろって。だから考えているの。どうしたらワタシの気が済むか──ワタシの復ふく讐しゆうが、本当の意味で遂げられるか。……でも、こういうのってお祭りの前みたいなものなのよね。あれこれ計画を立てているうちが一番楽しくって、いざ実行してみると『こんなもんか』ってなっちゃう。だからこそ、復讐なんて無意味だって、復讐なんて虚むなしいだけだなんて言う人が出てくる」

　達観したような物言い。

　それはすぐ、どす黒いものにとって代わる。

「でもワタシにとっては無意味じゃない。虚しくなんてない。少なくともこいつが死ねばワタシはすっきりする」

　ヴィクトールは仮面の下で眉をひそめる。少女の口から死が語られることを、彼の良心は良しとしなかった。

　だが、そこは自分が口を挟む領分ではないというのがヴィクトールの判断だった。口を閉ざしているとリアンノンはさらに続ける。

「問題はそのやり方。すっきりするっていうのは前提で、どのくらいすっきりできるかが考えるポイント。一度殺してしまえば、それっきりだもの。後悔の無いように、念入りに、たっぷりと、六〇〇年分の怨念がはっきりとこの子に伝わるような、最も冴えたやり方で殺してやりたいじゃない？」

　だから、とリアンノンはヴィクトールに、憎悪に染まった凄せい絶ぜつな視線を送る。

「あなたも一緒に考えてみない？　この子を使って、どうやったらワタシの鬱憤を晴らせるか」

　リアンノンの提案にヴィクトールは、冷然としてため息をついた。

「私はただの剣だ。お前の抱く復ふく讐しゆう心には共感できないし、ならばこそ悪趣味に興じることなどできるわけがない」

　幼稚である。言外にそんな意味を含めて斬って捨てるヴィクトールにリアンノンは、ぷいと顔を逸そらせた。

「つまらない男。……ま、いいわ。地上人アリエスがワタシに共感できないのも、当然のことだろうし」

　と、リアンノンが肩をすくめるとククルが目を覚ました。

「ん……」

　身じろぎするククルにリアンノンは不快感をあらわにした声で告げる。

「目が覚めた？」

　朦もう朧ろうとしていたククルの目の焦点が徐々に定まっていく。やがてククルは、思い出した。

　自分の乗る馬車が、急な衝撃に吹き飛ばされたこと。薄れゆく意識の中、目の前の少女が自分を小脇に抱えてどこかに歩き出した途中で、視界が暗転したこと。

　記憶を整理しようとしているところで、それを邪魔するような痛みが不意にククルの頬ほおを襲う。

　リアンノンの手が、なんの予備動作もなくククルの頬を打っていた。

　前触れのない暴力にククルは、目を白黒させる。その反応にリアンノンは、すごむわけでもなく淡々と告げた。

「なにびっくりしてるの？　ただの挨拶よ？」

　まるで慈しむように、今しがた打ったばかりの頬が撫なでられる。ククルの頬に指を滑らせるリアンノンは、怯おびえる顔を目に焼き付けようとしているかのように瞬まばたき一つしなかった。

「これからね、今のなんか比べ物にならないくらいの苦痛をあなたに与えるの。たっぷり苦しんでね。その分、ワタシはすっきりするから」

　リアンノンの表情からは彼女がなにを考えているのか読めず、ククルはただその不気味さに怯おびえる。撫なでられた頬ほおから首筋、腕や背中──と鳥肌が立つのを自覚しながら、かろうじて声を振り絞る。

「なんで？」

「なんで、ですって？」

　また前触れもなく、ククルの頬が張られた。

　廃墟に響く、乾いた音。それは一度ではなく二度、三度と続いた。

「どの口が、そんなことを尋ねるの？　そんなこと、問うまでもないでしょう？」

「……」

　ククルはただ黙ってリアンノンを睨にらみ返かえす。その襟首をねじ上げながらリアンノンは、告げた。

「ヴィクトールは地上人アリエスの割には良いいことを言ったわ。考えることをやめるな、って。たかが地上人ですらわかっていることをなんであなたはできないの？　考えなさいよ、あなたが復ふく讐しゆうされる意味を」













　端に血がにじんだ唇を引き結んでいたククルは、訥とつ々とつと語った。

「……やっぱり、わからない。そもそも、わたしに記憶はないから」

「記憶が、ない？」

　目を丸くするリアンノンにククルは、逆に問う。

「あなたは知っているの？　わたしが、誰なのか──」

　パシンッ！

　先ほど以上に痛烈な音。

　リアンノンは手を振り切った姿勢のまま、血走った目で告げた。

「ふざけないでっ！　忘れた？　あれだけのことをしでかしておいて、のうのうと忘れたなんて言えるの？　そんなこと、絶対にさせない──」

　突き付けられるのは、覚えのない罪。

　それは、ククルにとっての残酷な真実。

「ワタシの家族を殺したことを、忘れたなんて言わせない！」
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　ぼろぼろになった北の地で唯一、建物としての体裁を保っている廃城の一室。

　隙間風の音にかき消されてしまいかねないほどの、か細い声でククルは相手の言葉を繰り返す。

「殺した……？　アナタの、家族を？」

　呆ぼう然ぜんと問うククルにリアンノンは、奥歯が砕けそうなほど食いしばっていた口を開く。

「そうよ。流れ星を見るって約束だったのに。そんな些さ細さいな未来さえもワタシから奪ったのよ、あんたは」

「……」

　ククルは言葉を紡ぐことができない。告げられたことが、あまりにも衝撃的過ぎて彼女の頭を真っ白にしていた。

　それに苛いら立だつようにリアンノンは、襟首をねじ上げる手に力をこめる。

「まだピンと来てないみたいね。ワタシの家族だけじゃないわ。友達も、ぜんぜん知らない他人もみんな、あんたの起こした争いのせいで死んだ」

「争い……」

　オウム返しにするククルの様子にリアンノンは、手を離した。

「とぼけているんじゃなくて、本当に覚えてないみたいね。……そう。それがあんたの代償ってところかしら」

　リアンノンはふらふらとした足取りでククルから離れると、痛みに悩まされる頭を片手で押さえ、嘆いた。

「なんてこと。なにも知らないやつを裁いたところで、全然すっきりしないじゃない」

「なら、教えてほしい」

「は？」

　怪け訝げんそうに顔をしかめるリアンノンに、ククルは毅き然ぜんと請う。

「わたしが、なにをやったのか。どんな理由であなたが私を裁こうとしているのか」

　リアンノンは自分を見み据すえるククルを観察すると、腹立たしげに舌打ちした。

「……気にくわない。やっぱり気にくわないわ、その顔」

　リアンノンの言葉にククルは、「むっ」と眉を寄せる。

「同じ顔のくせに」

「そう。そうよ。同じ顔。アナタとワタシは本来、同じはずの人間。なのに、どうしてあんなことをしでかしたのか。……できれば、それを教えてほしかったんだけどね」

「それって、どういう──」

　不可解な言葉の意味を問おうとしたところで、鐘の音が鳴った。

　それに反応して、リアンノンとヴィクトールは動き出す。

「来たか。思ったより早かったわね」

「この行動の速さ……あの人らしい。出迎えに行かねばな」

　ヴィクトールが外に向かって歩き出すと、リアンノンはその背中に声をかける。

「待ちなさい、ヴィクトール。良いいことを思いついたわ」

　リアンノンはククルに向き直ると、言葉に悪意を込めて放つ。

「あんたがなにをやったのか、教えてあげる。あんたの仲間たちの前で、洗いざらいぶちまけてあげる。それで連中を全員引き裂けばわたしもちょっとはすっきりするわ」

　その一言で、呆ぼう然ぜんとしたままだったククルは我に返った。

「みんなは、関係ないっ！」

「──うん。そう。そういう顔が見たかったの」

　ククルにそう告げるとリアンノンは、天を仰いで独り言のようにつぶやいた。

「イライラするわね。せっかく望んでいた顔を見ることができたのに、イライラすることしかできない自分にイライラするわ」

　妙な物言いにククルは疑問を抱く。かすかなため息をつくとリアンノンは、出口に向かって歩き出した。

「ヴィクトール。出撃するわよ。今回は、ワタシも乗る。前回みたいな無様な姿、晒さらさないでね」

「わかっている。もはや私は一振りの剣。お前のために思考し、解答を得よう」

「あなたの言っていることは相変わらずよくわからないけど……示しに行きましょう」

　リアンノンは、小さく肩をすくめると壊れた窓から彼方かなたにいるであろう敵を見み据すえ、告げる。

「この世界の、あるべき姿を」





　　　○






　草花が芽吹いた、かつて家だったと思おぼしき残ざん骸がい。

　亀き裂れつの入った大地。

　手入れをされることなく、雑草が生えっぱなしになった畑。

　一面の荒野。その広大さに、だんだん距離感がマヒしてきた。

　いったい、どこまで進むのか。不安になりかけたところで、クズノハが足を止めた。

「とりあえず、この辺りを仮の拠点とするか。補給・整備の者どもはここで待機じゃ。アーリー！　引き続き護衛を頼む！」

　呼びかけに対して後方で待機していたアーリーは、気だるげに返す。

「へーいへい。俺も暴れたかったけど、適材適所ってな」

「うむ。ヌシが守りの要じゃ。頼むぞ」

　クズノハに軽口をたたく余裕はないらしく、珍しく飄ひよう々ひようとした空気を払ふつ拭しよくした態度で続ける。

「ウチら、操鎧士ラウンダー組はもう少し進むぞ。大変じゃろうが、ここからが本番。みな、気を抜くな」

　と、クズノハは部隊の気を引き締め直しつつ侵攻を再開する。歩きながらクズノハは、やれやれとぼやいた。

「そろそろ首都であった街のはずじゃが……いやはや、予想以上の荒れっぷりよのう」

　クズノハに俺は、相あい槌づちを打つ。

「そもそも十二年前、だっけ？　なにがあって国が一つ丸ごと滅ぶなんてことになったんだ？」

「詳しいことは未いまだにわからぬ。調査をしようにも先ほどの雷の禍獣カラミテイにずっと阻はばまれ続けてきたからのう」

　じゃが、と間を置いてクズノハは言葉を継ぐ。

「非常に強大な力が国の中心から観測された記録が残っておる。この有り様はそやつの仕業と見て間違いないじゃろう」

「強大な力、か」

　この荒廃した都市も、最初からこうだったわけではないのだろう。かつてはこの地も、南や東の王都のように華やかな街だったはずだ。

　それをこんな姿に変えてしまう暴力を想像して、俺はぞっとせずにはいられなかった。そんなものを、これから相手にしなければならないのだ。

　やがて遠くに小山のようなものが見えた。近づくに連れてそれが城の跡であるらしいことがわかったが、そこから光の柱が立ち上る。

　魔素エーテルの輝き。それはつまり──聖骸アルビオンの誕生を意味していた。

「来たか！」

　クズノハを筆頭に、部隊に緊張が走る。向こうはこちらを待ち構えるつもりらしく、動く気配はない。

「まずはウチと南の聖骸、そしてレティシアが様子見をしにいく。相手の力量を測った後、戦いになりそうじゃったら散開しつつ包囲。向こうの力がウチの想定を凌りよう駕がしていたら……逃げよ。振り返るな。一目散に、自分の身を優先せよ」

　クズノハは先ほどの禍獣カラミテイとの戦いからそう判断し、〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉や東の操鎧士ラウンダーたちに伝える。

　そこに、一機の機鎧ラウンド・ギアが進み出た。

「すみません、クズノハ様」

　ペリクリーズの汎はん用よう型重装機鎧、〈ドライグ〉。そのコクピットには、カノン先輩が乗っていた。

　ドシン、ドシンと重い足音をさせて近寄ってきたカノン先輩は思いつめた表情でクズノハに告げる。

「身の程知らずな頼みであることは承知済みです。ですが、ボクも連れて行ってもらえないでしょうか」

　やはり自分の師の翻意に思うところがあるのだろう。カノン先輩の提案は当然と言えた。

　クズノハも多くは問わず、間を置かずうなずく。

「よかろう。ヌシの腕前はすでに証明済みじゃからな」

「ありがとうございます」

　カノン先輩はクズノハに一礼すると、俺とラニやレティシアに、こそばゆそうな笑みを向けた。

「そういうわけだ。足を引っ張らないように、頑張らせてもらう。よろしく頼むよ」

　カノン先輩の謙遜に俺は、泡を食った。

「あ、足を引っ張るだなんて、とんでもないですよ」

「お兄様がいらっしゃる以上、ますますみっともないところは見せられませんわね」

　と、レティシアも気合を入れ直す。俺もレティシア同様に気負う反面、カノン先輩が一緒に来てくれる頼もしさは半端ない。百人の軍勢がいてくれる気分だ。

「では行くぞ。ぬかるなよ」

「あ、ちょっと！」

　死地に赴くというのに軽々と歩み出すクズノハの後を、俺たちは慌てて追う。家々が薙なぎ払はらわれ、平地が広がる北の地は見通しこそよかったが、気を抜いて進むことはできなかった。

　自然と口をつぐみ、城跡を目指す。一歩進むごとに足が重くなっていくような気がし、強くなっていく心臓の音を意識した。

　機鎧ラウンド・ギアや聖骸アルビオンの重々しい足音すらかき消してしまいそうなほど、その音は鳴り響く。俺は努めてそれを意識するまいと、ただひたすら前進することに集中した。

　やがて、敵の姿が徐々にはっきりと見えてくる。荒野に一滴だけ落とした血のように映える紅あか。それにラニは目を見開く。

「え？　あ、あの機体って」

　ラニが戸惑うのも無理はない。敵は、俺の良く知る機体に似ていた。

「赤い……〈クロウクルワッハ〉？」

　鱗うろこの意匠や爪を持つ、竜を思わせる鎧。それはもう一つ、あるものを連想させる。

　ペリクリーズの国章にされている赤い竜だ。

　コクピットには赤い髪の謡巫女バルドと仮面を被かぶった詠士ドルイド。詠士──ヴィクトール殿下は仮面のせいで表情が見えないが、リアンノンと呼ばれていた謡巫女は好戦的な視線をこちらに送っていた。

　目的の人物が見当たらず俺は、声をかける。

「おい！　ククルは無事なんだろうな!?」

　問いにリアンノンは、ふてぶてしく返す。

「心配しないでよ。まだ生きてるから」

「「それは結構」」

　向こうの返事を聞くや否や、声を重ねてまず二人が飛び出した。

「人質として使われることも警戒していたのじゃが、そうしなかったのは慢心かや？」

「ククルの安否がわかった以上、先手必勝で仕留めさせてもらいますわ」

　クズノハとレティシアが駆ける。クズノハは蛇腹めいた腕で棍棒メイスを一いつ閃せんさせ、レティシアは似たような構造の剣を振るう。

　だが──

　ガキィン！

　甲高い音を響かせて二人の一撃は止められる。それどころか敵の機体は、握力だけで受け止めたものをへし折った。

「なっ……!?」

「ウソ、でしょう!?」

　戦慄するクズノハとレティシア。敵は砕け散ったパーツを、まるでみせびらかすように手から落とした。

「焦らないでって。あんたたちの知りたいこと、ぜんぶ教えてあげるから」

　前に会った時と、印象が違う？　俺と同じ違和感を覚えたのかクズノハは、警戒したまま問う。

「なにを企たくらんでおる？」

「ちょっと気が変わっただけよ。そうね……まずはなにから話すべきかしら」

　自分から「ぜんぶ教える」と言い出しておきながら、悩み始めるリアンノン。クズノハは相手の意図を確かめるように、問いを投げる。

「ヌシが〈審判の獣パニツシユメント〉というのは、どういうことか？　ヌシがかの、〈大崩壊〉の元凶とでもいうのかや？」

「そうね。情報がかなりねじ曲がって伝わっているようだから、その訂正から始めようかしら。まず始めに言わせてもらうと、あんたたちが〈審判の獣〉と呼ぶ存在が〈大崩壊〉の元凶っていうのがまず心外なのよ。そもそもの原因は地上人アリエスに半端な知恵を与えたあいつにあるっていうのに」













　思わせぶりなリアンノンのセリフにクズノハは、すかさず問いを挟む。

「そこじゃ。以前にヌシが言い、今も口にした『アリエス』という言葉。それはどういう意味じゃ？」

「……そっか。そのあたりの説明からしなければならないのね。あんたたちが古代と呼ぶ時代のこと。そして、転換となった〈大崩壊〉のことを」

　リアンノンは語ることをいったん整理するように間を置き、口を開いた。

「──そう。〈大崩壊〉以前、人々は天空に住まう者と地上に住まう者に分かれていた。地を這はい飼育される民を地上人と、それを管理する神を管理者ダナンとワタシたちは呼んでいたわ」

「天空？」

　俺は思わず、ちらりと空を見てしまう。鉛色の空が広がるばかりで、とても人が住んでいたようには思えなかった。

　俺の疑いを見透かすようにリアンノンは、続ける。

「あんたたちには想像もつかないだろうけど、昔は空の上に都市があったのよ。今はその残ざん骸がいが、東の海に浮かんでいるらしいわね」

「残骸……あんな巨大なものが天に浮いておった、と？」

　なにか心当たりがあるのか、そう問うクズノハ。リアンノンは「やれやれ」と言わんばかりに肩を落とす。

「信じられないのも無理はないわね。この世界はあまりにも衰退してしまった。ていうか、六〇〇年もたって復興がこれしきしか進んでいない方がびっくりだわ。こんな原始的な生活に甘んじているなんて、地上人の神経が信じられない。向上心ってものがないのかしら、あんたたちには」

　リアンノンは、そのことを愁うれうのではなく苛いら立だたしそうに吐き捨てた。俺は俺なりに、自分の世界観に当てはめ、リアンノンの語る古代を想像してみた。

「管理って、さっき言ったか？　つまりは王制みたいに、天に住んでいたやつらが地上の人間たちを統すべる、階級社会が成立していたってことか？」

　支配者は上に、隷属する者は下に。わかりやすい構図だと思ったがリアンノンは小さくかぶりを振る。

「階級っていうと、ちょっと違うかもね」

「どういう意味だ？」

　俺の問いにリアンノンは、あからさまに見下した表情で長々と説いた。

「階級っていうのはね、同じ種族だからこそ成り立つものなのよ。たとえばあなたは、ウシやヒツジを自分たちと同じ身分制度に組み込もうとする？　違うでしょう？　人間同士の間に階級や地位の差があっても、人間と家畜の住む世界は確固として別物のはず。いくらあなたたち地上人アリエスが不明だからといって、自分たちと家畜を混同するほど愚かではないんじゃない？」

　リアンノンの答えに戦慄する、それでは、まるで──

　俺が敢あえて考えないようにしないでいたことをクズノハは、口に出した。

「管理者ダナンにとって地上人は家畜同然であった。そういうことかや？」

　飼育という言葉は、そのままの意味。家畜の世話をするのと同じ感覚で管理者たちは、地上人を支配していた──クズノハの推測をリアンノンは、鼻を鳴らして肯定した。

「なかなか理解が早いじゃない。ま、そうでもないとこうやって説明してあげる価値もないんだけど。簡単に言っちゃうと、管理者が営みの舵かじ取とりをし、地上人はその感謝として育てた作物や家畜を奉納する。それが古代の仕組みってわけ」

「そんな、搾取のような構造がまかりとおっていたというのか」

　クズノハの糾弾にリアンノンは「心外だ」と言わんばかりに目を見開いた。

「搾取？　バカなこと言わないで。管理してもらっているんだから、その見返りを捧ささげるのは当然じゃない。そうじゃないと、あんたたちは内輪で争い起こしてばっかりでぜーんぜん進歩なんてしないんだから。六〇〇年もたって、こんなみみっちい生活してるのがその証拠でしょう？」

　なにも言い返すことができない。リアンノンのように、天空に住まうほどの文明を持っていた人間にとっては、不干渉という形でしか不戦を貫けなかった俺たちの父祖に呆あきれるのは仕方ない気がする。

「ま、当然その程度のことがわからないバカな連中も昔はいたんだけどね。そんなときに働いてくれたのが、あんたたちが禍獣カラミテイって呼ぶ存在よ」

「なっ……!?」

　突然告げられた事実に耳を疑う。リアンノンは俺たちの反応などどうでもよさそうに続けた。

「管理者に逆らったり、そうでなくても生産性の悪い都市を制裁したりする。今は好き勝手に暴れているけど、それこそが禍獣の役目ってわけ。本来は天候の制御が仕事だったはずなんだけどそれを応用した、いわば懲罰兵器、ってところかしら？」

　懲罰──その言葉は、否定したいのに妙にしっくりくる気がした。

　逆らうことが滑こつ稽けいに思えるほど、不条理な暴力。神が遣わす、裁きの使徒。それが俺たちの畏おそれる、禍獣という存在だった。

「ワタシの家は、代々その役目を担っていた。禍獣を使役し、地上人たちを畏怖させる。その上で彼らを正しい進化に導く崇高な存在。その最後の末まつ裔えいが、このワタシってわけ」

「バカな……それだけの体制を作り上げておきながら、今はそれが失われておる。そんなこと、まるでつじつまが合わぬ！」

　声を荒らげるクズノハに対してリアンノンは、小さくため息をつく。

「それこそが本題ね。確固とした管理体制が崩れたのは、とある一人の裏切り者のせい。その綻ほころびがきっかけで、この美しい世界は破滅に向かうことになった。なにを思ったのかそいつは、地上人アリエスに力を与えたのよ。禍獣カラミテイの統括ユニット──そう、そこのあんたが乗っている聖骸アルビオンを模して、新たに四体の神の卵を創り上げた。模倣って言っても、北の聖骸を調べたところあいつなりにいろいろ手を加えたみたいね。複座にしたり、とか」

　顎あごを小さく上げてこちらを示すリアンノンに、俺は呆ぼう然ぜんと訊き返す。

「統括、ユニット……？」

「そう。ワタシの家に代々伝わる〈法〉。それで禍獣を制御するのが聖骸の本来の役目。というか、聖骸が親機で禍獣が子機……っていう関係の方が正しいかしら。あんたたちもわかるでしょう？　禍獣も聖骸も、同じ魔素エーテルでできてるって」

　リアンノンから告げられた言葉に俺は、頭を鈍器で殴られたかのような衝撃を覚えた。

　故郷を滅ぼした元凶である禍獣と、操鎧士ラウンダーとしてあこがれ続けた神の模倣である聖骸。それが本質的には同じ存在だなんて──

　たまらず俺は、直情的に否定の言葉を放つ。

「ふざけるな！　そんなことがあってたまるか！」

「信じるのも信じないのもあんたの自由だけど、これだけは言っておく。事実は事実。決して覆くつがえることはない、って」

　そう踏まえたうえでリアンノンは、さらに続ける。

「聖骸を授けられた地上人はそのまま天に攻め込み、世界は長い間、炎に包まれた。ずっと、ずーっと戦い続けて……残ったのは、文明の欠片かけらもない焼け焦げた土地だけだった。管理者ダナンはほとんど死に絶え、ワタシと裏切り者のあいつだけが生き残った。それが、あんたたちが〈大崩壊〉と呼んでいることの顛てん末まつよ」

　俺たちが聞いていたこととまるで違う。だから殿下は、言ったのか。

　この世界を、まやかしだと。初代の王たちが作り上げた、偽りの箱庭だと。

「かろうじて戦火から逃げ落ちたワタシは、復ふく讐しゆうを誓ったわ。どんなに長い時間がかかっても、この戦いを起こした張本人を裁くって。そのためにワタシは、人であることを捨てたわ。地上にいる面白い存在を模して、ね」

　リアンノンの言葉が本当ならこいつもククル同様、六〇〇年の時を生きてきた存在。

　俺はそれに、心当たりがある。

「精霊種、か？」

　リアンノンは意外なことに、俺を誉めさえした。

「ちょっとは知恵が回るみたいね。そう──禍獣カラミテイや聖骸アルビオンと同じ、魔素エーテルの結晶体。ワタシは自分の体をそれに造り替えた。けどそんな便利な存在にほいほいなれるはずがない。それには永い眠りともう一つ、代償を必要としたわ。あいつが失ったのは記憶。肝心なことを忘れて逃げ出したなんて、とんだお笑い草ね」

　ぎり、とリアンノンの奥歯が噛かみしめられる。

「ワタシはそんなことしない。自分の使命を忘れない。この想おもいだけは、絶対に！　なら、ワタシはなにを犠牲にしたと思う!?」

　また癇かん癪しやくを起こしたようにリアンノンは声量を上げていく。

「ワタシが失ったのは、感情。ワタシはもう、喜ぶことも楽しむこともないし、そのことを悲しいと思うことすらできない。ワタシに唯一残ったのはこの、どうしようもない怒りだけよ！」

　やり場のない想いをぶつけるようにリアンノンは叫ぶ。

「ねえ。聞こえてるんでしょ、裏切り者!?　あんたは地上人アリエスに力を授けて、なにがしたかったの!?」

「──ッ！」

　悲痛な叫びが決定打だった。今まで得てきた情報が、すべてパズルのピースのように組み合わさって真実を浮かび上がらせていく。

　脳裏を横切るのは、ひどく愛いとおしい面おも影かげ。俺をここまで導いてきてくれた儚はかなく、幼く、でも不思議な存在感がある、雪の妖精のような少女が頭から離れなかった。

　どくん、と胸が脈打つ。そのたびに、あいつと出会ってから長くはない間に見せてくれた表情が次々と蘇った。

　髪を梳とかされて頬ほおをほころばせていたあいつが、

　ベーグルや他の料理を、夢中になって頬張っていたあいつが、

　円えん環かんの巫み女こと呼ばれていながら、どこにでもいる女の子みたいなあいつが──

　この世界を滅ぼした原因だなんて、信じたくなかった。

『嘘だ』と否定したい。あいつが、この世界を滅ぼした原因だとは思いたくない。どうか、なにかの間違いであってほしいと俺は願い続ける。

　そんな俺の祈りを蹴り飛ばすようにリアンノンは、苛か烈れつに呪じゆ詛そを吐き続けた、

「あんたが知りたがっていたことを教えてあげたんだから、ワタシにも教えてよ。なんでワタシの家族が死ななきゃならなかったのか！　この期に及んでまだ『記憶がない』とか言って誤ご魔ま化かそうとしないでよ!?　ここまで情報をあげたんだから、そのときの自分の気持ちくらい考えなさいよ！」

　緋ひ色いろの髪を振り乱し、喉が裂けそうな叫びを上げるリアンノン。

　その声の悲痛さは、こちらの胸まで引き裂きそうだった。

「無知な地上人アリエスの前に現れて、神様でも気取りたかった!?　あの無能どもの前でワタシたちの力を示せば、さぞ崇あがめられたでしょうね！　さぞ気分がよかったでしょうね！　それだけのためにあんたは、管理者ダナン全員の命を犠牲にしたのよ！」

　悲しみという感情を失った少女は、本来得るべきだった気持ちをすべて怒りという形でしか表現することができず、慟どう哭こくを漏もらす。

「なんでなのよ……。なんで、ワタシの家族があんたの自己満足なんかのために死ななきゃならなかったのよ!?」

　だけど──

「違うよ」

　自然と、声が出ていた。

　リアンノンは叫ぶのをぴたりとやめ、口を挟んだ俺を凝視する。俺は感情的にリアンノンの言葉を否定したわけじゃなく、むしろ不思議なくらい落ち着いていた。

「少なくとも自己満足のためなんかじゃない。俺の知ってるククルは、そういうやつだ」

　いや……それは不思議でもなんでもない。

　ずっとあいつと繋つながっていたパートナーとして、確信を持って言える。

「記憶を失っても、人と人とが繋がるってことは忘れていなかった。そんなククルが、神様気取りで誰かの上に立とうとするなんてあるわけがない」

　呆ほうけていたリアンノンが、こちらまで音が聞こえてきそうなほど奥歯を噛かみしめる。

「なんなのよ……知った風な口きいて。イライラするのよ、あんた！　まずは、あんたから消えなさい！　やっちゃってよ、ヴィクトール！」

「承知した」

　それまでずっとコクピットの後部座席で沈黙を保っていた殿下が動く。浅く呼吸をするかのように肩が上下に動いたかと思った次の瞬間、敵の機体が地を蹴り、こちらに進み出てきた。

　距離を詰める間に両肘からパーツが分離され、組み合わされたそれは一振りの長剣となる。敵機が大地を蹴る重い音が続く。〈クロウクルワッハ〉に匹敵するスピード。〈ヘヴィノッカー〉では機動力に劣り、殿下の攻撃を受けることしかできない。

　ゴッ！

　重く、鈍く響き渡る、鋼はがねが激突する音。交差させた腕で敵の一撃を受けると、向こうのコクピットから殿下がこちらを見み据すえてくる。

「悪いな少年。恨みはないが、持ち主が私という剣を振るう以上、私はお前を斬らなければならない」

「らしくもないな。考えることの尊さを説いていたアンタが、ただ言われるがままに従うなんて！」

　負けじと睨にらみ返かえす。視線の交錯は一瞬。二度、三度とぶつかり合う鋼はがねの音に混じって俺は呼びかける。

「ラニ！」

「うん！」

　多くを語らずとも俺たちの思考は繋つながっている。小さく息を吸い込むとラニは、神に捧ささげる謡うたを紡ぎ始めた。

「《汝なんじは千せん変ぺんである。汝は万ばん化かである。集いし想おもい、今ここに熱を帯びて新たな力を呼び起こせ》」

　両手に握っていた戦せん槌ついが淡い光を伴って分解される。ラニが謡を締めくくると同時にそれは、新たな形を創り上げた。

「創れ──〝クラフトアームズ〟！」

　右手に銃、左手に盾、そして腰に剣が現れる。しかもこれだけにとどまらないらしい。

「さらに追加、してもいいかな？　ちょっと今、思いついた装備があるの」

「ああ、任せる！」

「よし、いっちゃうよ！」

　ラニがさらに詠唱を重ねようとしたところで、リアンノンが声を荒らげた。

「地上人アリエスごときの歪ゆがんだ〈法〉で……ワタシの世界を汚すんじゃないわよ！」

　そこからさらに紡がれるのは、彼女の〈法〉を示す聖なる謡だ。

「《歪み乱れた秩序よ！　我が管理の下もと、あるべき姿を取り戻せ》！　律せ──〝デフォルトワールド〟！」

　リアンノンの謡とともに、強風が舞ったような気がした。

「──っ!?」

　直接的なダメージを受けたわけではない。

　だが──綻ほころびは目に見えて訪れる。

「〈ヘヴィノッカー〉の武装が、消えていく!?」

　手の中の銃や盾も、腰の剣も風に飛ばされる砂のように散っていく。その現象にクズノハは、すぐに敵の能力を見抜いた。

「〈原初の法ロスト・コントラクト〉の無効化──ヴィクトールの銀腕と同じ性質か！」

　殿下との一戦を見ていないレティシアは、混乱したように尋ねる。

「どういうことですのっ？」

「それが向こうの〈法〉ということ！　じゃが、もとから〈法〉など持たぬウチらには関係ない！　行くぞ、レティシア！　カノン！」

「りょ、了解ですわっ！」

「了解！」

　俺も呆ほうけちゃいられない。加勢しないと！

「ラニ！　通常装備のハンマーは出せるか!?」

「えっ？　あ、う、うん！　これは大丈夫！」

「よし！」

　すぐに手の中に戦せん槌ついの柄えが浮かび、俺はそれを握って敵へと前進する。リアンノンは数の不利をものともしないように、ふてぶてしかった。

「〈法〉は封じたし、あとは任せちゃってもいいわね、ヴィクトール？」

「無論だ」

　リアンノンは前の座席で余裕を見せて、ふんぞり返る。

「どうせ負けないだろうし教えてあげる。ワタシの──そしてワタシの子ども、〈ユニバース・アーソナ〉の〈法〉を」

「おい、リアンノン」

　調子に乗るパートナーを咎とがめようとする殿下だが、リアンノンは馬鹿らしいとでも言うかのように口元を曲げた。

「いいでしょ？　それとも、あなたの力は手の内を明かしたら負けてしまうようなものなのかしら？」

「……好きにしろ」

　殿下が「相手にするだけ時間の無駄だ」と言わんばかりに吐き捨てると、リアンノンはオモチャを見せびらかす子どものように自慢げな表情を浮かべる。

「──『世界』。それが、あなたたちが倒そうとしているものよ」

　告げられた〈法〉は抽象的すぎて、その能力の全容はわからない。

　だが、言葉の重みは伝わる。世界の法則を強引に捻ねじ曲げる〈原初の法ロスト・コントラクト〉──それを正すというだけで向こうの力が脅威だとわかった。

　さながら、世界を統すべる者になったかのようにリアンノンは高らかに告げる。

「なんて愚か！　なんて無様！　でも、無能な地上人アリエスの末路にはふさわしいと思わない!?　その点、ヴィクトールは賢いわ！　すぐにワタシの偉大さを理解し、管理されることを望んだんだから！」

　不可解だった。俺と同じなのかクズノハは、鋭く声を発する。

「ヴィクトール！　ヌシほどの男がなぜそのような小娘にかしずいた!?」

「言ったはずだ。失望させてくれるな、と」

　あくまでその頑かたくなな姿勢を崩さない殿下にクズノハは、悔しげに奥歯をかみ合わせる。その口元から、彼女が獣であることを示す牙が覗く。しかしクズノハは、この世界随一の知恵者だ。

「いいや……答えてもらうぞ、〈回答する剣アンサラー〉！」

　戦いながらクズノハは、問答によって殿下の本心に辿たどり着つこうとする。

「『あるべき姿』に世界を戻すと言うたな？　こんな小娘に支配されるのが、ヌシの思う正しさか!?」

「そうだ。管理されるべきものは管理されなければならない」

「ヌシは、ウチらが管理されねば存在するに値せぬと言うのか!?」

　振るわれる〈ギャリートロット〉の棍棒メイス。耳をつんざく轟ごう音おんとともに殿下は、それを剣の鍔つばで受け止めた。

「そういうことではない。だが、この世界には管理されることによって避けられる悲劇があまりにも多すぎる」

　クズノハの棍棒をはね上げ、言葉の重みを刃やいばに乗せるように殿下はその剣を振るう。

「私に言われるまでもなく、あなたの方が理解しているだろう！　ウィンザーという、歪ゆがんだ国の長おさをしていたのならば！」

　今度はクズノハが殿下の一撃を受け止める。しかし殿下の刃は、重い。徐々にクズノハの乗る機体のバリアフィールドごとコクピットを両断しようと、迫りつつあった。

「人間を排斥することによって異族デミヒユーマンの繋つながりを生んでいた国！　その歪みを正さず、放置していたことに負い目がないと言えるか!?」

「……ぐうの音ねも出ぬ。だが、昔のヌシは違ったはずじゃろう？　今は無理でも、いずれ世界は繋がると、ウチと同じ理想をその胸に抱いていた！　違うか!?」

　二人の思想が相容れないように、両者の機体ははじかれて距離を取り合う。クズノハはすぐさま、異い形ぎようの腕をしならせ棍棒を振るった。

　放たれるのは、クズノハの想おもいをこめたような重い一撃。しかしそれは空くうを切り、大地を叩たたくだけとなる。

　舞う破は片へんの向こうから、殿下の聖骸アルビオンが距離を詰める。

「そんな世界を夢想した日もあった。だが、私はその『いずれ』を待ってはいられない。悠久の時を生きるあなたとは、違うのだ！」

「──ッ！」

　今度こそクズノハは、返す言葉を失ったようだった。

　そこにつけ込み殿下は剣を薙なぎ払はらう。クズノハの機鎧ラウンド・ギアの片腕が、その一撃で宙を舞った。

「もたもたしている時間はない。その間にも、失われる命がある。最善とは言えない手かもしれないが、それでも現状を改善するには十全だ！」

　妙な引っ掛かりを感じた。殿下の言い分は、まるで人々を管理するのが目的ではないような気がする。

　言うならば……そう、『救済』。管理そのものではなくその先にある結果──人々を救うことこそが殿下の目的であるような気がする。

「まさか、ヌシ──」

　クズノハも気づいたのだろうか、顔つきが変わる。

　だがクズノハは、俺よりもっと先のところまで見抜いていた。

「中央の聖骸アルビオンによる禍獣カラミテイの統括制御。それがヌシの狙いか？」

「──」

　殿下の動きが止まる。クズノハは追撃をせず、問いを重ねた。

「小僧の村を救えなかった後悔。禍獣がただの兵器としてヌシらの管理下に戻れば、あのような悲劇を避けられる。それがヌシの動機──ヌシの望む、世界」

　先ほどまでの激突が嘘のように場は静まり返る。耳が痛いほどの静寂に俺は耐えきれず、尋ねた。

「そう、なんですか、殿下？」

　殿下は答えない。仮面で覆った素顔のように、己の本心をひた隠しにする。

「……なんとでも推測してもらって結構。〈回答する剣アンサラー〉の切れ味に、鈍りはない！」

　再び剣を構え、肉薄する殿下。

　俺はたまらず、声を張り上げた。

「いい加減にしろ！　なにが、剣だ！」

　戦う相手に抱く感情ではない。だからこそ封じていた想おもいを──殿下に考えを変えてもらいたいという気持ちを俺は、ありったけの声に乗せる。

「アンタは人だ！　ヴィクトール・ペリクリーズっていう、たしかに存在する人間だ！　アンタが生きてくれているのを喜ぶ人がいる！　そんなやつが、剣なんて名乗らないでくれよ！」

　だって、そんな選択は──

「そんなの……寂しいだろ！」

　ひとりぼっちであることを、無理やり自分に納得させる子どもみたいじゃないか。

　伝わってしまう。殿下に助けられたからこそ、この人の本心が。

『生きていてくれて、ありがとう』

　今も耳に残っている、暖かな声。雪に閉ざされた村で俺を救ってくれた、冷たいのに温ぬくもりをくれた大きな手。

　あの手があったからこそ俺は今、ここにいる。

「メイフィールドの言うとおりです、殿下」

　カノン先輩の〈ドライグ〉が加勢に入る。敵機の剣をタワーシールドで受け止め、ランスの一撃を突き入れながらカノン先輩は続ける。

「ボクたちは人です。断つことしか知らない道具じゃない。手をとって繋つながりあうことができる、人なんです」

　その鋭い攻めには殿下も一時、後退を選ぶほど。先輩は自分の思いを届けるかのように、さらに切り込む。

「だから、アナタに戻ってきてもらう！　陛下の……ボクの大事な人の笑顔のためにも！」

　カノン先輩に続いて、大型機鎧ラウンド・ギアが蛇腹状の剣を抜き払った。

「その大役、わたくしにも手伝わせていただけて？」

「レティ！」

「元げん帥すいの、第二子か」

　仮面越しに視線をよこす殿下にレティシアは、半ばから折れた剣を叩たたきつける。鈍器の様に振り下ろされたそれを殿下は自分の剣で受け止め、鍔つばぜり合いの形となった。

　至近距離でレティシアは、殿下と視線を交わす。

「お久しぶりですわね、殿下。兄と違って直接お会いできる機会は少なかったけど、うっすらと覚えていますわ」

「ああ。正直懐かしがっている場合ではないが、私もお前のことを覚えている」

　思い出に浸るのは一瞬。レティシアはすぐ、頭を切り替える。

「お兄様はいいことを言いましたわね。手を繋つなぐことができる、と。わたくしもかつて、手を差し伸べられて今ここにいますわ」

　一度、自分の居場所を探すあまり迷走し、他国に寝返るほどのことをしてしまったレティシア。そんな彼女だからこそ告げられる言葉がある。

「あなただって、かつてはそうだったはず。雪の世界で、一人の子どもに手を差し出したように！　冷たいけど、大きくて、頼りがいのある手を持っていたんですのよ！」

　それはいつか、俺がレティシアに語った自分の原点。殿下に手を差し伸べられた俺がレティシアにまた手を伸ばして今、彼女は俺の仲間として傍そばにいてくれている。

　周りに感化されたかのように、ラニが続いた。

「わたし、ククルの気持ちがわかる気が、します。お父さんも、似たようなことをしようとしたから」

　異族デミヒユーマンと人間の垣根を取り払い、繋がりあえる世界を目指したというラニの実父。それはラニの言うとおり、天上と地上との隔たりをなくそうとしたククルの想おもいに通じていた。

「結局その世界を作ることはできなくて、もう一人のお父さんはそのせいでわたしに一人で生きろ、って教え続けてたけど……『繋がれる』って言ってくれる人がいました。その人の傍はあったかくって、寂しくなくて……わたしがいたいのは、そっちの世界です」

　訥とつ々とつとした口調はいつものままだが、その語尾は普段より強かった。

　聖骸アルビオンを通して伝わってくる。ラニの想いは、たとえ殿下に否定されようと貫こうとするような確固たるものだ、と。

　俺たちの訴えにダメ押しをするようにクズノハは、いつもの笑い方をした。

「ここっ！　世話ないのう、ヴィクトール！　よってたかって、こんなガキどもに諭されるとは！　聞いてのとおりじゃ。ヌシらの望む世界は、ウチらにとって不要！　ここで大人しく縛につけ！」

　これだけの手勢を前にして、殿下が切り抜けられるわけがない。このまま押し込んで、終了だ。

　なのに、なんで──

　なんで、不安が消えない？

「それでも──」

　バキィッ！

　絶望を告げる、破砕の音。

　一太刀の下もと、レティシアとカノン先輩の機鎧ラウンド・ギアを弾はじき飛とばし殿下は告げる。

「決めたんだ。その日が来るまで、折れることのない剣になろうと」

　そして殿下が次に狙いを定めたのは、こちらだった。

「悪いな、少年」

　敵機が鋭く踏み込み、ゴウッ、と風を切る音とともに刃やいばが迫る。俺はとっさに斬撃を戦せん槌ついの柄えで受けるが、その重さに歯は噛がみした。

「──っ」

　まだ敵の動きは止まらない。手が痺しびれるほどの一撃を放っておきながら、さらに殿下は俺を翻ほん弄ろうするようにステップを踏む。

　戦槌を振り上げ俺は、殿下を牽けん制せい。地面を削りながら殿下はそれをかわし、横よこ薙なぎに剣を振るう。

　槌ハンマーの大ぶりじゃ間に合わない。俺はとっさに柄から手を離し、掌てのひらで刃の側面を叩たたいた。

　殿下が剣を取り落とす。よし、と俺は反撃に転じようとし──

　それすらも、殿下の計算のうちだと思い知ることになる。

　カシュン、と軽い音がする。それをきっかけに、世界がスローモーションになった。

　殿下の機体の腰パーツがパージ。短刀となったそれを殿下は、空中で逆手に握る。

　振り上げられる赤い腕。俺はそれを見上げることしかできなく、ゆっくりと刃が迫ってきて──

　振り下ろされた短刀の切っ先が、不ふ可か視しの壁ごと俺の胸を貫いた。

「──え？」

　間抜けな声が、肺から押し出された血液とともに漏もれる。ひゅーひゅーと音を立てて漏れる呼気が耳障りで、自分のものだと思えなかった。

　──なんだよ、これ？　こんなにあっさり死ぬのか、俺？

　俺の動転が影響したのか、聖骸アルビオンは形を失う。四肢が散っていき、揺りかごだけが残されて前の座席に座るラニが怯おびえた声を出した。

「え？　……ウソ、でしょ？　ちょ、ちょっと……や、やだよ。マキト、そんなの……っ！」

　まるで現実感がなかった。たぶん頭が、これが現実であることを認めようとしていないんだと思う。

　そうやって逃避した俺を置き去りにして、世界は前に進んでいく。クズノハは俺が今までに聞いたことがないような、凄せい絶ぜつな声を上げた。

「ヴィクトール！　いや！　もはやウチはヌシをヴィクトールなどとは認めぬ！　こんな短絡的な行いをするなど、あやつであってなるものか！」

　それに焚たきつけられたかのようにレティシアとカノン先輩も続く。

「殿下！　……いえ、わたくしも殿下と呼ぶのをやめさせてもらいますわ！　あなたは今、踏み越えてはいけない一線を踏み越えてしまいましてよ！」

「殿下……残念です。こうなってしまったらもう、後には引きさがれない！」

　それぞれの反応にヴィクトール殿下は、怖いぐらい落ち着いた声音で返した。

「それでいい。私に敵意を向けろ。全力で私を滅ぼそうとしろ」

　なにを言われたところで揺らがない信念。

　だが、なぜだろうか。

　殿下の声が同時に、今にも泣きだしそうに聞こえたのは。

「私情を交える隙なく、私が剣でいることを貫かせてくれ。お前らの顔は、剣であり続けるには懐かしすぎる」

「ほざけ！」

　霞かすんでいく視界の中、クズノハが殿下に躍りかかる。だがその攻撃は届かず、レティシアやカノン先輩にしても同じだった。

　クズノハたちを一いつ蹴しゆうする殿下にリアンノンは、不機嫌そうに鼻を鳴らす。

「ふん。とんだ茶番。でも、仮面をつけていてよかったわね、ヴィクトール。初めて役に立ったじゃない、それ」

「……なんとでも言え」

　あの仮面の下で今、殿下はどんな顔をしているのか。場違いにそんなことを想おもっている間にも戦局は向こうに有利に傾いていく。

「くぅ……っ」

「なんて強さ、ですの……」

「まさか……これほどとは」

　みんなが苦戦しているところ悪いが、俺の意識もどうやらここまでらしい。いい加減、目を開けているのに疲れてきた。

　思い返せばろくでもない人生だった気がする。早々に親を亡くして、苦労に苦労を重ねて教導院を目指して、しかもその末に機鎧ラウンド・ギアを動かせないなんて体質がわかって──

　でも、あいつが俺の努力は無駄じゃないと教えてくれて。

　思い浮かんだのは、一人の少女の顔。最後に一目でいいから会えないだろうか。

　そう思ってしまったが最後。腹をくくったつもりだったのに、途端に死ぬのが怖くなってきた。

　体を急に寒さが包む。それはまるで「お前はこれから独りぼっちになるんだ」と告げられるかのようだった。

　思い出される、白い景色。幼いころの記憶がよみがえる。あの時俺は死んでいるか生きているかもわからず、むしろ「もういっそ死んでしまえ」とすら思っていた気がする。

　でも、今は違う。

（ふざけるな！）

　イヤだ。こんなところで、終わりだなんて。死に抗あらがおうとするが、刻一刻と俺の体は熱を失っていく。

　その時だ。

「マキト──────ッ！」

　待ち焦がれた声が、途切れかけの意識をかろうじて繋つないだ。

　近づいてくる小さな足音。ぼやけた目に、懐かしい顔が映る。

　……ああ、そうか。

　たった数日会っていないだけで、懐かしいと思える存在になっていたんだ、こいつは。

「ラニ、どいて！」

　ククルの剣けん幕まくにラニは、あたふたと席を譲る。

「え、あ、うん。でもククル、なにを──」

「決まってる！」

　もはや何の感覚もない俺の体にククルがまたがる。俺が虚うつろな視線を投げかける一方でククルは強引に俺の体を抱き起こし──

　唇を重ねる。

　初めてしたときのようにククルは、乱暴に舌を俺の口に割りこませた。

　血の味がして気持ち悪いだろうに、懸命にククルは俺の口内を自分の舌先でなぞる。そんなククルが愛いとおしいのに俺はもう、抱きしめ返す力すら残っていない。

　ククルは唇を離し、体を起こす。唇の端から血を流して立つククルに俺は、つい見み惚とれてしまった。

　キレイだ。まるで、女神みたいに。こんなキレイな女の子が傍そばにいてくれたのだから、俺の人生もそう悪くなかったんじゃないかとすら思う。

「待ってて、マキト」

　ククルは優しく俺の頬ほおをなでると、背を向ける。

「今、あいつらをやっつける」

　ククルが聖骸アルビオンの前の操縦席に座り、機甲ガントレツトに腕を通す。俺の意志とは関係なく、見慣れた白銀の機体──〈クロウクルワッハ〉が生まれていた。

　かすれて、もはやまともに聞こえそうにない声で俺は尋ねる。

「ククル……お前、なにを……」

　続けてククルは、流りゆう麗れいな声で謡うたを紡ぐ。

「《始まりは終しゆう焉えん。生まれいずる永えい劫ごうなる回路。逆位の竜、汝なんじ、反転の牙を己おのが身に突き立てよ》」

　いつもとは似ているようで違う詠唱。

　遠くなりつつある意識が最後に認識した言葉は、ククルらしからぬものだった。

「捩ねじ切れ──〝アンリミテッドメビウス〟」

　ダメだ。

　それは違う。お前の本質は、繋つなぐことだろう？

　切っちゃいけない。繋がってなきゃ、いけないんだ。それを教えてくれたのは、お前じゃないか。

　俺はどうにかそれを伝えようとしたが──

「クク……ル……」

　ついにそれを告げることができず、俺はそこで意識を失った。





　　　◇






　目の前の変化にクズノハは瞬まばたきを忘れた。

「なんじゃ……なにが起こっておる？」

　詠士ドルイドが意識を失っても聖骸が顕けん現げんしている。異例の事態はまず、座席の前後が入れ替わることから始まった。

「マキト……いえ、ククルですの？　これはいったい……」

「なんだ、これは」

　レティシアとカノンも、見えない力に強制されるように見入る。敵は別だとわかっていながらも、『あれから目を放してはならない』と頭の中で警鐘が鳴り響いていた。

　一番近くにいるラニは、震える体を両腕でかき抱き、つぶやく。

「聖骸が、裏返っていく？」

　ラニの言うとおり、装甲が展開と反転を繰り返していく。そうして現れたのは、白銀から漆黒へと身を堕おとした〈クロウクルワッハ〉だった。

「もう、どうだっていい。わたしが誰なのかも、あなたが誰なのかも」

　ククルを知る者たちは、目の前に今いるのが本当にククルなのか疑いを持つ。それほどまでに彼女の声は普段の印象とかけ離れ、恐ろしいものに聞こえた。

「あなたがわたしを許さないように、わたしはあなたを許さない」

　向けられる殺意にヴィクトールは、声を低くする。

「備えろ、リアンノン。あれはもはや円環の竜ではない」

「それくらいわかってる！　でも……なんなのアレ？　なんとなくだけどすごく、気味が悪い。あんなおぞましい存在、初めて」

　なんなの、というリアンノンの問いにヴィクトールは、珍しく考えさせることをせず、端的に答えを告げる。

「円環の竜の逆位に存在するもの。すなわち──」

　ヴィクトールは事態の重大さを改めて認識させるように一拍はさみ、言葉に力をこめた。

「すべての繋つながりを否定する、断だん絶ぜつの竜だ」














第三章　断絶の世界






　風に乗って届いたヴィクトールの言葉を、クズノハは呆ぼう然ぜんと繰り返す。

「断だん絶ぜつの竜……じゃと？」

　目の前で起こる変化を警戒し、口を引き結んでいたレティシアはそれを開く。

「陛下から聞いたことがありますわ。ククルの生む聖骸アルビオン、〈クロウクルワッハ〉の第一術式フアーストシフトは、対象の属性を反転させるものだと」

　それだけで、クズノハには通じた。

「まさかあの謡巫女バルド……自身の性質を裏返したのか!?」

　雨を炎にするように。

　風を鋼はがねにするように。

　影を光にするように。

　ククルは、誰かと繋つながるという自分の本質を否定し、断絶の道を選んだ。

「いけませんわ、ククルッ！」

　それを理解すると、ほぼ反射的にレティシアは叫んだ。ラニも瞬時に状況を理解し、声を振り絞る。

「そ、そうだよ！　それは、使っちゃいけない力だよ！」

　本来、繋がり合うことで生まれる神の体。

　それを対極の意志で生むという外げ法ほうに、対価がないわけがない。謡巫女である二人には、それがわかってしまった。

　しかし──

「なんのことだか全然わからなかったけど、今ならわかる」

　ククルはただ、敵だけを見み据すえて声を荒らげる。

「わたしがすっきりするため、わたしはあなたに復ふく讐しゆうするんだっ！」

　全方位に向かって放たれる殺意。〈クロウクルワッハ〉が咆ほう哮こうを上げるよう天を仰ぐが、それはククルの操作ではない。

「……そうだよね。あなたも、怒ってるよね」

　ククルは自分の『子ども』に呼びかける。

「行こう──〈クロウクルワッハ・リバース〉！」

　漆黒の機体が駆ける。周囲が戦慄する中、ヴィクトールだけは深いため息をつく余裕があり、

「もはや、仲間の言葉も届かない、か」

　地を蹴り、肉薄する断絶の竜に対し鋭く声を発した。

「──来るぞ！　リアンノン！」

「あ、え、う、うるさい！　わかってる！」

　もともと俊敏な〈クロウクルワッハ〉が、さらにその速度を増している。地の一蹴りで距離を詰め、拳こぶしが届く距離になっていた。

「──ァアアアアッ！」

　怒り任せに振るわれる拳をヴィクトールは、長剣で迎え撃つ。〈クロウクルワッハ・リバース〉の腕が肘から断たれて宙を舞うが、すぐに大気中に魔素エーテルが集まって新たな腕を形成した。

　剣を振り切ったばかりで姿勢が崩れ、迎撃が間に合わない。ヴィクトールはすぐさま膝の上で抱える幻視に呼びかけた。

「リアンノン！　揺れるぞ！」

　すぐさま、衝撃が来る。〈クロウクルワッハ〉の拳が、〈ユニバース〉のコクピットを包むように展開されるバリアフィールドに叩たたきつけられ、巨体が宙を舞った。

　両足を踏ん張り、大地を削りつつ機体を停止させる。追撃の拳は切り落とさず、魔弾を斬り払う要領で刃やいばに乗せて軌道を逸そらすだけにとどめた。

　剣の切っ先で牽けん制せいするが、多少の損傷ならお構いなしにククルは踏みこんでくる。削られ、瞬時に修復される装甲にリアンノンは息を呑のんだ。

「ちょっと！　いくらなんでも再構成が早すぎるでしょ！」

「外げ法ほうの恩恵か。だが、そんな獣のような戦い方では私は倒せん！」

　すぐさま反撃をするが、ククルにもまだ攻撃を避よける理性が残っていた。ヴィクトールは即座に、ククルが自暴自棄になって突っこんできているわけではなく、避ける必要のない攻撃を見極めていると見抜く。

　どれだけ傷を負おうと、その回復の速さに任せて手て数かずで圧倒しようとするククルと、それを見越した上で至高の一撃を叩きこもうとするヴィクトール。二機のぶつかり合いを見てレティシアは、思わず戦々恐々とした声を漏もらした。

「勘弁してくださいまし……横よこ槍やりを入れる隙もありませんわよ」

　従来の機鎧ラウンド・ギアを凌りよう駕がする最新鋭の機体に乗る彼女ですらそう思う激突。そこに、時代遅れの汎はん用よう機きに乗る他の操鎧士ラウンダーたちがつけ込む隙などなかった。

　格闘戦では分ぶが悪いと思ったのかククルは大きく後ろに跳躍する。距離を取ったククルは、謡うたを口ずさみ始めた。

「《胎動する流転の力！　今ここに、断だん絶ぜつの牙として現れよ》！」

　突き出した〈クロウクルワッハ〉の腕に絡みつくように浮かぶ、光の帯。

「歪ゆがめ──〝カオスツイスター〟ッ！」

　やがてそれは、獲物に跳びかかる蛇を思わせる動きで敵の機体へと奔はしった。

「ふん！　断だん絶ぜつの竜だかなんだか知らないけど、所詮ワタシの敵じゃない！」

　不敵に吐き捨てるとリアンノンは、世界を律する管理者ダナンの力を行使しようとする。

「《歪ゆがみ乱れた秩序よ！　我が管理の下もと、あるべき姿を取り戻せ》……って、えぇ!?」

　歪んだ世界を矯正しようと不ふ可か視しの力が収束しようとする瞬間、蛇は螺ら旋せんを描く。そのまま蛇は回転の勢いを増し、強引に見えない獲物を捩ねじ切った。

　自分の〈法〉が無残に散っていくのを見てリアンノンは、動転せざるを得なかった。

「なっ……〝デフォルトワールド〟が、捩じ切られた!?」

　そんなリアンノンを叱責するようにヴィクトールは、指示を飛ばす。

「リアンノン！　階かい梯ていを上げろ！　第一術式フアーストシフトでは止められん！」

「わ、わかってるわよ、それくらいっ！」

　リアンノンは悔しそうに奥歯を嚙み鳴らすと、苛か烈れつな声で謡うたを唱え始める。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認！　〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート！　第二術式展開セカンドシフト・オープン──ッ！」

　超過駆動に伴い、機体に奔はしる魔力の光が激しさを増していく。膨ふくれ上がる光に呼応するようにリアンノンは声を荒らげた。

「《大地に眠りし巨竜よ！　今ここに、覚醒の雄たけびを上げよ！》」

　機体を包む光はやがて、その足から大地に伝わる。クズノハは賢人としての知恵ではなく、獣の勘で察知した。

「いかん！　者ども、光の線から離れよ！」

　クモの子を散らすように機鎧ラウンド・ギアの集団が逃げ出す。そんなことはお構い無しにリアンノンは力を解き放つ。

「轟とどろけ──〝グランドシェイカー〟！」

　刹せつ那な、大地が爆はぜた。

　そう思わせるほど激しい揺れがその場にいる者を襲い、大地に亀き裂れつが入る。地割れに巻き込まれそうなところを間一髪かわしたクズノハは、さらに身を翻してラニに手を伸ばす。

「掴つかまれ！」

「は、はいっ！」

　ラニが手のひらに飛び乗ったのを確認するとクズノハは蛇腹状の腕を引き戻し、逆側の肩につかまるよう促す。

「大丈夫かや？」

「あ、ありがとうございます。でも、この力って──」

　ラニは〈ヘヴィノッカー〉を生み出した日のことを思い出す。あの時も、同じ力に脅おびやかされた。

　クズノハはラニの言わんとすることを、即座に理解する。

「禍獣カラミテイと同じ力、じゃな。伊だ達てに禍獣を束ねているわけではないということか。もっとも、ハチャメチャなのはやつも同じじゃが」

　と、クズノハは視線を頭上に投じる。

　大地がどれだけ荒れ狂おうと関係ない。そう言わんばかりにククルは、地震を歯牙にもかけない位置にいた。

　宙に浮かぶ〈クロウクルワッハ〉を見て、ヴィクトールは〈回答する剣アンサラー〉の名に恥じない洞察力を見せた。

「地の束縛を捩ねじ切ったか。とんだデタラメだな」

　空中でヴィクトールたちを俯ふ瞰かんする〈クロウクルワッハ〉は、再び手を前に突き出して断だん絶ぜつの力を放つ。

「だから、なに？　その力ごとあなたを消し去るまで！」

　殺意をぶつけるククルにリアンノンは、嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「……はっ！　それでいい！　ようやく本音が出たじゃないの、偽善者！」

　哄こう笑しようするかのように──笑い声に代えてリアンノンは悪意をククルにぶつける。

「しょせん、人と人とが繋つながり合うことなんてできない！　そんな子どもでもわかる幻想に酔ってあんたが起こしたのが、あの〈大崩壊〉なのよ！」

「そう。それは、まぎれもなくわたしの罪。けっして拭うことはできない過ち」

　リアンノンの憎悪にククルは、返す言葉を持たない。

　でも、と挟んでククルは泣き叫ぶ。

「それが、マキトが死ななきゃならないこととなんの関係があるの!?」

　放たれる断絶の力が空間を埋めつくす。ヴィクトールはそれらをすべてかわし、リアンノンが宙を睨にらむ。

「いつまでも見下ろしてるんじゃないわよ。そろそろ、降りてきてもらうわ」

　唇をなめ、滑りをよくしてからリアンノンは詠唱を始める。

「《我、誘いざなうは冥府の門。深しん淵えんの王よ、彼かの者に重苦の戒めを与えよ》！」

「させない！」

　謡うたが捧ささげられる前に、力任せに捩ねじ切る。ククルは不ふ可か視しの力に〈ユニバース・アーソナ〉を次々と襲わせるが、ヴィクトールにとっては問題にするところではなかった。

　その力を使うのが人である以上、どこを狙うかは予測がつく。相手が怒りに染まって、単純な思考しかできないのならなおさらだ。

　結果、ヴィクトールはすべての断絶の力を回避し、リアンノンの術式シフトが成就する。

「沈め──〝グラヴィティプレス〟！」

「──ッ!?」

　詠唱が終わるとともに突如、地の束縛を断ったはずの〈クロウクルワッハ・リバース〉が落下する。戦況をうかがっていた機鎧ラウンド・ギアにいたっては、脚が地面にめり込み始める事態となっていた。

「機体が、重いっ!?」

「こんなことができる禍獣カラミテイ、いまして!?」

　動転するカノンとレティシアに、リアンノンは己の力を誇るように吼ほえる。

「言ったでしょう!?　ワタシの〈法〉は『世界』！　禍獣の力の再現なんてオマケ！　世界が本来持つ物理法則の支配こそが、あるべき世界の形を求めるワタシの本質よ！」

　狂奔のままリアンノンは、敵の機体に負わせる重みを増していく。

「正してあげる！　律してあげる！　管理してあげる！　ぜーんぶ、ワタシが！　だから大人しく、飼われるだけの羊に戻りなさい、地上人アリエス！」

　哄こう笑しようを上げるリアンノンをククルは、重さに耐えながら睨にらんだ。

「あなたのその傲慢さが、マキトを……っ！」

　機体にのしかかる重さをククルは、術式シフトで捩ねじ切るが、その上からさらに力を重ねられる。立っていることすらできず、機体が徐々に膝を折りつつある中ククルは、右腕に力を集中させた。

　へし折れ、それでも上がる腕。ククルはそこから断だん絶ぜつの力を放とうとし──

「これでっ！」

　その手を、横合いから別の機体の手が包んだ。

　聖骸アルビオンですら身動きが取れなくなるような重力の檻おりの中、動ける機体はない。

　ただ一機を除いて。

「レティシア？　なんで、止めるの？」

　ククルは丸々と目を見開き、「まるで理解ができない」という顔をする。レティシアはコクピットの中で、痛ましいものを見るような視線をククルに向けていた。

「ダメ、ですのよ。ククル。この手は誰かと繋つなぐもの。断つためのものじゃない。あなたの根底にある想おもいを否定しないでくださいまし」

　レティシアの言葉にククルは、不機嫌そうに目を眇すがめる。

「レティシアだって、怒ってるはずでしょ？　マキトが、こんな目にあわされているんだから」

「ええ。怒っていないはずがありませんわ。……でも、あなたはわたくしに手を差し伸べてくれたじゃないですの。居場所を求めるわたくしに、みんなでみんなを支えるようにこの世界はできていると教えてくれたじゃないですの」

　優しげな声は一転して、鋭く、同時に気け高だかいものになる。

「だからこそ、わたくしは否定しますわ！　全ての繋がりを断絶しようとするあなたも、この世界を人と人とが手をつなぐ輪ではなく、上下の繋がりにしようとする敵も！」

　清らなる盾となることを目指し、白き城じよう砦さいを胸に宿す少女は自分にその原点を思い出させてくれた友に告げる。

「あなたに絆きずなは断たせない！　それがわたくしの、『守護』という意志！　アブソリュートの名とは関係ない、わたくしだけの絶対に、絶対の想おもいですわ！」

「──」

　呆ぼう然ぜんとするククルにラニもまた、クズノハの機鎧ラウンド・ギアの肩の上から呼びかけた。

「そうだよ、ククル！　わたし、忘れてほしくない！　ククルの首にかかっている、ネックレスのことを！」

　ククルは自分の胸元で揺れる、銀の輝きを意識する。一目で気に入ったあの時は、その理由など考えていなかったが──

「ずっと、考えてた。他にもいろいろあったのになんでククルはそれを選んだのか。でも、今のレティシアの言葉を聞いて思ったんだ。ククルが好きなのは、みんなで手を取って、輪になれる世界なんだ、って」

　ククルの心の奥底に眠らせた想いが、揺さぶられる。ラニはククルが自分の本質を思い出しつつあることを確信しつつ、訴えた。

「今はまだ、ムリかもしれない。でも見たいよ、わたしは。そんな未来を」

　ラニはそう告げると「ううん」と首を横に振り、続ける。

「創ってみせる。その世界を！」

　懸命に訴える仲間たちに、ククルは戸惑いを見せる。

「なんで……？　なんで、みんな、そんな言葉をかけるの？」

　ククルの問いに二人は、ちらりと視線を交わす。

「決まってますわ」

「だよね」

　想いは繋つながっている。レティシアとラニは互いを疑うことなく、声を重ねた。

「あなたがずっと、わたくしたちを繋いできたからですわ」

「ククルがずっと、みんなを繋いできてくれたからだよ」

　その言葉にククルは、我に返る。

「繋がり……わたし、なんで、そんな大事なことを」

　ククルは自分が抱く本質を思い出し、機体が再び展開と反転を繰り返し、白銀の輝きを取り戻していく。

「マキト。……やだ。わたし、マキトと離れたくない。繋がって──」

　刹せつ那な、光が弾はじけた。

　魔素エーテルに戻り、霧消する〈クロウクルワッハ〉。あとには朽ちた揺りかごで眠る二人が遺のこされるだけだった。

　突然の出来事にリアンノンは、半信半疑で問う。

「止まっ……た？」

「無理もない。あんな外げ法ほうが長く存在し続けられるはずもない」

　目をつぶり、ぐったりとしたまま動かないククルを見てリアンノンは、おそるおそるヴィクトールに尋ねる。

「あいつ……もしかして、死んじゃったの？」

「さて、な」

　曖昧なヴィクトールの返事にリアンノンは、怒りを爆発させた。

「冗談じゃないわ！　なに勝手に死んでんのよ！　まだワタシは、恨みの一億万分の一も伝えられていないのに！　あぁっ、もう！　イライラする！　ヴィクトール！　せめて死体だけでも八つ裂きに──あ、待った！　やっぱり、わたしがこの手でやる！」

「──ッ!?」

　パートナーから告げられる言葉に耳を貸さず、ヴィクトールは反射的に身を翻した。

　彼にとっては屈辱的ともいえる行為。考えることなく、恐怖心からとっさに体が動いてしまったことにヴィクトールは歯は噛がみする。

　思考の尊さを説いてきた彼に、そんなことをさせた存在。

　それは、地面を抉えぐった魔弾だった。

「アーリー!?」

　とっさに声を上げるクズノハに、アーリーは渾こん身しんの声を叩たたきつける。

「ボサっとしてんなババア！　とっととそいつら回収して引き上げるぞ！」

「う、うむ！　わかった！」

　マキトたちが眠る聖骸アルビオンに向かってクズノハが駆けだすと同時に、ヴィクトールも動いた。

「させん！　それだけは、置いていってもらう！」

　中央の聖骸にヴィクトールは手を伸ばすが、クズノハのほうが早い。とっさにヴィクトールは狙う先を変えた。

　蛇腹構造をしている〈ギャリートロット〉の腕。その関節の継ぎ目をヴィクトールは剣で断つ。

　手首から先の感覚が消失したことにクズノハは、眉をひそめた。

「く……ッ！　一手遅れるが、やむを得ん！」

　クズノハはすぐさまテイルユニットを操り、構造を共通させるそれを切り落とされた腕に空中で再接続させた。

　聖骸からこぼれ落ちるマキトとククルの体。クズノハは二人が地面に落ちるすんでのところを、尻尾の先の手でキャッチする。

　代償に、敵は中央の聖骸を手にしていた。口くち惜おしげに聖骸を見つめるクズノハに、レティシアが声をかける。

「クズノハ様！　今は、マキトたちの安全を優先ですわ！」

「わかっておる！　皆の者、一旦退ひくぞ！」

　一斉に退いていく部隊。〈ガンドッグ〉は殿しんがりを務め、次々に足元の影から猟銃を引き抜いては相手が追ってこないように牽けん制せいする。

　執しつ拗ような銃撃に距離を詰められず、リアンノンは歯は噛がみした。

「あの黒い聖骸アルビオン、ふざけたマネを！」

「リアンノン。深追いは無用だ。中央の聖骸が手に入った以上、禍獣カラミテイを完全に制御する力を私たちは得ている。やつらを管理するのも、時間の問題だ」

　リアンノンは舌打ちをすると、不ふ承しよう不ぶ承しよううなずく。

「そうね。あなたの言うとおり。ようやくこれで、世界をあるべき形に戻せる」

〈アーソナ〉との同化が解かれる。そのままリアンノンは、中央の聖骸に向かって歩み出た。

「始めましょう。歪ゆがんだこの世界の、調律を」
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　仮の本拠地と定めた場所まで逃げ戻るとクズノハは、マキトたちを地面に下ろして声を上げる。

「衛生兵！　負傷者じゃ！　大至急来い！」

　すかさずクズノハは〈ギャリートロット〉との同化を解き、機体を駆け下りて二人に寄り添った。

「死ぬなよ、二人とも！」

　クズノハは素早く、二人の容態を調べる。呼吸と脈拍があるのを確認し、まずはほっとした。

　そこに、他の仲間たちも駆けつけてくる。

「マキト、ククル！　しっかりしてくださいまし！」

「メイフィールド、巫み女こ様！　ボクの声が聞こえるか!?」

「二人とも、お願い！　目を開けて！」

　また、駆け寄ることはないものの二人の身を案じる姿があった。

　同化を解いた〈ルヴァ〉の陰でアーリーは、怒りのぶつけどころを見つけることができず、自分の拳こぶしを見つめる。

「ふざけんなよ、南のォ。テメェには貸しがあるんだ。それを返さねェまま死ぬなんて、そんなマネ許さねェ」

「そうよ……。こんなのって、ないじゃない。あんなお人ひと好よしがあっさり死ななきゃならないなんて、あんまりじゃない」

　エセルは尻尾を垂らし、小さく震えている。死とは常に隣り合わせ──そのことは理解していたつもりだったはずだが、ここ最近の日々が幸せすぎてすっかり幸せボケしていた。

　アーリーは、手のひらに爪が食い込み、血がにじむほど固く握った拳こぶしで〈ルヴァ〉の外殻を殴った。

「クソが……オレにもっと、力があれば。尻尾巻いて逃げるんじゃなく、敵をブッ殺せる力があれば……！」

「やめなさいよ、アーリー。今さらそんなこと言ったって──」

「テメェは悔しくねェのかよ駄犬!?　オレは……オレはもうゴメンだ。こんな、みっともねェ想おもいをするのは」

　アーリーはエセルに背を向ける。どんな顔をしているかわからないが、人に見せていい顔じゃないことだけは確かだった。

　軋きしる歯の奥からアーリーは、声を絞り出す。

「力が欲しい。二度とこんなみじめな想いをすることがねェような力が……っ！」

「アーリー……」

　他人のことでここまで感情的になるアーリーを見るのは、エセルにとって初めてのことだった。また、同時にエセルの中にも今まで感じたことがなかったものが芽生え始めているのを自覚する。

　エセルはその正体をともに探ろうと、アーリーに問う。

「アタシも悔しいわよ。でも、なんで？　なんでアタシたちがやられたわけじゃないのに、こんなに悔しいの？」

「そいつぁ……テメェ」

　アーリーもエセルと同じく自分の感情を把握しきれていないのか、口ごもる。苦虫をかみつぶしたような顔で黙りこむアーリーにエセルは、さらに問いかけた。

「信じられないかもしれないけど……アタシ、あのお人好しに影響受けてるのかしら？　このアタシが、『仲間をやられて怒ってる』なんて……そんな、らしくもないこと思ってるのかしら？」

　それを遮るようにアーリーは吐き捨てる。

「いちいちうるせェな。ンなこと、どーだっていいだろうが。ムカついてるからブッ殺す。借りは返す。徹底的に。それで十分だ」

「アーリー……」

　わからない。不安になりそうになるが、不思議と固まる決意がある。

「そうね。とりあえず、借りは返してやらなくちゃ」

「……駄犬？」

　血のにじむアーリーの拳こぶしをエセルは、両手で包みこむ。

「敵がなに考えてるとか、世界がこれからどうなっちゃうのかとかアタシは全然わかんないけどさ……アタシにはたった一つだけ、全世界に向かってでも自信を持って言えることがある」

　それは、エセルにとって絶対の想おもい。

　決して何者にも侵されることのない彼女の聖域であり、笑顔で告げるのにためらいはなかった。

「アンタのパートナーはアタシ。アタシのパートナーはアンタ。二人で一人。お互いがそろうことで初めて、力を発揮できる。だからアンタは、アタシが傍そばにいる限り胸を張っちゃいなさい」

　左右に揺れる尻尾を見てアーリーは、相そう好ごうを崩す。それまでの物々しい雰囲気は風に吹き飛ばされたように消え去り、いつものシニカルな笑みが彼の顔に戻る。

　アーリーは、自分の拳を包むエセルの手を振りほどくと、それを彼女の頭に乗せた。

「二人で一人じゃねえ。一人と一匹だろうが駄犬」

「だーっ！　だから、イヌじゃないって言ってるでしょ！」

　眉をつり上げて言い返すが、頭を撫なでられる感かん触しよくについ和んでしまう。イヌ耳をぴくぴく動かし、「わふん」と意識しない声が漏もれた。

　手のひらを伝うぬくもりにアーリーもまた、自分の原点を思い出す。ウィンザーという、人間が生きづらい土地に生を受けて、それでも今まで生きてこられたのは目の前の少女のおかげだった。

「やるぜ、駄犬。この借り、あの赤いのにきっちり返してやろうぜ」

「当然」

　二人の眼光は鋭く、北に向けられる。

　それは、獲物を見み据すえる狩人かりゆうどの目だった。
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　マキトたちの応急処置の後、一行はより設備の整った病院を持つ街まで引き返すことになった。

　深夜。宿の一室にノックの音が響く。

「クズノハ様。よろしいでしょうか？」

「入れ」

　ドアが開き、ウィンザー軍の軍服に身を包んだコボルトの少女が部屋の中をうかがう。その首には、彼女が衛生兵であることを示すドッグタグがかかっていた。

　疲労の色が濃い声で、クズノハは問う。

「やつらの容態は？」

「女の子のほうは、疲労が深刻なだけでそのうち回復しそうです。けれど──」

　口をつぐむ衛生兵にクズノハは、気力のない声で促す。

「遠えん慮りよするな。なにを聞こうが、これ以上は落胆せぬわい」

　衛生兵は深く息を吸って自分を落ち着かせると、静かに語りだす。

「聖骸アルビオンという神の加護でしょうか……驚くべきことに、傷は塞がっています。ただ、出血による体力の低下が著しくて、このままでは時間の問題かと」

「そうか」

　物憂げにつぶやくとクズノハは、衛生兵に向かって告げる。

「ご苦労。下がってよい」

「はい」

　衛生兵が退室し、ドアが閉まる。クズノハが小さくため息をつくと、テーブルを挟んで向かい側にいたオリヴィアが口を開いた。

「クズノハ様。たしかクズノハ様の昔の論文に、魔力を生命力に変換する、というものがありましたね？」

　オリヴィアがなにを提案しようとしているのかは質ただすまでもない。クズノハは力なく首を横に振った。

「たしかにあるが……あれは、ダメじゃ。結局、成功率が低く実用に足るようになるまでには至らんかった」

　その答えにひるまず、オリヴィアはさらに問う。

「成功率が低いということは、ゼロではないということですね？」

　クズノハを見み据すえる視線はまっすぐで、迷いはない。その意志は固く、ちょっとやそっとのことでは曲がりそうにない。

　クズノハは呆あきれて、頭をガシガシと掻かいた。

「まったく、ヌシらは兄妹きようだいそろって」

「兄妹？　もしかして、やはりマキトの体質は兄様が？」

「ああ、小僧の体質を最初に検査したのはヌシじゃったな。ならば知っているのも道理か。ま、察しのとおりよ。十二年前、ヴィクトールもヌシと同じ選択をとっておった」

　苦々しい顔で言葉を吐くクズノハに、オリヴィアは顔をほころばせた。

「それはなんとも、嬉うれしい限りですね」

　オリヴィアの反応にクズノハは、目をぱちくりとさせる。

「嬉しいとはまた、異なことを言う。なにゆえ、じゃ？」

「兄様がいなくなったとき、私はまだ幼くて兄様の記憶はほとんどありません。周りの方々から聞く話は、ほとんどが実感のないものでした。……けど、やはり血を分けた兄妹きようだいなんだと、そんな気持ちです」

　オリヴィアは改めて深々と頭を下げ、クズノハに請う。

「ならばこそ、お願いします」

　クズノハは自分の記憶にあるオリヴィアと目の前の少女を重ねる。ヴィクトールの葬儀の際、死を理解できる程度には大人で、それを受け入れられない程度に子どもだった彼女は、ずっと泣いていた。

　跡取りがこれで大丈夫なのか、ペリクリーズも王制を廃止する日が近づいてきたか、などと余計な心配をしたものだった。だがクズノハは、それが杞き憂ゆうであることを知る。

　英雄の資質に意志を挙げる女王は、自身もまた意志によって女王であった。

　クズノハは目の前の少女にかつての盟友、南の賢人と呼ばれた少女の面おも影かげを見る。

「本当に、見違えるほど大きくなったのう」

　一いちか八ばちかの賭けではない。この少女の意志が必ず、マキトを救うと確信してクズノハは立ち上がる。

　萎なえかけた気力が戻ってくる。クズノハは薄い胸を反らし、自慢の尻尾をユサユサ揺するとオリヴィアに笑みを向けた。

「手伝え。準備を整える」

「はいっ」

　まだ負けたと決まったわけではない。かつて天に抗あらがうと決めた日と同じ気持ちを思い出し、東の賢人は悪あがきを始めた。
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　作業はオリヴィアが思っていたより大がかりなものとなった。

　兵士たちの手も借りて機鎧ラウンド・ギアのパーツをいくつか拝借、それをマキトの眠る病室に運び込んでクズノハは装置を組み立てていく。

　そんな中、慌ただしくクズノハの指示を受けるだけだったオリヴィアが、ふと手を止めた。

「待ってください、クズノハ様」

「ぬ？　なんじゃ、一刻を争うこの状況で」

　クズノハが向ける訝いぶかしげな視線を意に介さずオリヴィアは、回路の一点に視線を注ぎつつ、途切れ途切れに声を漏もらす。

「実は、ペリクリーズの学会で、新しい理論が、発表されていまして」

　口に出しながら考えをまとめる。同時に、最新の学説を他国の人間に教えてしまっていいものかという疑問が湧いた。

　迷いを刹せつ那なのうちに吹き飛ばす。クズノハが国同士の協調を唱えた今、もはや国がどうとか言っていられる事態ではない。

　緊張と興奮。二つが入り混じった声音でオリヴィアは告げる。

「治せるかもしれません。マキトのケガだけでなく、その特殊な体質までも」

　クズノハの目が見開かれる。大きな紫色の瞳にオリヴィアを映し、クズノハは尋ねた。

「詳しく話してみよ」

「ええ。というのも──」

　オリヴィアは口頭の説明と図示を交えて、できるだけ簡潔に自分が思いついたことをクズノハに伝えようとする。マキトの命がかかっている今、説明に時間を取られてはいけない。そんな焦りを抱えながら説明を終え、オリヴィアは教官にレポートの出来をうかがうような視線をクズノハに送る。

「どう、でしょうか……？」

　クズノハはため息とともに、結論を告げた。

「盲点じゃったな。そんな手があるとは」

「では」

　期待をこめたオリヴィアの視線に、クズノハはうなずく。

「うむ。その案、採用じゃ。時間のロスはあるが、それを補って余りある見返りがある。作業のペースを上げるぞ、オリヴィア！」

「はい！」

　一秒も無駄にできない、と研ぎ澄まされる神経。二人はまるで、長年連れ添ったパートナーであるかのように、言葉も交わさず作業を進めていく。

　完成形を示せば、おのずとそこに向かうための最短ルートが見えるもの。二人はかみ合った歯車のように、加速していく。

　瞬またたく間まに作業は進み、オリヴィアが最後のパーツをはめる。組み上がった回路をしげしげと見つめ、オリヴィアは脱力した。

「完成……ですね」

　疲労の色が濃いオリヴィアの呟つぶやきにクズノハも、口元をほころばせる。

「うむ。これならば、かつてヴィクトールがありあわせの機材で行った施術よりよっぽど成功率が高かろう」

　一転して、クズノハの表情に緊張感が表れた。鋭く、しかし案じるような視線がオリヴィアを射抜く。

「それでも、絶対とは言い切れぬ。言い切れるようだったらウチはこの研究を凍結させたりはせぬ。取りやめるなら今のうちじゃぞ？」

　クズノハの問いにオリヴィアは、すぐさま首を横に振る。

「いえ……退ひきません。お願いします」

「ま、ヌシのことじゃ。そう言うじゃろうのう」

　クズノハは小さく肩をすくめる。オリヴィアが装置の座席に座り、両腕を機甲ガントレツトへと通すとクズノハは、いよいよ装置を起動させる。

「では……ゆくぞ！」

「──ッ」

　唇を引き結び、オリヴィアは覚悟を決める。

　同時にオリヴィアの意識が、白い世界に呑のみこまれた。




　──

　────

　────────

　────────────────

　どれだけの時間が経たったのか。

　オリヴィアが意識を取り戻すと、水中にいるような息苦しさを感じた。ほどなくしてその意識は浮上していく。

　水面に顔を出して空気を求めるように、オリヴィアは目覚めると同時に息を吸い込んだ。

　目を開き、見慣れた天てん蓋がいが瞳に映る。体に馴な染じんだ寝具に包まれているのはほっとすると同時に、「なぜここに？」という疑問をオリヴィアに抱かせた。

　その答えを出すよりも早く、カーテンの向こうにあった影が飛び込んでくる。

「陛下！　気がつきましたか！　よかった……っ！」

「あれ……あなた、なぜここに？　王都に帰ったはずでは？」

　オリヴィアの侍従は一礼すると、やや早口で答えた。

「事態が逼ひつ迫ぱくしていますので、端的に状況を説明させていただきます。クズノハ様の施術より、すでに三日が経過。その間に禍獣カラミテイの活動が活発化し始めたため、それぞれの国に戻り迎撃の態勢を整えることとなりました」

　逸はやる気持ちを整えるように侍従は一拍はさみ、続ける。

「ペリクリーズ領内でも現在、各支部との連携の下もと、被害を最小限に抑えるよう奮戦中。今のところ、凶報は届いておりません」

　その報告にオリヴィアは胸をかき乱されるような、一安心するような複雑な気分になる。禍獣の動きが活発になったというのは気がかりだが、大きな被害が出ていないのは幸いだ。

　ならば、もうひとつ気になることがある。

「施術の結果は？　マキトは──南の詠士ドルイドは助かったのですか……？」

「ご安心ください」

　侍従はオリヴィアの手を自分の両手で包みこみ、告げる。

「『ようやった。ヌシは務めを果たした。後はゆっくり休むがよい』──クズノハ様から、そうお言こと伝づていただいております」

「そう……ですか」

　今度こそ、オリヴィアの顔が緩んだ。自分のなすべきことをなしたのだ、という達成感に思わず目を細めてしまう。

「繋つないだのですね、私は、確かに、彼に」

　その感じ入ったような声音に侍従も、つい胸の奥底が熱くなった。

「ええ。ご立派に繋ぎましたとも」

　オリヴィアはその声を耳にしながら、瞼まぶたを閉じて二つの顔を思い浮かべる。

「後はよろしくお願いします、マキト。私の意志を、どうか兄様にも」
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　目を覚ますと、見慣れない天井が映った。

「……どこだ、ここ？」

　ぼうっとしてつぶやく。部屋は白く、無機質でなにも特徴がない。少なくとも俺はこの部屋に見覚えがなかった。

　だがベッドの横には、見慣れた顔がそろっていた。

「マキト……っ！　目を覚ましましたのね!?」

　目じりに涙を浮かべる少女は特徴的な、くるくると螺ら旋せんを描く髪形をしていて、

「マキト、平気？　ごめんね、ごめんね。わたしが、不ふ甲が斐いなかったから」

　三角耳の異族デミヒユーマンもやはり、涙目で謝ってくる。

　俺は入院患者が着ているようなガウンに包まれた体を起こすとその少女──ラニの頭に手を伸ばして、わしゃわしゃと撫なでた。

「いや、なんか知らないけど……生きてるのか、俺？」

「……マキトぉ」

　えぐっ、としゃくりあげてラニは、俺の体に抱き着いてくる。一方でレティシアは俺をいたわるように、問うてくる。

「体は大丈夫ですの？」

「ああ。なんともない。むしろ、調子がいいような」

　初めての経験で表現する言葉に迷うが……そう、体についていた重りを外したような、爽快な気分だった。まさか死にかけたことで、こんな効能が出るなんて。

「ところでここ、どこ？」

「ペリクリーズ軍の病院ですわ。あの後、敗走して王都まで戻ってきましたの。クズノハ様や東の聖骸アルビオンの乗り手たちも、いったん東に戻るとか」

　レティシアの解説でなんとなく現状を理解する。

　だが、やはりまだ情報が足りない。

「俺が意識を失った後、どうなったんだ？」

「なんと言ったものでしょうかね。あれこれ起こったような、さほど言うべきこともないような」

　腕組みをして、首をかしげるレティシアはおもむろに立ち上がり、

「ま、詳しいことは彼女に訊いてくださいまし」

　横にあったカーテンを引く。

　そこにあったのは、懐かしい顔だった。

　透き通るような銀髪。雪の精を思わせる少女に俺は、口を開く。

「ククル」

「──マキト」

　胸がいっぱいになってしまって俺は、言葉に詰まる。その間にレティシアとラニは、そそくさと移動した。

「空気の読める女なので野や暮ぼはいたしませんわ。それでは、ごゆっくり」

「分をわきまえる……ってわけじゃないけど、ここはククルに譲るよ」

　含みのあることを言い残して二人は、部屋を去る。引っかかるところもあったが俺は、体を起こしてククルと向き合った。

「よかった。無事だったんだな」

　ククルはなにやら怒っているような喜んでいるような複雑な顔を見せると結局、むすっとした半はん眼がんになった。

「それは、こっちのセリフ。覚えてないの？　死にかけてたっていうか……うん、一度、ほぼ死んでたこと。わたし、すっごく心配した」

　そうか。たしかに、ククルにしてみれば俺が呑のん気きに思えるか。

「ああ、それはもちろん覚えてるよ。めちゃくちゃ怖かった」

　あの時の寒さは俺の体に刻まれている。

　だけど──

「まだ、生きてるからさ。それで、許してくれ」

　死にかけた自分が情けなくて、苦笑いでそう請うしかない。そんな俺にククルは、ベッドから飛び出し、

「うん。許す。──ううん」

　感極まったように、俺の肩に額を預けて告げた。

「生きていてくれて、ありがとう」

　嗚お咽えつ交じりに震える声が、改めて俺がどんなに呑のん気きだったか思い知らせる。ククルの泣き声は、もし俺が逆の立場だったら、ということを嫌でも思わせた。

　その時感じた寒気は、自分が死に瀕ひんした時以上だった。だからこそ、俺は実感する。

　今、こうして自分がここにいられる意味を。

　俺が生きていることを、こんなにも喜んでくれるやつがいる、ありがたさを。

　胸の奥が熱くなる。たまらず、ククルの体を抱き返した。

「こっちこそ、ありがとう、だよ」

　自分が今、ここにいられることを感謝する。俺が生きているのはきっと、偶然でも幸運でもない。俺を生かそうとしてくれたみんなの意志があってこそのものなのだろう。

　失いたくない。この温ぬくもりを。この繋つながりを。

　失って、なるものか──腹の底から強く、強くそう思った。

　もう二度と、あんな無様は晒さらさない。そう誓うと同時に、なぜ自分が今ここにこうしていられるのか気になった。

「レティシアたちにははぐらかされたんだけど、俺が意識を失った後、なにがあったんだ？」

　ククルは、気まずそうに唇を嚙む。しかしだんまりを決め込むのを良しとしなかったのかやがて、訥とつ々とつと口にしだした。

「わたしが使っちゃ、いけない力を使った。もう繋がることなんかどうでもよくなって、あいつらをやっつけるためだけに力を振りかざして……でも、レティシアとラニが思い出させてくれた。繋がることの、大切さを」

　ククルはそのまま、怯おびえるような目を俺に向ける。

「マキト……幻滅、してる？　わたし、あれだけ偉そうに繋がることについて語ってたのに、結局はそれを否定するような暴走して、挙句、みんなに止めてもらって……」

　不安を抱くように小さくなるククルが、どうしようもなく愛いとおしくなった。

「そんなわけないだろ」

　ベッドから体を起こし、ククルに近寄る。一刻も早く──言葉を尽くすよりわかりやすい方法で、俺がククルを大事にしているということを伝えたかった。

　ククルの小さな肩を抱き寄せる。そんな俺にククルは、震える声で告げた。

「あ、あの……マキト。嬉うれしいけど、その、そういうの、控えてほしい」

「え？」

　ククルの顔はじわじわと赤くなり、やがて耳まで真っ赤になった。

「なんか、記憶が戻ったせいか……自分が今まで、どれだけ恥ずかしいことやってたかって理解して、穴があったら入りたい気持ち……」

　ゆっくりと、抱き寄せた体を離す。顔を覆うククルに俺は、恐る恐る尋ねた。

「嫌、なのか？」

「嫌じゃない！」

　ククルは顔を覆ったまま、蚊の鳴くようなか細い声で続ける。

「その、嫌じゃないけど……なんというか、恥ずかしい、みたいな。ご、ごめん。ずっと、子どもみたいに、我がままで振り回して。わたし、本当はもっともっとお姉さんのはずなのに」

　なるほど。たしかに生きている年月を考えれば、ククルは『お姉さん』どころじゃない歳としのはずだ。

「えっと……つまり、それじゃ俺は、ククルを年上っぽく扱うべきなのかな？」

「それは嫌。今まで通り、髪を梳とかしてほしいし、手を引っ張ってほしい」

　即答された。結局のところ、どうしろと？

　俺が真顔で固まっていたからか、ククルはますます恥ずかしそうに小さくなる。

「あぅう……ご、ごめんね？　面倒くさい女で」

「別に、そんなことないけど」













　よくわからないけど、別にこれからもずっとわからないままではない。そう知っているから俺は気楽に返す。

「また、ちょっとずつ理解していくさ。お前がどう接してほしいか。お前がなにを望んでいるか」

　俺の答えにククルは、くすっと肩を揺らした。

「マキトらしい」

　やっと笑ってくれた。それにつられて、俺の顔もほころぶ。

　だが、浮かれてばかりはいられない。俺は、問うべきことを問うた。

「ククル。記憶が戻ったってことは……その、本当なのか？　リアンノンが言っていたこと」

　ククルは俄にわかに顔を引き締め、うなずく。

「──うん。わたしはたしかに六〇〇年前、支配という体制に疑問を覚えて地上に降りた。そして造らせたのが〈審判の獣パニツシユメント〉や中央の聖骸アルビオンと呼ばれるものの複製──四機の聖骸」

　やはり、そうなのか。リアンノンの言っていたことは逆恨みでも勘違いでもなく、事実なのだとククルの口から告げられてしまい俺は、真実を受け入れざるを得なくなってしまう。

　ククルも自分の罪を認めているのだろう。罪に苛さいなまれるかのように、毛布を強く握った。

「その際、わたしは条件をつけた。人と人とは繋つながれるってことを忘れないように、本来は一つだった座席を二つにしたの」

「それがあの、『こづくり』か」

　なるほど、と納得する俺にククルは、顔を赤くして言い返す。

「い、言い訳させてもらうと、『こづくり』ってシステムの発案はわたしじゃない」

「じゃあ、誰が？」

　ククルは気まずそうに視線を逸そらすと、ぼそっとつぶやく。

「……オリヴィア・ペリクリーズ一世」

「え？」

　ククルは、やはり顔を伏せたままごにょごにょと口を動かした。

「つまり、ペリクリーズの初代女王。ペリクリーズって国の、創始者」

「……」

　俺は思わず、返す言葉を失った。

　こう言ってはなんだが……なにやってるんですか、初代様。

　俺がそう思っているとククルは、今まで見せたことのないような儚はかなげな顔をした。

「本来なら気持ちが同じだけで生めるようになってたんだけど、あの子がものすごく一生懸命かつ真剣に『こづくり』の重要性を唱えるものだからわたしも『地上人アリエス代表の言葉だし』って自分を納得させて、『こづくり』を聖骸アルビオンのロック解除の条件にするため複雑な改造加えて……地味に苦労した」

「た、大変だったんだな……」

　珍しく愚痴らしいものを吐くククルに俺もつい、同情してしまう。

　かと思いきや一転してククルは穏やかな表情になった。

「思い出したから言えるけど今のオリヴィア、その初代オリヴィアにそっくり。初代は、今のオリヴィアに輪をかけて女王らしくなかったけど」

　ククルは、自分の思い出を手探りするように、たどたどしく言葉を紡いでいく。

「わたしに一面の麦畑を見せて、自分も手伝ったんだって自慢して……この麦が、嵐とか冷害とかに踏みにじられることなく、みんなに食べてもらえる世界にしたいって、そういう事を言える子だった」

　ククルの口ぶりだけで俺は、この国の始祖の人柄が想像できた。

「そっか。……うん、陛下の先祖らしいな」

　ククルはそれからも、自慢げに話す。

「わたしの一番の友達で……だからわたしは最後、わたしの眠る中央の聖骸をあの子に託したの。あの子のおかげで中央の聖骸は悪用されることなく、リアンノンが目覚めるまでわたしは眠り続けていられた」

　今はもういない友人を偲しのび、ククルは遠くを見るように目を細める。その穏やかな横顔から二人の仲の良さが伝わってきたが、だからこそ疑問に思う。

「でも、なんで眠る必要があったんだ？　そのまま、初代陛下と暮らすことだってできただろ？」

「今回みたいなことが起こる可能性を、捨てきれなかったから。もし管理者ダナンの生き残りがいたら、止めなきゃいけない。そのために永遠の命が必要だった。そう……精霊種っていう存在になることが。聖骸には、その機能もあるの」

　ククルは決意を新たにするように、拳こぶしを固める。

「あの子には悪いけど……止めなくちゃならない。もう、あんな世界にしちゃいけない。わたしのせいで失われた命があるのなら、なおさら」
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　北の地でリアンノンは、中央の聖骸から降りるとその朽ちた揺りかごのようなものを思い切り蹴飛ばした。

「あいつ！　オリジナルにまでこんな改造して！　ほんっと、イライラする！」

　とても世界を統すべる管理者としてはふさわしくない振る舞いに、いつもは静観するばかりのヴィクトールもさすがにいい顔をしなかった。

「リアンノン、やめないか。それが神の亡なき骸がらではなく、敬意を払うに値しないものだとはわかっているが、それを抜きにしても今のお前は見苦しい」

「はぁ!?　見苦しいですって!?　あんた、地上人アリエスの分際でなに言ってるのかわかってる!?　ワタシが本気を出せば、あんたなんて消し炭にできるのよ!?」

「やってみろ」

　ヴィクトールは仮面を外すと、リアンノンの金切り声に臆することなく進み出る。

　その視線は彼の異名通りの冷たさと鋭さを併せ持っていた。

「お前の力は、私がいてこそのものだ。私を失った瞬間、お前はただの小さな禍獣カラミテイに成り下がる。違うか？」

　図星であり、リアンノンはなにも言い返すことができない。彼女が人外の力を持っていようと、あくまでもそれは人の姿をしているにしては、だ。単純な戦闘力ではただの禍獣にすら劣るだろうことは、試してみるまでもなくわかっていた。

「だがそれは、私にとってもお前にとっても本意ではない。お前の目的に合わせて私も、この身を剣へと変えた。律し、管理し、断罪するだけの存在になろうと」

「──ッ！」

　不意に身を抱き寄せられリアンノンは体を硬くする。ヴィクトールはただの少女のような反応をするリアンノンの顎あごに手を添え、持ち上げた。

「必要とあらば、するだけだ。違うか？」

　答えを待たずヴィクトールは、自分の唇をリアンノンのそれへと重ねる。

　一瞬だけの接触の後、リアンノンはヴィクトールの体を突き飛ばした。

「なんて屈辱……っ！　ワタシが、よりにもよって地上人なんかと！」

　袖でごしごしと口元をぬぐう。それはヴィクトールも同じことだった。

「ちょっと！　あんた、なんで口元ぬぐうのよ!?」

「お前も同じことをしていただろう？」

　ヴィクトールは道化師めいた仮面をかぶり直して尋ね返すが、そのおちょくっているような顔が余計にリアンノンを苛いら立だたせる。

「ワタシはいいに決まってるでしょ!?」

「わけがわからん」

　まともに取り合うのも馬鹿らしいと、ヴィクトールはコクピットに向かう。軽やかな身のこなしで乗りこむヴィクトールと対照的にリアンノンは、必死でよじ登る必要があった。

　機甲ガントレツトに両腕を通し、意識を研ぎ澄ませる。イメージするのは剣。ヴィクトールが幼少のころから思い描いていた、一振りの大剣だ。

　それに伴って、朽ちた揺りかごが淡い輝きに包まれていく。化石の様な色合いは徐々に燃え上がるような緋ひ色いろに染まり、そこから一気に四肢が形成される。

　ガンッ！　と、二本の脚が重い音を立てて地に降り立つ。伸びた指を握りしめてヴィクトールは、機体との一致を確かめた。

　正面から両側へと、次第に開いていく視界にヴィクトールは己おのが子どもの身を映す。生物と甲かつ冑ちゆうの中間を思わせる生々しさ。肩の意匠は〈ユニバース〉のそれとやや違い、背中側に向かって翼めいて伸びるようになっていた。

「興味深いものだな」

「なにがよ？」

　不機嫌そうに尋ねるリアンノンにヴィクトールは、厭いや味みではなくただ感心するように告げる。

「こんなに反発していても繋つながれるということが、だ」

　ヴィクトールの言葉にリアンノンは、あからさまに呆あきれたような表情をした。

「あんた、バカじゃないの？　向かい合うだけが繋がりじゃないでしょ」

　リアンノンの考え方はヴィクトールにとって興味深く、彼は黙って耳を傾けた。

「背中合わせで支え合うときだってある。そんなこともわからないから、あんたたちはワタシに管理されるべきなのよ」

　癇かんし癪やく持ちで短気、我がまま、傲慢。数え上げればきりがない欠点を持つリアンノンが当然のような顔で自分を諭している。

　その事実にヴィクトールは、仮面の下で小さく笑った。

「ふっ……そうか。一理ある」

「一理どころか万理あるわよ」

　議論はここまで。いっさいの興味を失ったかのようにリアンノンは促す。

「さ、行きましょう。もはやこれは〈ユニバース〉じゃない。せっかくだから、名乗ってあげようじゃないの」

　世界全体に告げるようにリアンノンは天に向かって吠え、

「〈審判の獣パニツシユメント〉として、これからあんたたちを管理してあげる！」

　その瞬間、世界は姿を変えた。
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　稲いな光びかりが走り俺は、反射的に窓に視線をやった。

　数秒遅れて雷鳴がとどろくと、それを合図にしたように風が強くなり始める。

　嵐の訪れにククルは、神妙な顔になった。

「始まった」

「始まったって……なにが」

　俺の問いにククルは、毛布を握った拳こぶしを小さく震わせる。

「中央の聖骸アルビオン──〈審判の獣パニツシユメント〉と呼ばれていたものの再起動」

　ククルの言葉は、まだ不完全で不安定だったリアンノンの力が、本来の性能を取り戻したことを意味していた。

「今度こそ禍獣カラミテイは完全な統括の下もと、この世界を管理するための道具になった。けど、リアンノンがわたしへの復ふく讐しゆうを諦めるとは思えない」

「私し怨えんのために、禍獣を使うっていうのか」

　禍獣の力は嫌というほど思い知らされている。あの暴威を、人の知で制御して兵器として使われたら──

　俺と同じ想像をしたのだろう。ククルは焦燥を募らせるように早口になった。

「はやく、王都を出なきゃ。みんなが巻きこまれる前に」

　立ち上がろうとするククルを、俺は制する。

「そうは言うけど、どうするつもりだよ？　聖骸がない以上、出ていったところで抵抗もできずに殺されるだけだろ」

「それは……」

　ククルは目を伏せて言いよどむ。やっぱり、なにも考えていなかったか。

　とはいえ、俺にも妙案があるというわけではない。聖骸を失った今、どうすれば勝てるだろうか。あの二人に──

　考えていると、ノックの音が響いた。振り返り、「どうぞ」と答えるとドアが開く。

「やあ。目を覚ましたと聞いたが、体調はどうだ？」

　意外なことに顔を見せたのは眼がん帯たいで顔の半分を覆った細ほそ面おもての中年──元げん帥すいだった。俺は畏かしこまって、頭を下げる。

「元帥っ？　いや、なんというか、すこぶる調子はいいです」

「そうか。ならさっそく、話がある。まずは着替えたまえ」

　と、いったん退室する元帥。俺はベッドの横にたたまれて置いてあった、教導院の制服を広げる。胸を貫いた穴はなく、布からは新品特有の匂い。レティシアあたりが用意しておいてくれたのだろうか？

　背後で「シャーッ」とカーテンが閉まる音がする。向こうで動く影を見て、俺はしみじみと実感した。ククルはもう、俺の前でおおっぴらに着替えてくれないのだと。

　寂しい気もするが、ククルが普通の女の子になったみたいで逆に身近に感じられた。俺はさっさと自分の身支度を済ませ、ククルが着替え終わるのを待つ。

　やがて、さっきと同じカーテンがスライドする音が背後からした。振り返るとそこには制服姿のククルがいて、俺たちは並び立って部屋を出る。

　ドアの脇で暇そうに義手をもてあそんでいた元げん帥すいに俺は、声をかけた。

「お待たせしました」

「では、行くか」

　元帥は寄りかかっていた壁から体を起こすと、歩き出す。元帥の一歩後ろについて歩きながら、俺は問うた。

「ところで、話ってなんですか？」

　元帥は振り返ることなく、軍ぐん靴かが床を鳴らす音に混じえて答える。

「仕事の話だ。まったく。ザジのやつもなにを考えているのだろうね。一国の元帥を使いっ走りにするなんて」

　半分ぐらいは愚痴で、結局のところなんの用事かはわからない。ククルにアイコンタクトで「わかった？」と尋ねるが、小さく首を横に振るだけだった。

「えっと……ラニの親父おやじさんが呼んでる、ってことですか？」

「たまたま手が空いていたのが私だけでね。みんなてんてこまいで、軽く疎外感を覚えたよ。こういうとき、事務方は肩身が狭い」

　元帥が俺たちをつれてきたのは、ペリクリーズ王国軍の格納庫ハンガーだった。元帥の言うとおり、てんてこまい。あっちこっちから怒号が飛び交う中、慌ただしく動き回っていたドワーフの男、つまり元帥を使いによこした張本人、ラニの親父さんは足を止めた。

「来たか。体は？　聖骸アルビオンには乗れるのか？」

　矢継ぎ早に問われて戸惑ったが、俺はかろうじてうなずく。

「は、はい。でも、俺の体はなんともなくとも──」

　答えている間に、それが目に入った。

　ラニの親父さんも、それを示すように顎あごをくい、と上げる。

「修復、終わったぞ」

　三日月を思わせる、色あせた揺りかご。

　聖骸が、俺たちの目の前にあった。
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「これ、って……」

　目の前のものが信じられない、と俺は目を見開く。

　ラニの親父おやじさんは疲労の色が濃いのか、たたらを踏んで聖骸アルビオンの外殻に手をつく。倒れるにはまだ早いと言わんばかりに両足に力をこめ、前髪越しにこちらを見み据すえた。

「お前たちが以前、鹵ろ獲かくした聖骸だ。陛下の依頼でずっと修復作業をしていたが、それがやっと完了した」

　ウィンザーで行われた会談の際、クズノハが言っていたことが真実ならばこれこそが南の聖骸、〈ユリゼン〉。

　その目の前に俺が連れられてきたということは──

「これに……俺が？」

「お前以外の誰がいる」

　ぶっきら棒に告げる声が遠い。俺が半信半疑で元げん帥すいを振り返ると、「ニィ」と渋い笑みを返された。

　俄にわかには信じられず棒立ちのままの俺の肩が両側から叩たたかれる。元帥、ラニの親父さんと視線を動かす俺に二人は、声を重ねる。

「「頼んだぞ。南の詠士ドルイド」」

　以前、俺に詠士の資質を問うた二人が俺に聖骸を託した。

　その事実が、意味が、ようやく俺の胸にしみこんでいく。返事をする俺の声は、自然と大きくなった。

「──はいっ！」

　高揚する俺と対照的に、元帥は切なげにぼやく。

「さて……また私は暇なオッサンに戻ってしまったな」

　なんと声をかけていいものか迷ったが、俺より先にラニの親父さんが、いつもどおり言葉少なに促す。

「クリフ。向こうに新しい義手がある。動作確認しろ」

「ほう？　お前が作ったものかい？」

「小耳に挟んだ。今の義手が不満だと」

「なるほど。それでは、ラニには悪いがちょっと試させてもらおうか」

　やることがあるのが嬉うれしいのか元帥は、うきうきとした足取りで指定された場所へ向かう。その背にラニの親父さんは、意外な言葉を放った。

「一段落ついたら一杯付きあえ。店はお前に任せる」

　元げん帥すいは振り返り、片方だけの目を見開く。前髪で目元を隠し、口をへの字に引き結んだラニの親父おやじさんは相変わらずなにを考えているかわからないが、大人同士で通じることもあるらしい。元帥は、すぐに稚気のある笑みを浮かべた。

「ああ。と言っても、いつもの店でいいか？　たまたま居合わせることはあっても、一緒に呑のむことはなかっただろう？」

「構わん。俺は忙しい。仕事に戻らせてもらう」

　と、ラニの親父さんはまた、怒号の嵐が飛び交う中に向かっていく。その姿に元帥は、心底おかしそうに肩を揺らした。

「まさかあいつに、呑みに誘われるなんてね。人間、いくつになろうが成長できるものだと思わないか、詠士ドルイド殿？」

「は、はぁ……」

　話を振られても俺はよくわからず、きょとんとしたまま。そんな俺の様子すら楽しむように元帥は、ニヤニヤする。

「あいつなりに歩み寄ろうとしているのさ。くくっ、これからどんな試し行こう錯さく誤ごがあるのか見ものだな」

　そこまで言われて俺は、やっと理解する。

　人と人とは繋つながれない。腹を割って話した仲でも、わかりあえることはないという主義を貫いていたあの人が、変わろうとしていることを。

「さて、それじゃあ頼んだぞ。詠士殿、謡巫女バルド殿。この国を……いや、この世界を」

　元帥はそう言い残し、今度こそ去っていく。俺とククルはお互いに向き合い、どちらからともなく手をつなぐ。

　絡まる細い指は本当に華きや奢しやで、ちょっと力をこめれば折れてしまいそう。

　だけどそこにある温ぬくもりは、何よりも俺を鼓舞する。

「ククル」

「うん」

　ククルは頬ほおを染めると、はにかむように微笑んだ。

「しましょう？　こづくり」

　目をつぶり、餌えさをねだる小鳥のように唇を向けるククルの体を俺は、そっと抱く。つついただけで崩れてしまう飴あめ細工を扱うようにそっと俺は距離を詰め──

　ククルの唇に、俺のそれを重ねた。

「ん……っ」

　こっちが力をこめすぎないように注意しているのにお構いなしでククルは、ぐいぐいと俺の体を抱き寄せ、口内に舌を入れてくる。だがそれは初めてしたときのような一方的な蹂じゆう躙りんとは違い、こちらの快感を引き出すようなものだった。

　舌先が絡み合い、口内をくすぐられる感かん触しよくに頭がぼーっとしてくる。自分が立っているのか浮かんでいるのかも区別がつかない一方で俺は、この行為の本質を忘れなかった。

　もしかしたらこれが最後の触れ合いかもしれない──なんてことは考えない。今はただ思考の重要さを脇に置いて直感し、確信する。

　必ず、帰ってくるのだと。

「「ぷはぁっ」」

　どちらからともなく唇を離す。息をするのも忘れて触れ合っていた俺は、軽く息切れしたククルの体をもう一度抱き寄せた。

「終わらせよう。この、戦いを」

「うん。それで、帰ってきてからもっといっぱいマキトに、その……してもらう」

　いきなりの告白に俺は、目を白黒させる。

「あ、あぁ……」

　突然だったもので心の準備ができておらず、返事はてんで情けないものになる。ククルはククルで顔を伏せ、頭から湯気が立ちそうなほどに真っ赤になっているし、初うい々ういしいにもほどがあった。

　聖骸アルビオンの座席に座り、機甲ガントレツトに腕を通す。しばらく眠っていたためかその感触が懐かしく、俺は受験のため王都を訪れてから今日までのことを思い出していた。

　機鎧ラウンド・ギアが動かせないことがわかって、土産みやげ話に聖骸を見ようと思ったらラニと出会い、教導院の地下で、想像していた姿とはかけ離れた聖骸を見つけ──

　その中で眠る少女が、俺の運命を変えた。

　それからも俺の体を検査した少女がこの国の女王陛下だとわかったりレティシアが派遣されたり、アーリーたちと戦ったりと激動の日々。

　そんな過去すべてを繋つなぎ俺は今、ここに聖骸を生む。

　膨ふくれ上がる燐りん光こう。光はやがて収束し、鋼はがねの装甲となる。

　鋼の体に奔はしる翡ひ翠すい色のライン。伝説上の生き物──竜を思わせる意匠を持つ白銀の甲かつ冑ちゆうは、ほれぼれするほどに美しかった。

　現れた四肢と合致する意識。視界が正面から両脇に向かって開き、この世界に産み落とされた機体を見て、膝の上に現れたククルの幻像は笑った。

「やっぱり、白い方がこの子は似合う」

「なんのことだ？」

「気にしないで。もう二度と、この子にあんな姿させないから」

　俺が気を失っているときのことだろうか？　気を取り直して俺たちは、出撃に集中する。

　慣れた感覚は心強く、俺とククルは声を重ねて我が子へと呼びかけた。

「「──行こう、〈クロウクルワッハ・ユリゼン〉！」」
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　重い足音を立てて、闇を切り裂くように白銀の機体が駆ける。神の目は暗闇をものともせず、昼間のように視界はクリアだ。

　街道沿いに北を目指しつつ俺は、懐のパートナーに尋ねる。

「ククル、こっちなのか？」

「うん。感じる、あの子の……ううん、あの子たちの怒りが」

　謡巫女バルドだからか、それとも管理者ダナン同士で通じるところがあるのか。どっちにしろ俺にはわからない力でククルは俺を導く。

「それにしては不気味なくらい静かっていうか、禍獣カラミテイの襲撃がぜんぜんないのが逆に怖いっていうか」

「誘ってるんだと思う。とっとと殺されに来い、って」

「あくまで復ふく讐しゆうは自分の手で、ってことか」

　禍獣ももはやリアンノンの手足のようなものだろうが、それではあいつの気がすまないのだろう。あの狂気に満ちた様子を考えると、うなずけることだった。

　そのまましばらく走り、諸島のほぼ中央まで来ただろうか？　ククルの言うようなものが、俺にも感じられた。

　禍獣や東の聖骸アルビオンなど、今まで戦ってきた敵からも感じた殺気。それが前方から強く放たれている。

　──いる。あの紅あかい聖骸が、この先に。

　胸を貫かれた恐怖が再来する。これから俺はまた、あれに挑まなければ──

「マキト」

　俺の恐怖が伝わったのだろうか。ククルは俺を落ち着かせるように声をかける。その優しい声音が俺に平へい静せいを取り戻させた。

「……サンキュ。うん、もう大丈夫だ」

　機体を前進させる。やがて、静かに佇たたずむ紅い機体と俺は相あい見まみえた。

　荒れる世界と対照的に、敵はじっとこちらを待ち構えている。戦いの間合いまで来ると俺は機体の足を止めて、敵と対たい峙じする。

「──来たか」

　道化師の仮面を被かぶった男が、赤い竜の胸の中から告げる。俺は緊張で渇く喉に唾を落とし込み、口を開いた。

「殿下。もうやめてください、こんなこと」

　まだ対話の余地があるんじゃないか。この期に及んでまだそんな期待を抱いている俺を嘲あざ笑わらうような道化師の仮面。

　ヴィクトール殿下はそれと対極の、深く沈んだ声を返す。

「すまないな。リアンノンの憂うさ晴ばらしが終わるまでは、聖骸アルビオンを維持するため私もこいつに同意せざるを得ない。だが、それが終わったら約束しよう。もうお前たちが戦う必要のない世界を」

　殿下の目的はわからないでもない。操鎧士ラウンダーは戦いに明け暮れ、人々はいつ自分たちが不条理な災いに見舞われるか怯おびえながら生きている。

　けれど──

「その世界は、本当に幸せなのか？」

「……」

　答えは返ってこない。まだ迷っているのか、それとも答える必要すらないと思っているのか。

　どっちにせよ俺は、殿下が考えを変えてくれることを祈って声をかけ続けるしかない。

「禍獣カラミテイを恐れる必要は、なくなるかもしれない。でも、代わりに管理って名目で、いつアンタたちに裁かれるかってびくびくして……それじゃ、怯える対象が禍獣からアンタたちに移っただけだ」

　子どもの我がままをいさめるように殿下は、厳しい声で返した。

「お前自身も経験しただろう。あの、白き暴力を」

　言われるまでもなく、この身に刻まれている。あの理不尽な災いによって俺は家族も、故郷も失った。

「あんなものが、野放しにされたままでいいはずがない。あんな力がまかり通る世界が、本当に正しいと思うのか、お前は!?」

　もちろん、そんなものはないほうがいい。

　だけど殿下のやり方が正しいとも言えず俺は、口をつぐんだ。

「私はもう、堪たえられん！　あんなものが、好き勝手にふるまうのは！」

　仮面に隠された素顔を想像して俺は、殿下に声をかける。

「でも殿下。それじゃ、まるでアンタが貧乏くじを引いたみたいじゃないか」

　禍獣を統すべ、管理者ダナンになるといっても結局のところそれは、憎まれ役だ。人々はその存在を恐れることはあっても、崇あがめることはないだろう。

　殿下にそのことがわかっていないはずがなかった。だが、すでに意志は固く、不退転の決意を持って殿下は返す。

「……構わん。私はもう、すべての咎とがを引き受ける覚悟を決めた。この罪を、貧乏くじと言ってくれる人間がいるだけで私はもう、満足だ」

　その姿勢を見せられてククルは、細い声で告げた。

「マキト。もう、説得は無理だと思う。ヴィクトールの意志は、曲げられない」

「そんなこと……っ！」

　そんなことない、と言おうとしたのか。

　もしくは、そんなこと言われなくてもわかっている、と言おうとしたのか。

　俺の中では整理がつかず、いまだに胸の中がぐちゃぐちゃしたままだった。そんな俺に対して殿下は、揺るぎない意志で告げる。

「恐怖の下もとで、成就する幸福もある。お前はまだ若いゆえ、それを知らないだけだ」

　確かに俺は未熟だ。殿下に比べればなにもわかっちゃいない、若造にすぎない。

「それでも……俺は、アンタを止めてみせます」

　かつて人が人を管理することを歪いびつとし、輪として繋つながる世界を目指した少女。

　彼女と同じ意志で俺は今、この席に座っているのだから。

　交渉は決裂だ。いよいよ殿下は、俺を敵と認めた。

「いいだろう。……やってみろ！　できるものならば！」

　殿下の機体の、肘から突き出た意匠がパージされ、組み合わせることで長剣となる。鋭く突きこまれる一撃を俺は、掌てのひらで受け流した。

　さすがだ。カウンターを狙おうとしたけど、その隙がない。殿下ほどの技量の持ち主に間合いで優位に立たれていると、こちらとしては防ぐ一方だ。

「くっ……そぉ！」

　あらゆる角度から来る剣閃を防ぐだけで精一杯。殿下が次に狙うところを先読みしているつもりが、それすら殿下の誘導にすぎない。

　潰されていく選択肢。無数の可能性は、敗北という結末に収束していく。

　なにか手立てはないか。そう考えているうちに、恐れていた事態が予想より早く訪れた。

　受けようとした剣が急停止する。先読みをしようとするあまり、単純なフェイントに引っかかってしまった。

　こちらの体勢が崩れる。相手はこの機を逃すまいと、翻した剣を天上に掲げた。

（詰んだ!?）

　月光を反射させ、赤く輝く剣。胸を貫かれた感かん触しよくがよみがえり、体がすくみそうになる。

　だが同時に、腹の底から強い衝動に突き動かされた。

「死ねるか！」

　悪あがきでもいい。とにかくがむしゃらにでも回避しようと、脚に力をこめる。

　渾こん身しんの跳躍は、スリップという結果に終わった。

「──なっ!?」

　巨体が大地を揺らす。だが向こうも、まさか真剣勝負の際に敵が足を滑らせるとは思っていなかったのだろう。敵機の剣は空くうを切り、俺はその隙に体勢を立て直した。

　クズノハの言うところの、「最さい善ぜん手しゆを覆くつがえす悪あく手しゆ」ってやつか。どうにか、命拾いした。

　俺の醜しゆう態たいを敵は、口々に評する。

「ぬかるむ地面に助けられたか」

「運がいいやつ」

　リアンノンの言うとおり、運が良かった。たまたま良いい方向に働いてくれたが、一歩間違えば今ので終わっていた。

　ひとまず、今の攻防でわかった。俺と殿下の詠士ドルイドとしての優劣は、比べるまでもない。自分が未熟なのは今さらどうしようもないことだが、開き直ってもいられない。敗北が俺一人のものならともかく、一緒に戦うやつがいるのだから。

「……悪いな、ククル。負け戦いくさに付きあわせちまうかもしれない」

　自分の非力を恥じている一方、ククルはあくまでも淡々と戦局を見ていたかのように告げる。

「マキト。剣が必要なら、造れるけどどうする？」

「たしかに欲しいけど、それは──」

　消耗が激しいからまだ様子を見て──と答える前にククルの中では結論が出てしまい、

「欲しいんだ？　じゃあ……造る！」

　流りゆう麗れいな歌が、彼女の口から紡がれ始める。

「《始まりは終しゆう焉えん。逆位の竜、汝なんじ、反転の牙を彼かの者に突き立てよ》」

　吹き荒れる風が収束していく。円の導きによってそれは手の中に柄つかを造り、そこからさらに刃やいばが伸びていった。

「繋つなげ──〝メビウスリンク〟！」

　現れるのは一振りの長剣。これで間合いの劣勢については解決されたが──

「ククルッ！　最初から飛ばし過ぎだ！」

　出し惜しみをしている余裕がない相手にしても、使いどころを考えるべきだ。

「遠えん慮りよしないで！　今なら、スタミナ不足を心配する必要はない！」

「でも──」

　言い返そうとする俺をククルはさえぎる。

「だいじょぶ！　いつもより、調子がいい！」

　たしかに、王都からここまでかなりの距離を走ってきたはずだが、ククルに体調の変化はない。ただの強がりとも思えなかった。

〈クロウクルワッハ〉と同化した瞬間に感じた手応え。いや……それ以前に、俺が昏こん睡すいから目を覚ました時に覚えた、どことなく体の調子がいい感覚。

　なんとなくだが、わかる。体に溜たまっていた澱おりのようなものがなくなっている。魔力がスムーズに流れ、生みだした子どもの体に巡っている──と。

　これならば、いける。もはやためらうことはなく、俺はククルに任せるままにした。

「……わかった！　任せる！」

　剣のおかげで間合いの不利はなくなった。取れる選択肢が増えたが、その希望を相手はすぐさま摘もうとする。

「そんなもの、ワタシの〈法〉で！」

　来るか！　リアンノンの術式シフト──歪ゆがんだ世界を律する力が！

　あの力を使われれば、せっかく互角になった条件がまた振り出しに戻されてしまう。俺がその対策を考える前に、ククルはもう答えを出していた。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　いきなり第二術式セカンドシフト!?

「なんのつもりだ、ククル!?」

　ククルは俺の問いに答えることなく、自分の謡うたに集中する。

「《その流れは全。その流れは無。輪に導かれめぐる力、ここに──》」

「《歪み乱れた秩序よ！　我が管理の下もと、あるべき姿を取り戻せ》！」

　二人の謡巫女バルドの歌声が重なる。

「示せ──〝サーキュラースイング〟」

「律せ──〝デフォルトワールド〟！」

　以前戦った時と同じ、向かい風を浴びるような感覚。

　だが、長剣は健在。霧散することなく、手の中にあり続けている。

　二度、三度と刃やいばが交わり、俺は相手が剣を引く前に踏みこむ。つばぜり合いに持ち込むと、リアンノンの驚きよう愕がくする顔が間近に見えた。

「なんで!?　〝デフォルトワールド〟が通じない!?」

　いや、効果は出ている。ククルのやつ、考えたな。

　殿下もすぐに、ククルがなにをしたのか感づいたようだった。

「〈法〉で〈法〉をコーティングしたか。あの謡巫女、なかなかやる！」

　そう。刀身を覆うように〝サーキュラースイング〟を展開し、そちらの術式を封じさせることによって内側の術式を守る。ククルはそんな対策を編み出していた。

「前に戦ったとき、あなたの〈法〉はなんとなくわかったから。〈法〉そのものを封じているんじゃなくて、〈法〉がこの世界に起こす現象を妨害している、いわばジャミングみたいなもの。装置そのものには影響を与えず、機能だけを奪う術だ、って」

「生意気……っ！」

「リアンノン、出し惜しみができる相手ではないぞ！」

　殿下の呼びかけに対してリアンノンは、まなじりをつり上げた。

「イライラする……ワタシが二度も、第二術式セカンドシフトを使わされるなんて！」

　その怒りを叩たたきつけるように、語気は荒々しくなる。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認！　〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート！　第二術式展開セカンドシフト・オープン──ッ！」

　敵の機体に奔はしる光の輝きが激しさを増す。リアンノンの苛か烈れつな歌声が、世界に浸透していった。

「《天空を駆ける荒鷲よ！　その青白き鉄てつ槌ついの力、彼方かなたより愚ぐ者しやに知らしめよ》！」

　周囲の温度が下がった気配。一瞬遅れ、天空からそれが来た。

「吹き荒れろ──〝ペイルヘイルストーム〟！」

　降り注ぐ氷の礫つぶて。だが、なにがこようが関係ない。

　どんなものでも反転し、こちらの武器に転じるのがククルの第一術式フアーストシフトだ。

　雹ひようが空中で火球となり、敵に跳ね返る。ククルは敵を見み据すえたまま、揺るぎない声で告げた。

「マキト、任せて。あいつの〈法〉は、ぜんぶわたしの〈法〉で祓はらってみせる」

「ああ。頼みにしてる！」

　心強い。戦いの技量では圧倒的にこちらが劣っているのに、勝算が見いだせるのは俺のパートナーがククルだからだ。

　向こうは操そう鎧がいの力量も、〈法〉の性質も圧倒的に上だろう。だがそれは、ただ並んで座っているだけ。言うなれば、足し算の関係にすぎない。

　だが俺は確信する。誰かと繋つながり、理解し合おうとした俺たちの関係は自分たちの力を相乗するのだと！




　ガギィン！




　剣がぶつかり合う音が木こ霊だまする。剣けん戟げきの音に交えて殿下が、仮面越しにつぶやきをもらした。

「馬鹿な。この短期間で、なぜそこまで腕を上げた？　謡巫女バルドが変わったというだけでは説明がつかん」

　俺だって知る由よしもない。だけど、一撃を振るうごとに頭をよぎるものがある。

　生きて帰るという、誓い。大切な人たちの顔。

　それらが力になっているかは、わからない。だから──

「さて、な。答え合わせはアンタに任せる、〈回答する剣アンサラー〉！」

　この剣を打ち負かすことが解答になる。殿下は俺の言葉に、不敵に鼻を鳴らした。

「私を挑発するか。……面白い！　その問い、斬り伏せさせてもらう！」

　二度、三度と剣けん戟げきの音が響く。踊るように斬り結ぶ中、リアンノンが苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「うっとうしい……なら、こういうのはどう？」

　敵の機体に奔はしる光のラインが加速する。まだ、奥の手があるっていうのか？

「《驕おごり昂たかぶる咎とが人びとよ！　汝なんじは見るだろう！　我が手にする、断罪の刃やいばの輝きを》！」

　増していく輝き。やがてリアンノンは、猛たけ々だけしくその謡うたを結ぶ。

「畏おそれ敬え──〝オーバーロードエクスキューション〟！」

　空気が変わる。だが、俺たちの周りに変化はない。

　その代わり、遠えん雷らいの激しさが増した。

　どくん、と胸が脈打つ。なにか、とてつもなく嫌な予感がした。

「まさか……!?」

　俺がなにを想像したのか伝わったのか、リアンノンは狂奔するままに嗤わらう。

「言ったでしょ？　聖骸アルビオンも禍獣カラミテイも大本は魔素エーテルの集合体で、似たようなものって。だったら、禍獣を超過駆動イグニツシヨンさせることもできるっていうのは道理じゃない？」

　俺たちでなく、狙いをこの世界全体に変えた。リアンノンの言葉が意味するのは、そういうことだった。

「お前！」

　俺の声など届いていないかのように、リアンノンは笑い声を上げる。

「アハハハハ！　もっと！　もっとよ！　もっと荒れ狂いなさい、禍獣！」

　頭に血が上った。俺は刃に怒りを乗せて、叩たたきつける。

　迎え撃たれ、またつばぜり合いの形に。道化師の仮面に向かって俺は、ありったけの声を叩きつける。

「殿下！　まだそいつの肩を持つつもりか!?　もうわかってるだろ!?　そいつは管理者ダナンの器じゃない！」

「弁わきまえろ少年！　もはや、鞘さやには納まれん！」

「弁えろ、だ？　できるか、そんなこと！」

　こうしている間にも、遠くで禍獣が猛威を振るっていることが感じられる。一刻も早く敵を止めたいが、雑な攻撃で倒せる相手ではない。

「くそ……っ。このままじゃ、みんなが！」

「だいじょぶ」

　不思議と、その一言で乱れていた心が凪ないだ。

　焦りから徐々に立ち直る俺にククルは、確信を持って告げる。

「わたしたちは、二人ぼっちで戦っているわけじゃない。みんな、戦ってるから」

　その一言で俺は思い出した。かつて犯してしまった、過ちを。

　そうだ──俺が守ってやるんじゃない。この世界は、俺一人の手で守れるほどちっぽけなものではない。だから──

「守るんだよな！　俺たちの手で！」





　　　◇






　ペリクリーズ王都の前に広がる平野。

　城壁から先には踏み入らせない。そんな決意を胸に〈守護竜牙団ドラゴン・トウース〉は奮戦していた。

　禍獣カラミテイの数はもう十や二十ではきかない。それでも持もち堪こたえられているのはひとえに、彼らの意志であった。

　ある者は貴族としての義務感や誇りを。

　ある者は軍人としての報酬や恩賞を。

　ある者は生物としての恐怖や生存本能を。

　それぞれ胸に抱えて、災禍の獣に立ち向かう。

「それにしたって、キリがなくってよ！」

　組み伏せた禍獣にランスでとどめの一撃を刺して、レティシアは愚痴る。先の戦いで蛇腹剣を失った彼女は、ちまちまとランスとシールドという基本装備で遊撃に走っていた。

　一体潰したと思っても、二体追加される。そんな堂々巡りにレティシアは焦燥を覚える。兵士たちの間にもそろそろ疑問が芽生えるはずだった。

　いったい、いつまで戦い続ければいいんだ、と。

　その考えがいけないことをレティシアは、軍人家系の娘として学んでいる。その考えがやがて行き着く先は、生きることに対する努力の放ほう棄きだ。

　いくら戦っても終わらないのなら、いっそここで諦めてしまった方が楽だ。そう思いたくないからこそ人は、戦うのに理由をつけるが、それにも限界があった。一機、また一機と禍獣の理不尽な暴力の前に蹂じゆう躙りんされていく。

　そして今、また四足の獣を思わせる禍獣が、戦線からはぐれた一機の機鎧ラウンド・ギアの前に降り立った。

「ひっ……！」

　圧倒的な巨体に操鎧士ラウンダーは息を呑のむ。普段は複数で囲んでいるから戦えているが、こうして一対一で対面してみるとそのプレッシャーは想像していた以上だった。

　抵抗する気が萎なえ、武具を手放してしまいたくなる。どっちみち死ぬのなら、無駄な抗あらがいをせずにここで終わってしまおうとし──

　そんな考えもろともに、禍獣を横合いからランスが貫いた。

「無事ですか!?」

　援護をした機鎧ラウンド・ギアの乗り手──カノンは、先輩にあたる兵士に呼びかける。その気け高だかい姿に兵士も、自分の職分を思い出した。

「あ、ああ。すまない。恩に着る」

　それでも、やはり弱音は出る。

「だが、この禍獣カラミテイの数。本当に、守りきれるのか……？」

　楽観的なことは言えない。

　カノンが口にするのは気休めや希望ではなく、己の意志だった。

「守ります！　なんとしてでも！」

　機鎧を駆る。自分が学んできたこと全てを引き出して、災いに抗あらがう。

「踏み入らせるものか。これ以上、荒らさせてなるものか」

　それはすべてただ一人の少女のため──

「ボクの大事な人の笑顔を、お前たちに奪わせてなるものか！」

　単騎で駆け、一体でも多くの禍獣を屠ほふろうとするカノン。

　だがそれは、勇み足だった。

「──ッ！」

　ベアトラップにかかったかのように足が地面に縫い付けられる。それもそのはず──地中を泳ぐ禍獣の牙が、カノンの機鎧の足首に食いこんでいた。

　そこに、狼を思わせるシルエットの禍獣が飛びかかる。それを見たレティシアが、息を呑のむ。戦い慣れているからこそ、手遅れだとわかってしまった。

「お兄様!?」

　それはカノンも同様。

　受けてはいけない一撃が来るとわかっていながらカノンは、動くことができない自分に歯は噛がみする。

（やられる……っ!?）

　カノンが座るコクピットに向かって、禍獣の爪が振り下ろされる。

　その直前──

「すまないな」

　低い声と共に、タワーシールドが禍獣の爪を受け止める鈍い音が鳴り響く。

「悪いが、ここで行き止まりだ」

　割って入った機体の乗り手にカノンやレティシアは、目を疑った。

「父さんっ!?」

「お父様っ!?」

　クリフの操る機体が禍獣を弾はじき飛とばす。娘たちの驚きよう愕がくなど知らないようにクリフは飄ひよう々ひようと、娘の採点をした。

「まだまだ甘いな、カノン。だがまあ、この軍勢を相手によく持もち堪こたえた。及第点は与えてやろう」

「いや、父さん、その機鎧ラウンド・ギアは？　っていうか、もう機鎧に乗れないはずじゃ？」

　カノンの問いにクリフは、自慢げに笑みを浮かべる。

「ああ、機鎧じゃない。試運転に時間がかかってしまったが、友人からのプレゼントであり、ただの義手だ。ちょっと大きめのな！」

「ちょっとって、そんなのありかい!?」

　カノンのもっともな指摘とは裏腹に、部隊の士気は高揚していた。絶望に染まっていた兵士たちの声が、熱を帯び始める。

「おい、まさか……」

「見られるのか、久しぶりに？　クリフ・アブソリュートの指揮が！」

「絶対なる壁──〈絶壁〉の異名を持つ男の、戦いぶりが！」

　沸き立つ期待を裏切るまいとクリフは、鋭く指示を出す。

「レティは西の禍獣カラミテイに当たれ！　向こうの班は、守りは堅いが決定力に欠ける！　お前の力が必要だ！　カノン、東に〈トライソード〉がいる！　森を迂う回かいして回り込み、やつが戦っている禍獣を挟み撃ちにしろ！」













　他の兵にも同様に出される指示は、その場にいる全員の特性を理解しているかのようだった。瞬またたく間まに崩れかけの戦線は綻ほころびを繕つくろい、禍獣カラミテイたちを押し返していく。一度ついた勢いは止まらず、次々と禍獣を撃破していった。

　クリフ・アブソリュートが元げん帥すいにまで上り詰めた能力。

　それは単純な操鎧士ラウンダーとしての資質ではなく、むしろ周りの操鎧士を操る指揮官としての才能を評価されたからであった。

　クリフはそんな自分を評して「怠け者」と言う。自分で戦うのが面倒だから、部下をこき使っている、と。

　だが、そんな指揮官に兵士たちが付き従う理由は二つ。

　彼に全幅の信頼を置いていることと──

　彼自身の腕前が、有無を言わせないほどのものだということ。

　ザジ・ロックスミス謹製の機鎧ラウンド・ギアならぬ義手、〈ヴァハ〉。現行の汎はん用よう機き、〈ミスルト〉に酷似したその機体は軽やかに戦場を舞い、禍獣を屠ほふる。部下たちが追い詰め、満まん身しん創そう痍いで逃げ出そうとする禍獣に最後の一撃を加える。

　その巧みな立ち回りのせいか、今まで彼と一緒の部隊になった操鎧士で犠牲になった者はいない。

　それゆえについた二つ名が、〈絶壁〉。

　ペリクリーズを禍獣の脅威から守る、絶対なる壁であった。

　横合いから突進してきた禍獣を軽くいなし、その胸にランスを突き立てる。クリフはひときわ大きな禍獣を隻せき眼がんで見み据すえ、不敵に笑い──

「さて……この後、友人と呑のむ約束をしていてね。私の行きつけの店はちょっと遠く、嵐で馬車を止められては、たまったものじゃない」

　ズシン、と重い音を立てて彼の言うところの、『ちょっと大きめな義手』が進み出る。その一歩に、恐怖という感情とは無縁のはずの禍獣が一瞬とはいえ、動くのをためらった。禍獣に言葉など通じるはずがない。それでもあえて、クリフは告げる。

「滅ぼさせてもらうぞ、禍獣。今こ宵よいは私が、お前たちにとっての断だん崖がいと知れ」





　　　◇






　時は、少し前──マキトたちがぶつかり合う数十分前にさかのぼる。

　ウィンザー連邦領、北西に位置する谷。ペリクリーズとの国境となっているグリン渓谷付近に、ウィンザーの操鎧士たちは陣を敷いていた。

　つい先日、禍獣の群れに襲われたばかりの彼らはペリクリーズの人間以上に浮足立っている。禍獣への憎悪で戦意を高揚させるもの、恐怖によって逃げ出せないかと怯おびえるものと様々だ。

　そんな中、割れた卵のような化石の外殻に寄りかかり、静かに佇たたずむ少女がいる。

　彼女は、親に捨てられたのがいつだったか覚えていない。

　気づいた時には、生きる手段として狩りを覚えていた。

「駄犬。準備はいいか？」

　数メートル先からかけられたパートナーの声に、瞑めい想そうして自分の出自を思い出していたエセルは、ゆっくりと目を開く。

「──当然。あとイヌじゃないから」

　イヌじゃない。拾ってもらったあのときにそう決めた。

　このパートナーに相応ふさわしい、『人』であろうと。

　獲物を追うことしかできないイヌではなく、こいつを支えられる存在になろうと。

　改めてそんな決意をするエセルと裏腹にアーリーは、情けなく口ごもった。

「んじゃ、よォ、その、なんだが……アレだ。いつもの──」

　そんな往生際の悪いアーリーにエセルは、呆あきれてため息をつく。

「もー。いい加減、慣れなさいよね。これくらい、ひょいとできるようになりなさいよ」

　軽い煽あおりにアーリーは、強がって肩をすくめてみせる。

「……はっ。そうだな。飼い犬に舐なめられるようなもんを、いちいち気にする方がバカらしい」

「──むかっ」

　アーリーの捻ひねくれっぷりには慣れたつもりであったが、この期に及んでまでそんな言葉を許せるほどエセルも寛容ではない。

　アーリーの首根っこを掴つかむと、強引に『こづくり』をした。

「──!?」

　いつもより激しく、舌先が口内を蹂じゆう躙りんする。反撃しようとすら思わせてくれず、エセルが手を離したときにはアーリーは膝から崩れ落ちた。

「ん？　どしたの、アーリー？　イヌがなんだって？　へー、アンタ、イヌに舐められてそんなに感じちゃうんだ？　とんだヘンタイじゃない？」

　ふんっ、と鼻を鳴らして見下すエセルにアーリーは、白い肌を真っ赤に染める。

「テ、テメェ、この……っ！」

　頭に拳げん骨こつを落とそうとするが、それは軽々とかわされる。

「へへーんだ。不意打ちでもなければあんたのヒョロいパンチなんて当たらないっての。じゃ、お先っ」

　と、聖骸アルビオンの座席に体を滑り込ませる。アーリーも機甲ガントレツトに腕を通し、動けなくなったエセルを殴るのは自分の運動神経の無さを認めるようで気が引けた。

　渋々と、聖骸に乗りこむ。自分の体を聖骸に接続し、生まれるのは闇色の機体。同時に、感覚を共有したことでエセルの思考がアーリーの頭の中に流れ込んできた。

「……おい駄犬。くだらねェこと考えてんじゃねェぞ」

　アーリーの追及にエセルは、無駄だとわかっていながらあくまでも誤ご魔ま化かそうとする。

「え？　な、なんのこと？」

「テメェを拾ったのはオレが勝手にやったことだ。貸しのうちに入んねェっての。たとえオレが、それで村を追放されようがな」

　人間を迫害することで多様な異族デミヒユーマンの共存を成り立たせていたウィンザーという国。

　その在り方はまた、排斥される側の人間同士の絆きずなをも歪ゆがめて強くしていた。

　異族にかかわることなかれ。それがウィンザーに住む人間の認識だ。異族とかかわる者は不幸を呼ぶと、盲目的に教わってきている。

　だがあの日、アーリーは助けてしまった。森に薪まきを拾いに行った際に見つけた、傷ついたコボルトを。

　エセルはあの日までは自分はイヌだったと思う。狩ることしか知らない、獣であったと。

　だが、そんな自分に手を差しのべてくれたパートナーのおかげでエセルは、温ぬくもりを知る『人』になれた。

　だからエセルは、貸し借りの問題じゃなく告げる。

「たとえそうだとしても、貸し借り以外の勘定の仕方ってもんがあるのよ。アンタにはわかんないかもしれないけど」

「へっ。そうかよ」

　憎まれ口を叩たたきあっていると、その間に不思議な感覚がアーリーに伝わった。

「駄犬？　こりゃあ……」

「アンタの欲しがってた力ってやつ。どうしたらアンタ好みに仕上がるかって考えてて、こうしてみた」

　聖骸アルビオンを通して伝わってくる、新たな力。エセルは首を動かし、アーリーを見上げる。

「気に入った？」

　その得意げな顔にアーリーも、笑みを漏もらす。

「上等だ。駄犬から名犬に格上げしてやる」

「訂正するのそこじゃない！」

　じゃれ合うのはそこまでだった。いよいよ、遠くの空に禍獣カラミテイの姿が見える。

　一体、二体どころの話ではない。雲うん霞かのごとく押し寄せてくるそれに〈ガンドッグ・ルヴァ〉が身構える。

「さーて……いよいよ、おいでなすったぜ？」

「アーリー。軽口叩いてる場合じゃないわよ」

「言われなくてもわかってらァ、っと」

　戦場にいながらアーリーは、その場に座るという選択肢を取った。傍はたから見れば自殺にも見える行為。

　だがそれが、彼らの新しい戦い方だった。

　エセルは小さく息を吸い込むと、自分と繋つながる子どもに流れる魔力を意識する。

「メンタルライン、重層オーバーラツプ確認。〈ダグザ・ドライブ〉、超過駆動イグニツシヨンスタート。第二術式展開セカンドシフト・オープン──」

　加速する魔力。その奔流は、黒い機体に奔はしる赤いラインとして輝きを増していく。

「《黒き牙、研ぎ澄まされし殺意の下もと、今ここに具現せよ。気け高だかき飢えは、咆ほう哮こうとともに放たれん》」

　そして、それが現れる。

　いつもは弓の形を取っていた術式シフトが、初めて別な形を取った。

「抉えぐれ──〝シャドウディバイダー・ゲイボルグ〟！」

　より狙いを正確にし、より飛距離を追求し、より貫通力を得た形。

　それは、古代において『ライフル』と呼ばれる形だった。

　アーリーは引き金を絞り、記念すべき最初の号砲を上げる。今までの〈シャドウディバイダー〉に比べると豆粒のような弾丸。

　だがそれは、確実に禍獣カラミテイの急所を抉って光の粒りゆう子しへと霧散させる。

　なにより、特筆すべきはその精度と索さく敵てき範囲だ。

「アーリー。次、そこから二時の方角！」

「りょーかい……っとォ！」

　アーリーの視界はいつもの巨人のものではなく、より遠くを拡大したものになっている。狙撃の精度を上げるための変化であったが、それでは周囲への警戒がおろそかになる。

　その役目を担うのが、エセルだった。アーリーが獲物をしとめる間に、エセルが次の獲物を見定める。聖骸アルビオンの感覚機関を共有せず、別個のものとして扱うことこそがこの術式の本質と言える。

　観測と狙撃。謡巫女バルドと詠士ドルイド、二人が揃そろって生まれる聖骸だからこそできる戦術。

　それが、二人が行き着いた新たな力だった。

　一体、また一体と屠ほふられる禍獣。ウィンザーの操鎧士ラウンダーたちはそのフォローに背を押されるように、次々と禍獣を打倒していく。

　淡々とアーリーが作業をこなすように討伐を続けていくうちに、戦場に変化が起こった。東の海がせり上がる。海中から姿を現したのは、巨大な海蛇を思わせる禍獣だった。

　その姿にエセルは、なにかを察したように表情を引き締める。

「アーリー。気をつけて。あいつ、なんか感じが違う」

「あン？　……ちっ、厄介だな。テメェの勘はよく当たるからよ」

　なにも考えず、とにかく撃ち抜く。それだけの存在としてアーリーは力を振るい、見事に彼方かなたから魔弾は禍獣カラミテイを穿うがった。

　しかし──




　ギュルッ！




　時間を巻き戻すように抉えぐった穴がふさがれ、アーリーはその光景に驚きよう愕がくした。

「再生した!?」

　今まで、どんな禍獣も一撃で仕留めてきたアーリーにとっては完全にイレギュラーな事態。禍獣はお返しとばかりに、水の弾丸を立て続けに放ってくる。

「ちっ！」

　とっさに立ち上がり、アーリーは駆けだす。連射される水弾は、その一発一発が地面に深いクレーターを作る威力。当たったら並の機鎧ラウンド・ギアは粉みじんに砕け散り、聖骸アルビオンといえどもただでは済まないことを想像させるほどだ。

　走ったままライフルを構え、狙いを定める。放った弾丸は確実に禍獣を抉るが、それは一向にダメージを与えられていなかった。

　それどころか、向こうの弾幕が密度を増す。かろうじて避よけ続けていたアーリーも、徐々に逃げ場を失ってきた。

（やられる！）

　もう、かわす先がない。

　そう思った次の瞬間、不意に足元を刈られて視界が下がる。

〈ガンドッグ〉の足を払った存在。アーリーは引き戻される蛇腹状の尾の先にいる機体に座る人物を見て叫ぶ。

「ババア！」

「ここっ。世話が焼けるのう、ヌシらは」

　その言い方にアーリーは、機体を起こして水弾の密度が薄いところまで逃げ込んでから吐き捨てた。

「借りってことにしといてやる」

「そいつは嬉うれしいのう。ヌシは、律りち儀ぎに返してくれるから期待しとる。とはいえ、まずはあれをなんとかせねばのう」

「簡単だ。再生するなら、それ以上のスピードでブッ殺せばいい。……駄犬！」

「そう来ると思ってたわよ！」

　呼びかけられると同時にエセルは、神への謡うたを捧ささげ始める。

「《闇の帳とばりは落ちた。逃げまどえ、怯おびえ、漆黒の牙に震えろ》」

　足元から湖沼のような影が展開。水面は「とぷん」と波打ち──

「穿うがて──〝ナイトハント〟！」

　エセルが謡うたを結んだ次の瞬間、無数の猟銃が銃じゆう把はを上にして林立した。

　まずは両手で二本。引き抜いた銃口を禍獣カラミテイに向けてアーリーは吼ほえる。

「大盤振る舞いだ。受け取りやがれ！」

　一発撃っては猟銃を足元に落とし、別の銃把に手を伸ばし、引き抜くと同時にまた引き金を絞る。続けざまに放たれた魔弾は次々と禍獣に風穴を開けた。

　だが、禍獣は倒れない。むしろ先ほどより強大なプレッシャーを脹れあがらせる。

（なぜだ？　なんで倒れやがらねェ!?）

　アーリーの連射を見て、なにかに気づいたクズノハが鋭い声を発した。

「止まれ、アーリー！　それ以上やつに餌えさを与えるな！」

「餌、だと？」

　アーリーは手を止め、禍獣を注視する。

　膨ふくれ上がるのはプレッシャーだけではない。実際にその質量を増していく禍獣にエセルは、戦慄してつぶやいた。

「ちょっと……あいつ、さっきよりおっきくなってない？」

　その推測が正しいと、クズノハはうなずく。

「再生、というのは違うようじゃ。魔力を食ろうて成長している、と言う方が正しい」

　それだけに留とどまらない。

　巨大な禍獣は口を開けると、そこから舌らしき器官を伸ばし、他の禍獣を巻き取った。

「──!?」

　アーリーたちが目を見開く一方で、巨大な禍獣は口の中のものを咀そ嚼しやくする。バリバリと、カニやエビを殻ごと食べるような音が響き、禍獣の口から絶命を意味する燐りん光こうが舞った。

　アーリーとエセルは、その光景に呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「あいつ……」

「他の禍獣を、食べてる……？」

　そして、その力を蓄えるようにまた肥大していく。そのおぞましさに東の操鎧士ラウンダーたちは声を失った。

　アーリーもまた、気の抜けた声でぼやいた。

「どうすんだよ、あんな、バケモノ」

「こっこっこ。……うむ。どうしようもないのう、これ」

　敵は遠く海洋から動く様子もなく、さらにそこから必殺の攻撃を放ってくる。しかも、頼みの魔弾は向こうに吸収されるという始末。

　詰みである。もはや、クズノハは他の選択を取ろうとは思わなかった。

「ま、ここらが潮しお時どきか。幕引きにはちょうど良いい晴れ舞台じゃ」

「ババア？」

　アーリーの呼びかけにクズノハは、ほんの少しだけ足を止め、子どもたちを振り返る。

「あー……なんじゃ。気にするな。親が子より先に逝いくなぞ、当然の道理よ」

　その顔に浮かぶのは、笑み。

　後悔など一欠けらも感じさせず、しかし年とし甲が斐いもなく張り切ることをはにかむような、微笑だった。

「礼を言う。楽しかったぞ、ヌシらとの暮らしは」

　走り出す〈ギャリートロット〉。それを追いながらアーリーは問うた。

「ババア！　テメェ、なにをするつもりだ!?」

「追うな！　巻きこまれるぞ！」

〈ギャリートロット〉はクズノハがロマンを詰め込んだ機鎧ラウンド・ギア。その夢想の中には精霊種の血を宿す自分の体を媒介にして禍獣カラミテイを構成する魔素エーテルを分解する力、すなわち──

　自爆という機能が備わっていた。

　アーリーにそのことはわからない。

　だが、クズノハが決死の覚悟を背負って走っていることだけはわかった。

　ぎり、と噛かみしめられた奥歯が軋きしる。またこんな無力感を味わわなければならないのか、と。

　同時にアーリーは、疑問を覚える。これは、ずっと望んでいたことではないのか、と。

　初めて会った時からいけすかなかった。コソ泥としてしか生きられなかった自分を拾ってくれたことには感謝しているが、それはそれ。いつも上から見下し、子ども扱いし、実験の副作用のせいで髪の毛を真っ白にしたクズノハが好きになれるはずがなかった。

　クズノハにされた施術を思い出す。恨み言を吐けと言われれば何時間だろうが、何日だろうが、何万年だろうが吐き続けられる。

　それでも──

「エセル。テメェの言ってたことが、ちったぁわかったよ」

　助けたいと、心から思った。

　らしくない、とアーリーは我ながら思う。だが、どことなくこうなる予感もどこかでしていた。

　それはおそらく、ヴィクトールたちを前にして逃げ帰った際、エセルからかけられた問いのせい。

（アタシ、あのお人ひと好よしに影響受けてるのかしら？　このアタシが、『仲間をやられて怒ってる』なんて……そんな、らしくもないこと思ってるのかしら？）

　まさか、とは思う。ありえないと否定したくなる一方でアーリーは思い返す。

　南で、悪くない居場所をもらったこと。

　だからこそ──自分の持つ繋つながりに気づけたこと。

　それらが導くのは、一つの答えだ。

「貸し借りの問題じゃねェ！　死なせてたまるか！」

　ほとばしる想おもいを、アーリーは声に乗せる。




「アイツはオレらの母親だろうが！」




　その叫びに呼応するように、〈ガンドッグ・ルヴァ〉から放たれる光が強さを増した。

　エセルはその不思議な現象に目を見開く。

「〈ガンドッグ〉？　……そっか、アンタも」

　搭乗者の想いに応え、封じられていた機能が展開される。それはアーリーとエセルの頭の中に、すっと馴な染じんでいった。

「オッケイ！　力を貸して！」

　エセルは頭の中に流れ込んでくるその謡うたを、口ずさみ始めた。

「全リミッター解放！　〈ダグザ・ドライブ〉終焉駆動フルイグニツシヨン、スタート！　システム・オールクリア！　最終術式展開ラストシフトオープン──ッ！」

　エセルの詠唱とともに、足元に広がる影の湖沼が右手に集中する。













　それが象かたどるのは、いつも使っているものと変わらない一丁の猟銃だ。

「《汝なんじは瞳の中にいる。直死と光輝交わりし視線の果て、我が魔弾は必滅の意志で獲物を食らいつくさん》！」

　だが、アーリーもエセルも疑わない。

　この一発こそ、至高の魔弾と信じて声を重ね合わせる。

「「万軍滅せ──〝タスラムシュート〟！」」

　放たれるのは、たった一発の弾丸。今まで放ち、糧にされていたものと見かけは変わらない。

　だがその性質は、はるかに狂暴になっていた。

　禍獣カラミテイの頭に穿うがたれる風穴。そのまま弾丸はすぐに空中で急制動をかけるように鋭い角度で曲がり、再び禍獣を穿つ。

　何度も、何度も。

　禍獣が周りの同胞を取りこんで生きながらえんとしようが、決して突き立てた牙を離すことなく、食らい続ける。

「ムダだ。そいつはもう、止まらねェ。決して消えねェ。テメェを食らいつくすまで」

　放った時点で勝負はついていた。アーリーはもはや興味を無くしたとばかりに、禍獣に背を向ける。

「眠りな。黒き獣の腹の中で」

　アーリーは猟銃を手の中でくるりと回し、足元の影に落とす。

　銃じゆう把はが影の中に消えると同時に、禍獣も漆黒の闇に呑のまれた。





　　　○






　ギィン！




　交えられる刃やいばと刃の音が、吹き荒れる風雨に流されていく。リアンノンが禍獣を暴走させてから、どれだけ時間が経たっただろうか──俺たちはまだ刃を交えていた。

　研ぎ澄まされる思考の中、殿下の声が耳じ朶だを打つ。

「なぜだ？　なぜ、ここまで抗あらがう？　抗うことができる？　お前も身を以もつて理解しているだろう？　禍獣という力を律する存在が必要だと！」

　こっちとしては、殿下の攻撃を捌さばくので精いっぱい。それでも、問われたからには答えたくなる。

　敵は、獣でも裁きのような暴力でもない。言葉を交わせる、人なのだから。

「たしかに、俺の我がままかもしれない。俺のせいで、アンタの望む世界より多くの人が死んでしまうかもしれない」

　俺の故郷を襲った白い災厄。殿下に任せれば、あんな理不尽は今後、世界に訪れないのかもしれない。

「それでも俺は、嫌なんだ。大勢のために、誰か一人が犠牲になる世界が」

　そうだ。俺が今、殿下と戦っている理由はそれに尽きる。

　殿下が横よこ薙なぎに払おうとした剣を、その前に止める。腰の近くに構えられた剣を力任せに止めて俺は、道化師の仮面を見み据すえた。

「この戦いを通してようやく、わかったよ。俺は英雄になることを選べない。そんな意志、持っちゃいないって」

「マキト。あなた──」

　膝の上でこちらに振り返るククルに、俺はうなずく。

　かつての誓いを──『英雄になってみせる』という意志を捻ねじ曲げ、ここに繋つなぐ。

「ああ、ククル！　俺は願う！　英雄を必要としない……特別な存在なんていない、誰もが等しくいられる世界を！」

　俺の決意に殿下は、すかさず反論する。

「だが少年！　それは、若さだ！　夢想であって、実現しない！」

「ああ、そうだよ！　そんなこと、わかってる！　たかだか一六年しか生きてないガキの我がままだ！」

　交わっていた刃やいばが徐々に角度をずらしていく。

　やがてそれは、こちらの握る剣が敵機の手首を切り落とすものになっていった。

　ずぶっ、と野菜を両断するときと同じ手応え。本来の殿下ならばすぐに立て直しただろうし、そもそも手首を切り落とされるなんていうヘマはしなかっただろう。

　だが、動揺が結果を招いたのか現実にそれは起こった。俺は好機を見逃さず、決定的な一撃を敵の機体に入れようとする。

「終わりだ！　殿下、リアンノン！」

　剣を振るう。コクピットの前部──すなわち謡巫女バルドの足元にある〈ダグザ・ドライブ〉がある箇所に深い亀き裂れつが走る。竜を思わせる赤い鎧は、徐々にその姿を淡くしていった。

　風と雷鳴、雨が地面を打つ音だけがその場を占める。それすらも次第に弱まっていき、俺は戦いの終わりを感じた。

　知らず知らず、大きな息をつく。一度、心臓が高鳴りそれはゆっくりといつものペースを取り戻していった。

「わかったろ？　こんな戦い、意味はないんだ。だから、これで──」

　俺の声を遮り、リアンノンは熱に浮かされたようにぼそぼそとなにかをつぶやく。

「もういい。よくわかったわ。こんな世界、もはや管理するに値しないって」

　俺の予感が早とちりだと理解するのは、まさにその刹せつ那なだった。

「「──ッ！」」

　なにかを察知したように跳ねる心臓。だが、俺もククルも危機感を覚えながらも動けない。それを止めるためには、敵の命を絶つしかないと反射的に察してしまい──

　その甘さが、リアンノンに悪あがきを許した。

「全リミッター解放。〈ダグザ・ドライブ〉終焉駆動フルイグニツシヨン、スタート。システム・オールクリア。最終術式展開ラストシフトオープン」

　ロウソクが最後に燃え上がるかのように赤い機体に奔はしる光が輝きを増す。それは殿下にも事前に伝えられていなかったことなのか、殿下は焦ったような声を上げた。

「リアンノン!?　よせ！　話が違う！」

「悪いけど、もうちょっとだけつきあってもらうわヴィクトール。この術式シフトが成就するまで──」

　無理やり機体を維持している代償だろうか。リアンノンは、唇の端から血を流しながらも歌を紡ぐ。

「《宙に瞬またたく輝きよ。汝なんじその両の腕かいなを広げ、嘆かわしき者どもに滅びの抱擁を与えよ》」

　光はやがて、赤い四肢ともども天に上った。

「堕おちろ──〝ルシファーズティアー〟」

　後には、朽ちた化石のような揺りかごが残されるのみ。耳が痛いような静寂が、逆に不気味だった。

「なんだ？」

　まさか、不発ということはないだろう。そうであったらどれだけ嬉うれしいかわからないが、俺の胸の中にある嫌な感じは消えていない。

　やがて、ククルがそれを察したように告げた。

「マキト。上……っ！」

「上？」

　ククルに言われて視線を上げる。そこにあるのは、白み始める空の東側にある輝き。

　それが、徐々に大きくなりつつあった。

「星が……近づいてきている？」

　理解できる範囲を超えていた。かつて管理者ダナンの一人だったククルは、リアンノンがなにをしたのか理解したのか鋭い声を発した。

「リアンノン、あなた……っ！」

「もしもこの世界が管理者の手に余るようになったとき、もろともにこの世界を滅ぼす算段をワタシの始祖はすでにしていたわ。そのために、空に打ち上げられた天体兵器。それがあの輝き。破滅の光」

　狂騒に染まりきったリアンノンは、自分の命なんかどうでもいいように叫ぶ。

「もう審判の日は過ぎた！　ならば消滅すればいいのよ、みんな！」

　消滅。星が落ちてきた結果がどうなるのかは知らないが、リアンノンの言葉がそれを示している気がした。

　消し飛ぶ。なにもかもが、跡形もなく。

「……くそっ。なんとか、ならないのかよ！」

　彼方かなたより迫る、未知の脅威に手を出す算段すらつかない。

　歯は噛がみする俺の懐でククルは、ぽつりとつぶやいた。

「……一つだけ、あれをなんとかする方法がある」

　ククルが示す、一筋の光明。

　その割には、ククルの表情は浮かないものだった。

「〈クロウクルワッハ〉の最終術式ラストシフトなら……繋つながった因果を歪ゆがめることで、あの光をなかったことにできる」

「なら──」

「その代償に、わたしたちもいなくなる。この、世界から」

　ククルは俺の顔を見なかった。俺の膝の上で、顔を伏せたまま続ける。

「マキトはそれでいい？　わたしたちの存在と引き換えにこの世界を救う、英雄になりたい？」

　その問いに俺は、初めて聖骸アルビオンに乗った時のことを思い出す。

　陛下に問われた、英雄になるという意志。偶像として祀まつり上げられることを受け入れられるかどうか問われた俺は、自分の努力を無駄にしたくない一心でうなずいた。

　あの時は考えもしなかったのだ。

　英雄というのは、時に自分の身を犠牲にしなければならないのだと。

　自分の身を賭して戦ったからこそ、祀り上げられるものなのだと。

「わたしは、選べない。救った世界を見られないんじゃ、なんの意味もないって思っちゃう。救えただけで満足って、思えない。だからマキトが選んで。マキトの選択なら……わたしは、後悔しないから」

　そう告げるククルはかつて天上に座していた管理者ダナンでもなく、語り継がれる円えん環かんの巫み女こでもなく、ただの女の子みたいだった。

　どこにでもいて、戦うことが怖く、当然、死ぬことなんてもっと怖い。そんな普通の少女が、俺の膝の上で震えている。

　だからだろうか──

「その二択に限らないだろ」

　このまま消えるわけにはいかないと思った。

　不思議と悲壮感はない。その代わり、「必ずなんとかしてみせる」という確信も高揚もない。そんな事実が俺にわからせてくれる。

　俺もこの膝の上の少女と同じく、英雄でもなんでもないただの人なのだろう、と。

　英雄だったらこんな状況、ぱぱっと解決してしまうに違いない。でも俺はただの人だから。学んできたこと──教わってきたことすべてを思い出して、考える。

　最後の、最後まで。

「まだ他にも、道があるかもしれない。だから、考えようぜ。ギリギリまで、なんとかする方法を」

「で、でも、実際に滅びは迫ってて、早くしないと──」

　ククルは呑のん気きな俺を咎とがめるように早口になるが、俺の口元にはむしろ笑みが浮かんでいた。

「聖骸アルビオンってさ、普通じゃ絶対に無理、ってことまで起こすだろ？　意外とこの世界は大おお雑ざつ把ぱに、なるようになるもんだったりして……だから、どんなデタラメも受け入れてくれる。俺はそう、信じている」

　ククルは不安と疑問が入り混じった瞳で俺を見上げる。

「怖く、ないの？　マキトは？」

「怖いよ。……でも怖いから、消えたくないから、まだこの世界にいたいから、最後までどうにかこうにか、繋つながっていたいんだ」

　それは英雄じゃない、ただの人間としての想おもい。

　手を繋ぎ、繋がれることによってなんとかここまで来ることができた、俺の願いだった。

　俺が告白すると同時に、〈クロウクルワッハ〉の周りに浮かぶ円の回転が、不意に加速をしだした。

「〈クロウクルワッハ〉？」

　機体の変異にククルは呼びかける。加速は俺たちになにかを訴えるかのように、なおも増す。

「……うん、そうだよね。あなただって、ここで終わりにしたくないよね」

　子どもの求めに応えるようにククルは、力強い声を発する。

「なら、繋げよう！　この終わりを、始まりに！」

　ククルの言葉をきっかけに、〈クロウクルワッハ〉に奔はしる光が輝きを増した。

　封じられていた機能が解き放たれ、頭の中にその情報が流れ込んでくる。

　ククルの口から紡がれるのは、終わりを告げる謡うたではなかった。

「全リミッター解放！　魔力注入最大！　〈ダグザ・ドライブ〉、モード『リバース』へ移行！　創世術式ジエネシスシフト、始ゴ動ーッ！」

　魔素エーテルが集まり、〈クロウクルワッハ〉の背中に翼をつくる。鳥の羽のようなそれは、足元から湧き上がる力の奔流に舞ってどこかに跳んで行った。

「《繋つながり合う世界。集いし胸の輝きよ、天に舞い、今ここに我らを誘いざなう道となれ》」

　俺とククルは声を重ねる。

「「導け──〝ヘヴンズハイロウ〟！」」

　言こと霊だまが放たれると同時に、世界が繋がった。





　　　◇






　ウィンザー領土内。大型の禍獣カラミテイを倒した後も、絶え間なく襲撃を仕掛ける禍獣を撃ち抜いていたアーリーは、不意に体を包んだ感かん触しよくに目を白黒させた。

「おいおい……なにが起こってんだ、こりゃ？」

　自分の力がどこかに導かれていく。だがそれは一方的に吸収されていくというわけではなく、繋がっている全員で全員を支えているかのような感覚だった。

　未知の感覚なのに、不安はない。それをエセルは、端的に告げた。

「こんなバカげたことするの、あのお人ひと好よしたちしかいないでしょ？」

　アーリーは自然と、笑みを浮かべる。

「はっ。たしかに、駄犬の言うとおりだ」

「イヌじゃない！」

　また、隣に立つクズノハもにんまりと笑った。

「こっこっこ。なるほど、こう来たかや」

　ほんの十数年前のことを思い出す。彼も、こんな世界を望んでいたはずだった。

「ヴィクトール、見るがよい。ヌシが本当に望んだ道を……世界が繋がる姿を！」

　三人は、想おもいを束ねるように声を重ねた。

「「「持ってけ、南のォ！」」」





　　　◇






　ペリクリーズ王都を守るように敷かれた戦線の中。

　禍獣を貫いたランスを振るい、光を散らしたクリフはその感覚に動きを止めた。

「ほう……これは」

　力の集う先を見つめるようにクリフは、視線を北に向ける。クリフの背中を守っていたレティシアも「ふふん」と笑った。

「そうこなくては！　わたくしの力を使わずして勝ってしまうなんて、野や暮ぼにもほどがありましてよ！」

　気合の入った妹の姿を横目にカノンは、北の地に力を届けるように腕を差し出した。

「使ってくれ、メイフィールド！」





　　　◇






　ペリクリーズ王国軍の本部格納庫ハンガーで働いていたラニとザジは、運び込まれてきた機鎧ラウンド・ギアを補修する手を止めた。

「お父さん」

「……ふん。どこまでも、俺の主張を否定するつもりか」

　その不機嫌そうな言葉と裏腹に、顔は上機嫌を隠しきれないようだった。前髪で大半が隠された表情のうち、口元だけが弧を描いている。

　養父のその様子を見てラニは、安心したように告げる。

「繋つながれるんだよね、人は。聖骸アルビオンって奇跡がなくてもいつか、未来に」

　つぶやきとともに、力が運ばれた。





　　　◇






　西の地で、禍獣カラミテイを迎撃するために指揮をとっていたティターニアは突如、自分の体がなにかに接続されたのを感じた。

「……ふん。あいつらめ、味なマネを」

　繋がっているからこそ、わかる。自分の力が今、どこに導かれるのかを。

「せっかくだ。最後だけでも、祭りに参加させてもらおうか」





　　　◇






　王城の自室で静養していたオリヴィアは、ベッドの上でその感覚を得た。

「陛下、これって!?」

　傍そばにいる侍従も同じものを感じたのだろう。オリヴィアは静かに笑った。

「あの二人らしいですね」

　オリヴィアは祈りをこめて、窓の外に視線を投じる。

「どうか、兄様をお願いします。マキト、ククル」





　　　○






　円環に導かれ、集っていく力にヴィクトール殿下は声を漏もらした。

「これが、『円環』……すべてを繋つなぎ、導く者の力──」

　聡そう明めいな殿下のことだ。おそらく、この力の本質をわかっているだろう。

　めぐり、束ねていく。円に導かれて、力が集っていく。背から広がる翼に集まっていく力を俺は感じる。

　重なる想おもいが、力を導く。俺とククルがするのは、その最後の一押し。

　俺は拳こぶしを天に向かって突き上げ、ククルと声を重ね──

「「いっ……けぇえええええええええ！」」

　その力を、解き放った。

　ほとばしる力はすさまじく、世界を静寂に包む。白く染めあがる世界の中、放った一撃が空へ舞いあがり──

　遠く、遠く、彼方かなたで極光が爆はぜる。

　一秒。

　二秒。

　胸をかき乱すような静寂の後、やがて空から降り注いだのは破滅ではなく、驟しゆう雨うのような光の群れだった。

　遥はるか上空で砕かれた禍獣カラミテイは、地表に達するより早く空で燃え尽きる。禍獣の破は片へんがいくつも、いくつも空を流れていった。













　その大本を考えると、こういうことを言うのははばかられるが、その圧巻な光景に俺は自然とつぶやいていた。

「キレイだな」

　ククルもそれに、小さくうなずく。

「……うん。本当に、キレイ」

　空を見つめる俺たちの足元でリアンノンは、同様に空に見入っていた。

「なんでよ……なんで、こんなもの見せるのよ……」

　だがそれは、単純に感動する俺たちとは違っていたのだろう。

「なんで、ワタシに流れ星を今さら見せるのよ……っ!?」

　流星の下で、〈審判の獣パニツシユメント〉であろうとした少女は嗚お咽えつ交じりに慟どう哭こくを漏もらす。

　彼女の肩を抱く殿下は、リアンノンの変化に目を見開いた。

「リアンノン……お前、泣いているのか？」

　頬ほおを伝う、一筋の涙。

　それは、獣であることをずっと目指していた少女が、人に戻った証あかしだった。





エピローグ




　数日後。

　力を使い果たし、両腕を縛られた状態でリアンノンとヴィクトール殿下は、陛下やクズノハ、ティターニアという各国のトップに相当する地位の人間の前に連れてこられた。

「殺しなさいよ……なんのつもりで、謁えつ見けんなんてさせるつもり？　最後にワタシたちをあざ笑いたいの？」

　憔しよう悴すいしながらもなお、強い意志をこめた目で陛下たちを睨にらむリアンノンと同様に殿下も、粛しゆく々しゆくと覚悟を決めたように告げる。

「リアンノンの言うとおりだ。私たちの罪はもはや、死という形でしか贖あがなえん。私が自害しないのは、それではお前たちの気が済まないと思ってのことに過ぎない」

　二人の処遇をどうするか──そこに俺なんかが口を挟む余地はない。陛下たちの判断をハラハラしながら見守っていると、陛下はその沙汰を告げた。

「いいえ。あなた方には、人の法に従ってもらいます」

　そこにいる全員が目を見開く。それに構わず陛下は、続ける。

「あなた方は剣でも、獣でも、ましてや神でもない。人として、人の法で裁かせてもらいたいのですが……よろしいでしょうか？　クズノハ様、ティターニア様」

　ちらり、と陛下は不安げに視線を送る。東と西の賢人は、それぞれ肩を小さくすくめてみせた。

「ウチは賛同じゃ。というか、ウチが言おうとしたことを先どられた形じゃのう」

「興味ない。そいつらを殺したところで荒廃した土地が戻るわけでもない。好きにしろ」

　陛下や賢人たちの判断にリアンノンは、愕がく然ぜんと目を見開いた。

「あんたたち、正気？　ワタシの体はもはや、禍獣カラミテイや聖骸アルビオンそのもの。今は力を使い果たしているだけで、それが戻ればいつだってまたこの世界をあるべき姿に戻そうとしてみせる。中央の聖骸がなくなっても、ワタシのこの信念は──いえ、怨念は消えることはないわ」

　燃え上がる憎悪に水をかけるようにクズノハは、鋭い声で返す。

「侮あなどるな、小娘。無論、ヌシの力を封じる方法を探し当ててみせるわ」

「──ッ！」

　リアンノンは怯おびえた顔で口をつぐむ。六〇〇年生きていても、その大半は眠っていただけ。三〇〇年という月日を思い悩み、試し行こう錯さく誤ごしながら生きてきたクズノハとは年季が違っていた。

　クズノハは一転して、不敵な笑みを陛下やティターニアに向ける。

「というわけじゃ。しばらく忙しくなるぞ、オリヴィア、ティターニア」

　挑発的な声音のクズノハに、陛下もティターニアもなぜか楽しそうにうなずいた。

「はい。僭せん越えつながら、お手伝いさせてもらいます」

「ふん。そういうことなら、力を貸してやるのもやぶさかではない」

　彼女たちの反応がリアンノンの目には異様に映ったのだろう。リアンノンは、声を震わせて問うた。

「なんでよ……まだ、その手掛かりも見つかってないはずでしょう？　なのに、なんでその方法が絶対に見つかるみたいなこと言えるのよ？」

　理解しがたいものを見るようなリアンノンに陛下は、透き通るような声で返した。

「私たちが、人だからです」

「──」

　リアンノンの目が見開かれる。そんな彼女に陛下は、言葉を重ねる。

「たしかに、あなたから見れば私たちは不完全かもしれません。不器用かもしれません。それでも成長していけるから……私たちは、人なんです。完成してしまった神が持たない、余力を持っている存在なんです」

　妹の言葉に殿下は、微笑をこぼした。

「……そうか。剣であろうとした時点で、私の敗北は決していたのだな」

　そう口にする殿下の顔は、どことなく満足げに見えた。





　　　○






　世界の命運を決める戦いから、数週間後。

　いまだ禍獣カラミテイの襲撃はやまず、俺たちは討伐に駆り出される。形としては『夏季長期休暇中の特別講習』という名目で俺たちは、諸島全土を巡る旅をしていた。

　同時にこれは、新しい部隊の試験運用の意味も含まれていた。国境を問わず、禍獣があるところに駆けつける部隊──〈遊撃神翼団バイヴ・カハ〉。その長おさとしてカノン先輩が抜ばつ擢てきされ、先輩の指名で、俺とククルやレティシア、アーリーにエセルといったメンバーが選抜された、というわけだ。

　いよいよ復興計画が進められることになった北の地。そこに現れたという禍獣を撃退するため俺たちは駆けつけ、陣形を組んだ。

　待ち受けていたのは懐かしい、嵐の禍獣。空を泳ぐ蛇のようなそれは、俺たちを拒絶するように向かい風を放ってきた。

「く……っ！」

　さらに、口から放たれる圧縮した水──竜砲ブレス。俺は片足を軸にして機体を翻すが、そこに禍獣が体当たりをしてくる。

　直撃──かと思いきや、レティシアのフォローで難を逃れた。俺はほっと一息ついて、レティシアに告げる。

「サンキュ。助かった」

「ふふっ、防御が甘くってよ。そんなことならわたくしの〈フォートレス〉の方がいいんじゃなくて？」

　挑発めいたレティシアの言葉に、繋つながった意識からククルが「むっ」としたのを感じる。

「そんなことない」

「ま、まあまあ。落ち着けよ、二人とも」

　俺が仲裁に入ろうとするとその時、耳につけたピアスからくすぐったくなるようなウィスパーボイスが聞こえた。

「うん、どっちかっていうと、〈ヘヴィノッカー〉の方がいいんじゃないかな？　あの子なら、こんな禍獣ドーンのバーン、だよ？」

　大おお雑ざつ把ぱな言葉だったが、ククルやレティシアの対抗心を煽あおるには充分だったようで、二人は表情を鋭くする。俺は思わず、懇願した。

「ラニ！　状況をややこしくしてくれるな！」

　ラニはこの場におらず、ペリクリーズの格納庫ハンガーで俺たちと同じように研修を受けているはずだが、このピアスを介して通信ができる、という発明をしていた。距離を飛び越えて情報が即座に伝えられるこの発明が軍や生活に貢献するところは大きく、おかげでクズノハとティターニアが卒業後のラニを取り合っているというウワサが流れているほどだ。

　ククルは俺の膝の上で「むー」と頬ほおを膨ふくらませる。

「こうなったら、今度こそ白黒はっきりさせる時かも」

「望むところですわ」

「それじゃさっそく、みんなが帰ってきたら……かな？」

　ぞくり、と背筋を嫌な予感がなぞる。余計なことを考えているのがばれたのか、カノン先輩はからかうように声をかけてきた。

「いちゃいちゃしている場合じゃないぞ、メイフィールド！」

「え、えぇ!?　別に、いちゃいちゃなんかしてないですよ！」

　言い返す俺だが、ピアスからは別な声が呆あきれたように割って入る。

「してたでしょ、ばーか」

「ったく、見るに堪たえねェってのは、このことだなァ」

　遠くで狙撃用の銃を構えているだろう、アーリーとエセルの声。明らかにオーバーキルな編成だが、遠征を命じた陛下も半分くらいは「みんなで旅行してきてはどうでしょうか」みたいなノリだったのでしょうがない。俺としては、陛下にこそ息抜きの旅行を勧めたいくらいだ。なにせ、日頃の公務や研究に加えて、リアンノンの力を封印するため、週に一度はクズノハやティターニアと会談をしているというのだから。

　変わりつつあるこの諸島に想おもいを馳せる。これからこの国々は、どんな形になっていくだろうか？

　考え事をしている場合ではなかった。竜砲ブレスが足元を抉えぐり、俺は戦いに意識を集中させる。

「一気に決めるぞ！　ククルッ！」

「ん！」

　飛び出す俺たちに、レティシアとカノン先輩が続いた。

「一番槍やりは譲りますわ」

「フォローは任せておけ、メイフィールド！」

　また、耳元ではアーリーたちの会話が聞こえてくる。

「じゃ、オレらはおいしいところをいただかせてもらうか」

「セコいわねー。ま、アタシたちらしいけど」

　口々に勝手なことを言う仲間たち。みんな、頼もしいったらありゃしない。

　禍獣カラミテイとの戦いは終わらない。これから先、子孫たちの代まで続いていくかもしれない。だが俺は、それを不安に思わない。

　俺たちが今そうであるように、未来でもきっと人は繋つながっているのだから。













あとがき




　これを書いているのは節分の直後なのですが、今年も「ロリババアの鬼が入ってくるかもしれないから豆を撒まかない」という、軸のブレなさを見せつける内うち田だです。皆様、お久しぶりです。以下、鬼のパンツについて語ろうとしましたが最終巻なので自重することにしました。

　そんなわけで一年弱続いたこのシリーズも無事にフィナーレとなりました。初めてのロボットもの、一人称視点も久しぶりと、かなりの手探りっぷりで始まったシリーズでしたが楽しんで書かせていただきました。思い返せば、この作品を通して様々な経験をさせてもらった気がします。

「特典の短編、一四本書き下ろせる？」という担当様からの唐突な発注につい「アッハイ」と答えたこと、書店様にあいさつ回りをさせてもらったこと、サイン会で初めて読者の皆様と直にお会いできたこと、サインの書き過ぎで自分の名前がゲシュタルト崩壊しかけたこと。どれもこれもが貴重な思い出です。残念ながらこのシリーズはここで終了ですが、得てきたものはきっと次に繋がると思っています。

　最後になりますが、皆様に御礼を。

　担当の神かみ長なが様、中なか道みち様。ダブル態勢ということでいつも以上にお世話をかけました。今後もよろしくお願いします。

　硯すずり先生。キャラクターもメカも「××みたいな感じで」という曖昧な注文に対して、いつも想像していた以上にしっくりくるものを描いていただきました。この先も硯先生のイラストを目にする度に「この人とコンビを組んでいたんだ」と誇りにさせていただきます。

　編集長の万ゆる木ぎ様、校正様、営業様や印刷所の方々を始め出版に関わってくださった方々。皆様の支えがあって、こうして最終巻までこぎつけられました。ありがとうございます。

　知人各位。メカに関するありがたい助言をいくつももらいました。惜しむらくは、著者の情熱がメカじゃなくてロリババアに向かったことですが。あまり反省していないけど、広い心で許していただければ幸いです。

　そして読者の皆様。皆様の支えがあって、四冊という自己記録を更新する冊数を書かせていただきました。感謝の念に堪たえません。

　新しいシリーズもＭＦ文庫Ｊ様で出させていただけるとのことで、鋭意準備中です。内容については、ぜひ手にとってご覧になっていただければ、と。

　それではまた次の作品でお会いできますように。


二〇一四年　二月　内うち田だ俊しゆん　



















　著者

　内田 俊（うちだ・しゅん）

　　千葉の端っこにひっそりと生息する物書き。

　　資料用という名目で買ったロボットフィギュアを

　　Ｍ字開脚にしたまま放置するタイプ。




　イラスト

　硯（すずり）

　　横浜在住。フリルと銃を愛するイラストレーター。

　　寒さが本格的になってきてヤバイです。

　　着る毛布が手放せないっ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。



本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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